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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき
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　圧あつ倒とう的な茶色に囲まれたまま、ルーイはふらつく足を踏ふん張った。

　茶色。茶色。ごつごつした茶色。

　見回す限り、壁かべも天てん井じようも、床ゆかまでもがそのあざといほど有機的な色に覆おおわれている。

　よくよく目を近づけたなら、床や壁かべ肌はだに薄うすい木目が浮うかんでいるのが見えるはずだ。しかし、ルーイにそんな余よ裕ゆうはなかった。

　今、ほんの少しでも気をゆるめたなら、最悪死ぬ。

「──セリス・フォレストランナーに告ぐ！」

　視界の中に、人ひと影かげはない。

　遠くから「はわわ～」という悲鳴が聞こえてくる気がしたが、今はどうでもいい。

　見えない場所に確実にいる彼女に対して、ルーイは声を張りあげた。

「いいかげん、逃にげ回るのはやめにしたらどうです!?　あなたは追い詰つめられている！　今のうちにそっちから出てくれば、情状酌しやく量りようの余地がなくもなくもないですよ！」

「ないんじゃない!!」

　怒ど声せいは、思ったよりずっと近くから聞こえた。

　ひっ、とおののくルーイの前に、一人の女性が現れる──ぐねぐねと、不気味なカーブを繰くり返す通路の先から、ふらりとよろめくように。

　鮮あざやかな紅くれないの長ちよう髪はつ。今は薄うす汚よごれている。

　ひざまである黒のマント。今は薄汚れている。

　おそらく疲ひ労ろうが原因なのだろう、完全に目が据すわっている彼女──セリス・フォレストランナーは、悪あく魔まも背筋を伸のばしそうなほどドスの利きいた声でうめいた。

「誰だれが逃げてるって……？　誰が追い詰められてるって？　あんたこそいいかげんにしとかないと、いっぺんマジギレするわよ」

「い……今までマジギレしたことないみたいな言いぐさですけど。充じゆう分ぶん追い詰められてるじゃないですか、自じ慢まんのマント破れてますよ！」

「っさいわね！　あたしのお肌はだが傷ついてるよかマシでしょ！」

「なんだそりゃ、乙女おとめかアホらしい！」

「あたしはいつだって乙女よ！」

　乙女なセリスが、見た目にもわかるほど疲つかれてふらついていることは事実である。

　まるで、地図もない迷めい宮きゆうを、ひたすらさまよい歩いていたかのように。

「あんたこそ、ずいぶんなザマじゃない」

「な……なにがですか」

「ほこりまみれの泥どろだらけで、頭から葉っぱ生やして楽しいかって言ってんのよ」

「ぬ、ぬうう」

　対して、ルーイがセリスの言葉通りの状態であるのも確かである。

　まるで、敵対意志をもった原生林の中を、強制的に這はい回らされたかのように。

　じりじりと、距きよ離りを取ったままにらみあう二人に、また「はわわ～」と遠い悲鳴が響ひびく。

「よく……わかったじゃない」

「はい？」

「あたしが近くにいること。なに？　オーラでも感じ取ったの？　この隠かくしきれない気高くゴージャスなオーラを」

「いや。アレでしょ？」

　ルーイが無造作に指さした先。

　幅はばだけは広々と充分な余裕がある通路の壁かべ際ぎわに、どうしてかテーブルが置いてある。皿の上にのっているのは、ふかふかに焼き上げられた白いパン。

　ぐきゅううう、と無様な音が聞こえた。

　驚おどろくほど情けない表情で、セリスがよだれを垂らしている。

「あのパン目当てで、様子をうかがってたんでしょ？　セリス師匠」

「くっ……我が弟で子しながら、なかなかやるじゃない……！」

「わかりやすい師匠を持って幸せですよ俺は」

「まさかそこまで読み切られてるなんてね！　誤算だわ。いつのまにそんな推理力──」

　ぐきゅううう、とまた無様な音が聞こえた。

　明らかにセリスの腹からではなく、弟子たるルーイの方向から。

　気まずいとしか言いようのない沈ちん黙もくののち、

「何時間……」

　キッと目つきを険しくして、ルーイが先に口を開いた。

「何時間さまよい歩いたと思ってんですか!?　あんたをさがして！」

「知らないわよ！　なんで怒おこってんのよ!?」

「腹減ったんですよ！　あのパンは俺がいただきます！」

「ハア!?　何ふざけたこと言ってんの、おなかぺこぺこの師匠がここにいんのよ!?　笑え顔がおでゆずって飢うえて死になさい！」

「せ、せめて『ゆずって』で止めろ！　最さい期ごまで持ってくな！　つーか、じゃあそうだ、半分こしましょうよ。分けて食べましょう」
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「やだ」

「……ち、ちょっと大きめにとっていいですから」

「やだ。ぜんぶあたしの」

　このドぐされ守しゆ銭せん奴どが。

　そううめくかわりに、ルーイは荒あら縄なわを取り出した。いつもいつでも持っている、セリス捕ほ獲かく用の頑がん丈じような逸いつ品ぴん。

　こいつでぐるぐる巻きに縛しばり倒たおす日を、最近は夢にまで見るようになっていたが。

「そこまで……そこまで言うんなら、今日こそお縄についてもらおうじゃないですか！　食い物が絡からんじゃあ、もう容よう赦しやできねえぞ!?　覚かく悟ごはいいかクソ師匠！」

「それはこっちの──」

　満ち溢あふれる魔ま力りよくを指先に集め、セリスがまっすぐにルーイをにらんだ。

　その目は血走り、一片ぺんの容赦もない。慈じ悲ひもない。ためらいも、ない。

「セリフだバカ弟子ッ！」

「八王光鱗リアクトロード!!」

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン!!」

　いきなり展開された、ルーイの切り札──八色に輝かがやく法術の翼つばさを、セリスの放つ赫あかい光が直ちよく撃げきした。

　響き渡わたる轟ごう音おん。幾いく度どもこだまし、遠く通路の奥へと消えてゆく。

　爆ばく煙えんが晴れたのち、棒立ちしているルーイを見て、セリスが小さく舌打ちした。

「なんか、こう……あんたの相手してるとさぁ。天井からぶら下げたロープひたすら殴なぐってるみたいで、イライラするんだけど。弱っちいクセに手て応ごたえないったら……」

「……いや……、今のは……、そっか。やさしいんですね、師匠」

「は？」

　ふ、と肩かたの力を抜ぬいて、ルーイは切なげに微笑ほほえんだ。

「俺に自信をつけさせようと……花を持たせようとして、手加減なんてクッッッソ似合わないまねを。少しは人間らしくなってくれたんですね。うれしいですよ俺は……」

「何言ってんの？」

「でも、同時に情けないです。これでも毎日がんばってたりするんですよね、腕うで立たてとか腹筋とかランニングとか、瞑めい想そうとか早食いとか滝たきに打たれたりとか。それでもやっぱり、師匠には小指一本動かす労力であしらわれるんだなぁって……ハハ、涙なみだが……」

「だから何言ってんのって。小指一本であしらえるのはそうだけど」

「いいんです、いいんです師匠。しぶとさだけが俺の信条ですから。八王光鱗リアクトロードをコツコツ磨みがいてここまでこれたように、これからもずっと──」

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン」

　ちゅどんっ！　と問答無用の爆ばく音おんが、ルーイのセリフもなにもかもかき消す。

「うっさいのよ、わけわかんないことをぐだぐだと。おなか空すきすぎて気が立ってんの、あたしは！　師匠の空腹……を……」

　再び晴れた爆煙の向こう。

　無傷のまま、一歩もよろめくことなく立っているルーイを目まの当たりにして。

　セリスの口元が、わずかに引きつった。

　それに数倍して、ルーイは顔全体をしかめる。

「師匠が……二回連続で、手加減した……？」

「な、なんで……？　そんなバカな」

「ありえない……それはありえない、けど。じゃあ、どうして……？」

　セリスの魔ま法ほうをしのぐこと自体は、以前からどうにか可能は可能だった。

　しかしそれは、ルーイが全力を振ふり絞しぼり、体術含ふくめたもろもろすべてを駆く使しした上で、のことである。

　それなのに、今日は余力がある。

　こんなことは初めてだ。

（言ってはみたものの……自信をつけさせるとか、花を持たせるとか、そんなこと考えられる人じゃない。手加減じゃない、とすると……まさか）

　頭痛。腹痛。生理痛。吐はき気。胃のむかつき。節々の痛み。残ざん尿によう感かん。

　それらすべてにまとめて襲おそわれている──ようにはあまり見えなかったが──としたなら、普ふ段だんの半分ほどしかないこの威い力りよくも納なつ得とくできる。というか、それ以外納得できない。

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

「師し匠しよう……！」

　強く荒縄を握にぎりしめ、そのまま大きく振りかぶる。

　地を蹴けって、ルーイは師に飛びかかった。

「お体お大事にごばっ!?」

　拳こぶし大の石に顔面を直撃され、なすすべもなく落下する。

　きれいな投球フォームを見せたセリスは、フンと不ふ愉ゆ快かいげに鼻を鳴らした。

「言ってることとやってることがばらばらでしょうが！　意味もわかんないし！」

「だ……だって……たいちょ……ふりょ……」

「あーあーうっさいうっさい」

「……老い？」

「殺すぞ!!　……ったく。ほんと何だってのよ？　おっかしーわねー……」

　ぶつぶつ言うセリスのつま先が、壁際のテーブルへ向かってゆくのが見える。

　パンの直前で足を止め、彼女は小さく笑ったようだった。

「罠わな……が、ひとつ。仕し掛かけてあるみたいね。どのみちこんな超ちよう絶ぜつあやしい食しよく糧りよう、まっすぐ食くらいつくやつなんていないわよ。どんなバカでも、回りこんで壁際から取るくらいのことはするわ」

「そっスね……」

「無理に相づち打たないでよろしい。パンの欠片かけらくらいなら、わけてあげるから」

　そう言ったということは、本当に欠片しかわけてくれないつもりである。よくも悪くも有言実行するセリスの性格を想おもい、ルーイは静かに涙した。

　ともあれ。

「罠のうしろから取る……いいえ、うしろから取りたがる。パユメールのバカも、それを防ぎたがる。だから逆に、正面に罠はないッ！」

　スキップ気味にジャンプしたセリスが、ふかふかなパンに手を伸ばす。

「わーいパン！　パンよ！　しばらくぶりのごはーん！　ジャムとかないのかしら──」

　その足あし下もとに、音もなく口を開けた大きな落とし穴に。

　まったく抵てい抗こうすることなく、できようはずもなく、セリスは落ちていった。

　よくできた演劇でもこうはいくまいと思わせるほど、スムーズで美しくすらある退場。

　中ちゆう途と半はん端ぱに身を起こすルーイの前で、落とし穴が静かにその口を閉じた。

「し……師匠……!?」

「ふー、よかったぁー」

　笑っていいのか悪いのか判断できず、口元をひくつかせることしかできないルーイの背後から、声が聞こえた。

　振り向くと、女性がこちらを見ている。

　セリスが隠れていたのと似たようなカーブから、桃もも色いろポニーテールの頭を突つき出して。どこか田舎いなかくさい、人のよさそうな顔立ち。揺ゆれる両目にたたえた不安の色。

　カジュアルな出いで立ち──明らかに旅装とは違ちがう服に包まれた全身をおそるおそる現し、彼女は深々とため息をついた。

「引っかかってくれて、ほんと助かったよぉ。ダメだったら、どうやってルーイくんを助けたらいいか、わからなかったし」

「……パユ師匠」

「あ、うん。パユだよー。久しぶりだねぇルーイくん！」

「お久しぶりです……今の、罠。師匠の動き、読んでました……？」

「え？　なにが？」

「だから……こう、普ふ通つうなら正面に罠仕し掛かけないで、側面とか、背面とか。そういう深読みをセリス師匠がすると思って、あえて真っ正面に落とし穴を……的な？」

　森の匂においが立ちこめる、不思議な気配のこの『迷めい宮きゆう』で。

　ルーイの師匠、【地記の神術士】と呼ばれるパユメール・キーニックスは、人なつっこく笑った。

「ぜんぜん考えてなかった！　なるほどー、そういう手もあるんだね！」

「……相変わらず、ほっとけないですね」

「？　わたし？　そうなの？　なんだかわからないけど、ありがと！」
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　時は丸二日さかのぼる。







「はわー……！」

　背せ伸のびするようにつま先立ちして、感かん嘆たんの声をあげるミレーナを、ルーイは微笑ましく見つめた。

　大陸は南西部、自然豊かな国土を誇ほこるリーベルテ王国の街、ハイミレメータ。

　芸術の都と名高いその都市部は堀ほりにこそ囲まれているものの、跳はね橋は常時おりっぱなしで、通行することに難はない。洒しや脱だつな彫ちよう刻こくがあしらわれた門を抜け、街に一歩踏ふみこんだこの場から、すでに。

　街の中心に堂々と屹きつ立りつする、天にも届こうかという巨きよ木ぼくを目にすることができた。

　はわわわー、とミレーナがまた声をこぼす。今度はいくぶん思し慮りよ深げだ。

「あれが、ヴィテ・ユグドラシル……！　噂うわさ以上に雄ゆう大だいなのです！」

「びっくりするよなー。生態的にわけわかんねーらしいぜ、あれ」

「見た目的にも充分わけわからないのです！　すごーいのです！」

「あんだけのデカさを保ってるくせして、周りの土が瘦やせてないんだと。街にある他ほかの木も普通に育ってる。まぁ、レベルが桁けたひとつ違う霊れい木ぼくだな」

　はわうー、と今度はじわじわ感動しているらしい声。だんだんミレーナのはわわの違いがわかるようになってきたルーイである。

　芸術の都は、平日だというのに祭りと見まがう人出だった。

　人々は皆みな垢あか抜ぬけた様子で、明るく元気よくすごしている。大陸中央部の、上じよう昇しよう志向に満ちた活気とはまた違う、今を楽しみ謳おう歌かする姿勢が見て取れた。

　いつまでも落ち着かないミレーナが、はわはわと通りを右往左往する。

「あ、兄あに様さま！　見たことないお菓か子しなのです！　何なのです!?」

「シルニ砂糖の包み焼きだなー。おいしいけどあとでな」

「あ、兄様！　見たことないきれーな服なのです！　何なのです!?」

「特産の布で作った王国衣装だなー。タダで着れるけどあとでな」

「あ、兄様！　あの踊おどり子さん、あの踊り子さんたちは！　何なのです!?」

「旅芸人だなー。すごい肌はだの露ろ出しゆつだけど……ちょっとじっくり見てくか」

「兄様っ。めっ」

　めってなんだよ、と苦く笑しようしつつ、新聞屋を訪ねて街の現状を知る。

　確かに、セリス・フォレストランナーは、この街にやってきているらしい。

「それにしては、皆さん楽しそうなのです……なんていうか、混乱が少ないっていうか」

「いつもと違うことは違うんだろうよ。それが俺たちにはわからないだけで」

　新聞屋を出て、再び大通りをゆきながら、ルーイは肩かたをすくめた。

「セリス師匠は、ヴィテ・ユグドラシル由来の『何か』を狙ねらってきたみたいだ。まっすぐ木の根元に向かっていって、もう丸一日経たつらしい」

「はわ」

「大陸最強の魔ま法ほう使つかいが、大陸最大の霊木のところに……。ユグドラシルの周りは封ふう鎖さされてるみたいだけど、通りすがりの画家やら吟ぎん遊ゆう詩人やらは、もれなく鈴すずなりで見守ってるだろうさ。何が見れるかわからないからな。それが、この街の反応ってことだろ」

「な、なんか、のんきなものなのです」

「だなー。俺にゃいまいち、芸術も芸術家もわかんねーや」

　果たしてルーイの予想通り、霊木の周囲は野次馬だらけだった。

　芸術の都の、ひいては王国の代表的名所ともなっている、ヴィテ・ユグドラシル。

　その根の周りには広場が設けられ、物見の塔とうが立ち並んではるか天を衝つく霊木を守っているが──今は広場にまで槍やりを持った歩ほ哨しようが並び、立ち入り禁止のロープが張られて、さすがに大通りとは違う物々しい雰ふん囲い気きである。

　だが、そのロープに身をもたせかけるようにして、無節操に騒さわいでいる人々。

　出で立ちには皆高級感があり、中には大臣級の政治家までもが交ざっているように見受けられたが、どうも現状を正しく理解しているようには思えなかった。

（セリス師匠がその気になったら、こんな木根こそぎにされて、みんな下した敷じきのぺちゃんこだぞ……『法』の頂点、の意味がわかってないんじゃねーか？）

　魔法。神法。神しん魔ま四法術のうち、法に属する力の体系。

　術に属するものよりも、より才覚に重きが置かれるとされている。

　魔法の裏側は赤い。破は壊かいの権ごん化げたるその力を、最もうまく扱あつかえる人間こそ、セリス・フォレストランナーだというのに。

「──わかりました。パユメール師匠に会ったら、そう伝えます」

　霊木を囲む警備隊の長と話し、ルーイはミレーナのもとに戻もどった。

　うさんくさそうな周囲の視線は気にしない。いつものことだし、今回は実際、こちらとしても唐とう突とつすぎる。

「よし、行くぞ。中にいるんだってさ、セリス師し匠しようは」

「な……中？　ですか？」

「ああ。ヴィテ・ユグドラシルの中」

　ルーイが親指で示した先。

　城じよう壁へきかなにかのごとくそびえる霊木の正面に、ぽっかり穴が開いていた。

　入り口にしか見えないそれは、人が五人は楽に並べるほど、二人は縦に重なれるほどの大きさで、彼らを待ち受けている。

　両目をぱちぱちまたたいて、ミレーナが小首を傾かしげた。

「……あれ、何の冗じよう談だんなのです？　兄様」

「いや、冗談でなくて」

「世界に名だたる霊木は、いつからアミューズメント・ダンジョンになったのです？　わたしそんなの信じないのです」

「あれがアミューズメントに見える時点でおまえもけっこうどうかしてるけど、違うぞ。パユメール師匠だよ。【地記の神術士】だ」

「地記、の……？　えと……？」

　知らないかー、とルーイは苦笑する。

　なるほど彼女は、百いるルーイの師匠たちの中でも、有名なほうではない。

「詳くわしいことは道々話すとして、だ。セリス師匠に正面から対たい抗こうするなんて、誰だれもできないだろ？　逃にげたんだよ。おまえの見立て通り、あの中はダンジョンになってるけど、パユメール師匠が裏うら神しん術じゆつつかって即そつ興きようで造ったものだ」

「即興でって……ああ、でも聞いたことあるのです！　裏神みどりの術には自然を操あやつるものが多くて、大地に働きかけて地下迷宮を造ることもできる、とかなんとか。楽しそうなのです」

「楽しいかどうかは知らんけど、まぁそういうわけだ。セリス師匠は、パユメール師匠を……ていうか、パユ師匠が持ってるなにかを追って、あの中にいる」

　自分で言いながら、ルーイも小首を傾げた。

　──あのセリスがほしがるようななにかを、あのパユメールが持っている？

　そんなことがあるだろうか。二人の性格からして、想像はしづらいが。

「ともかく……行ってみるか」

「おーです」

「食しよく糧りよう、持ってるな？」

「はいです」

　ミレーナが、小さい背中にがんばって背負しよいこんだリュックを見せてくれた。

　表魔法使いである彼女は、白魔法の補助となる長い杖つえを片手に持っている。

　さらに、ルーイの目にはあまりかわいいように見えない謎なぞのぬいぐるみ、デビドルくんを小こ脇わきに抱かかえ込んでいた。見る限りずいぶんな大荷物だ。

「やっぱ……食糧も、俺が持とう」

「いいのです。兄様、お水や道具をぜんぶ持ってくれてるのです。食べ物はわたしの役目なのです」

「いや……まぁ……そっか。バランス崩くずさないようにな」

「はいです。転ぶのは嫌きらいなのです」

「ていうか、罠わながあるからな」

「罠！　って……即興で作ったダンジョンにも、そんなのあるのです？」

　ある、とルーイは即そく答とうした。

　罠のない迷宮神術など、存在しない。

「照光鳴セミブライト」

　細く持続する光を生み出し、ルーイは洞ほらに踏み入った。

　外から見るよりも、中は広い。

　むせ返るような植物のにおいと、外の空気が遮しや断だんされる感覚。地下でもないのにひんやりしている。木き肌はだがむき出しになった壁かべは、まるで生き物の体内のようだ。

　ばたばたと、ミレーナがついてくる気配がする。大荷物を背負っているせいか、足音がいつもよりマヌケだ。

「法術でダンジョンを造るっていうのは、単に穴を掘ほるだけってわけじゃないんだよ」

「兄様？　灯あかりつけなくても、あちこちやたら光ってますですよ？」

「もともとあるものは一いつ切さい信用するな。いきなり消すための罠かもしれない」

「はわっ!?」

「暗いところにあるのも、普ふ通つうの罠ばかりとは限らない。突とつ然ぜん明るくなって、目くらましするためかもしれない。用心はぜんぶ、自分の手でやるんだ」

「わ、わかりましたです……！　ないない尽づくしなのですー……」

　それと、と肩かた越ごしに振ふり返る。

　もう入り口は見えなかった。大きくゆるやかに、道はカーブしているようだ。

「さすがにモンスターは出ないと思うけど、モンスターっぽいものがいる可能性は高いから気をつけろよ」

「ぽ、ぽいもの？」

「ああ。たとえば、あ、そこ踏むなよ」

「はい？」

　ルーイがひょいとまたぎこした床ゆかに、ミレーナがべたりと足をつけた瞬しゆん間かん。

　すてーんと見事に、彼女は尻しりもちをついた。

「いったーい!?　のですっ……ひゃ、ひゃわーっ!?」

　意外と大きなお尻がクッションになっても、混乱するほど痛かったのか。

　慌あわてて立ち上がろうとしたらしいミレーナが、また豪ごう快かいにすべった。つるつると、一人遊びのように壁のほうへ転がってゆく。

　棒立ちしたまま、ルーイはひとつ頷うなずいた。

「つるつる床だな。スリップフロアとエルフ語でカッコつけてもいいが、俺はあえて言いたい。これはつるつる床だ、と」

「痛いったいのです！　いったいのです！　なんて言うかはどうでもいいのです！」

「動いちゃダメだぞ。動くとすべるようになってるんだ。じっと立ち尽くして、効果が薄うすれるのを待つのがいい」

「無理なのです！　無理なのです！　心も身体からだもいったいのです！」

　わめきながらすべりゆくミレーナの先、壁の一部がかぱりと開いた。

　うねりくねる細いなにかが幾いく筋も伸のび、彼女の身体に絡からみつく。

「はにゃーっ!?」

　悲鳴の種類を変えるミレーナに、ルーイはまたひとつ頷いた。

「そして、つるつる床の先にはモンスターじゃないけどモンスターっぽいもの、植物でできた擬ぎ似じ触しよく手しゆくんが控ひかえている、と。王道コンボだな」

「やーなのです！　やーなのです！　触手にはいい思い出がないのです！」

「大だい丈じよう夫ぶか？　自分で浄じよう化かできるか？　一いつ瞬しゆんでも霊れい木ぼく本体からの力の流れを断たち切れば、支配が失われてただのツタに戻るぞ」

「くすぐったいのです！　くすぐったいのです！　兄あに様さま、助けてえーっ！」

「……しょーがないなあ」

「なんでちょっとうれしそうなのです!?」

　ルーイが放った浄化の神術で、モンスターっぽい触手は力を失った。

　これを力でむりやり消し飛ばそうとするなら、師匠級の魔ま術じゆつを練り上げる必要がある。ただでさえ法術力の足りないルーイには、到とう底てい選べない手段だ。

（でも、相手の特性を理解して、応用できればかなり力を省ける。場合によっては最小の力で、最大の結果を得ることだって……不可能じゃない……）

　ダメだな、とルーイは一瞬目を閉じた。

　こんなことを考えている時点でダメなのだ。ほとんど言い訳に近い。

　力を省いて最高の結果を得られる可能性があるならば、逆に力がなければ最低の結果すら得られない可能性もある。その事実から、目をそらすわけにはいかない。

「ひ、ひどい目に遭あったのです……！　……？　兄様？」

　戻ってきたミレーナが、うつむき気味のルーイを見上げる。

　ツタに翻ほん弄ろうされて、服がよれよれである。のびきった胸むな元もとから、圧あつ倒とう的な存在感のふくらみがぽよぽよと自己主張している。

　なんでもない、とルーイは首を振った。

「気をつけろよ。パユ師匠のことだから、命に関かかわるものはないと思うけど、対セリス師匠用の罠だってことを忘れるな」

「は、はいなのです。もう引っかからないのです！　ひゃわあーっ!?」

「水の罠だな。大丈夫、酸や毒液じゃない。ただびしょぬれになるだけだ」

「嫌いやがらせなのです！　もう、もう引っかからないのです！　ひゃわあーっ!?」

「炎ほのおの罠だな。大丈夫、加減されて熱風だ。少しは服も乾かわいたんじゃないか？」

「そんなわけないのです！　もうもうもう引っかからないのです！　ひゃわあーっ!?」

「ガスの罠だな。大丈夫……大丈夫、か？　何の効果だ？　わからんけど大丈夫だろ」

　兄様っ、と立ち止まったミレーナが、涙なみだ目めでルーイをにらみつける。

　天てん井じようから降ってきた水で全身ずぶぬれ。足あし下もとからの熱風で髪かみがぼさぼさ。

　服も荷物も薄うす汚よごれてしまって、けほけほせきこんでいるさんざんな有様である。

　食糧に影えい響きようないかな、と違ちがう方向を心配するルーイだったが。

「兄様はにゃんで平気にゃのですにゃん!?　兄様も引っかかってほしいですにゃん！」

「語ご尾びが変になるガスだったか……つーか、そこで聞くなら、なんで引っかからないのかだろ」

「そんにゃの聞かなくてもわかりますにゃん！　罠神術に当たりをつけて、力の流れを見切るのですにゃん！　そしたらだいたい、場所も効果も予測できますにゃん！」

「おお、そうだよ、その通り。わかってんならやれよ」

「やってますにゃん！　やってるけどダメですにゃん、めちゃめちゃ上手に隠かくされてますにゃん！　わたしにはさっぱり見切れにゃいですにゃーん！」

「そっか……じゃあ俺の後ろを、俺が踏ふんだとこだけ通ってついてこいよ……」

　にゃわ～、と涙に暮れながら、ミレーナがぴたりと背後につく。

　猫ねこってより仔こ犬いぬだな、と苦く笑しようしつつ、ルーイは少し歩調をゆるめた。

「そもそも、迷めい宮きゆう神術と罠神術は、切っても切れない関係だからな。同じ裏、緑神術なのも道理なんだよ」

「そーにゃのですか……？」

「土の地面だろうが、岩場だろうが、こういう木の中だろうが、ごく小さな空間なら術で作れる。それを何度も繰くり返して、つなぎ合わせるのが迷宮神術だけど……何でつないでるかって、罠でつないでるんだよ。それがいちばん都合がいいんだ」

　罠のない迷宮はありえない。

　その理由は、迷宮に罠が必要だからという、単純なものである。

　一昔前は、人間が手ずから穴を掘り進め、地道に迷宮を造っていたという。炭鉱やトンネル掘りと同じ要領で、引きこもりたい法術者たちが体力勝負に出ていたのだ。

　しかし、この技術──『罠の神術』をかすがいとして『空間湾わん曲きよくの神術』を連続させる方法が確立されてからは、ダンジョンに想おもいを馳はせる者たちは皆みなその修得に熱を入れた。

（ってまぁ、そんなもんありがたがるような連中、根本的にろくでもない変人ばっかだけどな。数が居るわきゃねーから、いつまで経たってもずーっとマイナーテクニックだし）

　おまけに、この方法で穴を掘る場合は必ず罠を仕し掛かけなければならず、鉱山などの現場に転用することはできないというどうしようもなさ。

　面めん倒どうな迷宮を造るためだけに、生み出された法術なのである。

「ま……結果的に、セリス師し匠しようを足止めできてるみたいだけどな。一日経ってるのに出てきてないところを見ると……」

「はー……すごいのですにゃん」

「パユメール師匠もプロだからな。数少ない、迷宮神術の。俺らが追いつくまでは、ねばってくれるだろ……たぶん」

「そうじゃにゃくて。すごいのは兄様にゃのですにゃ！　にゃんでもよく知ってますですにゃん」

「ああ。別にそりゃ、それだけが俺の取り得だからな。もろもろ忘れねーように復習が大変だよ」

　神しん魔ま四法術。表ひよう裏り合わせて八種の力に、様々な系統の技術がある。

　百の師匠に師事したルーイは、その多くをカバーしているが──セリスを追いはじめてから二年、どの師匠にも、久しく修しゆ行ぎようを見てもらっていない。

　自主的なものにも限界があった。そろそろ解決策を考えなければ。

「世間は兄様を誤解してますにゃ。まったく失礼しちゃいますにゃん」

　ミレーナの機き嫌げんはよくないようだ。

　ヴィテ・ユグドラシルを囲んでいた人々の反応が気に入らないのだろう。

　ぷりぷり怒おこっているせいで、水をかぶった自分の服が思いきり透すけていることに気づいていない。大きな胸にぴったり張りつくデザインローブが、なんとも極ごく上じようだった。

「法術力がすべてじゃにゃいですにゃん。人は知ち恵えを使って進化してきましたにゃん。兄様は、誰だれよりも進化してるのですにゃん！」

「ほめてんのか、それ……？」

「ほめてるのです！　ほめまくってるのです！　あっ、ネコ語直ったのです」

「チッ」

「ち？」

「なんでもない。つーか今思い出した、テーヒート棒だな」

　てーひーと？　とミレーナが小首を傾かしげる。

「こう、なんつーか、棒だ。三メートルくらいの、ただの棒。それを持ってきとくべきだった、うっかりしてたな」

「何に使うのです？」

「おまえが使うんだよ。棒で、歩く先の床を叩たたいたり、壁かべをつついたりして調べるんだ。そうすりゃ、罠わなの位置が読めなくてもなんとかなる」

「あー、なるほどー！　……でも、どうしてテーヒートっていうのです？」

「さあ？　人の名前かなんかじゃないか。どのみち、今は代わりになるような物も……」

「ですー。さすがに魔ま法ほう杖づえは代わりにできないのです」

「だよなー……」

　ふと。

　ミレーナが大事に抱かかえているぬいデビぐるみドルに目をやり、ルーイは黙だまりこんだ。

　何をモチーフにしたのかもわからない、妙みように存在感のあるぶさいくな逸いつ品ぴん──ミレーナは必ず「かわいいのです！」と言って怒るが。先ほどの水罠にかかったときも、荷物そっちのけでデビドルをかばったらしく、あまりぬれていない。

　その正体は、セリスお手製の必殺魔道兵器。ミレーナの指示と魔ま力りよくによって、泣く子も黙るバーサーカーと化す、魔ま法ほう技ぎ巧こうの結けつ晶しようである。

　棒ではないが、しかし。

「……デビドルに先行してもらえばいいんじゃないか？　生き物じゃないし……」

「な!?　なっ、なんてこと言うのですか兄様ぁー!?」

「いや、だって、デビドルなら水の罠以外は……」

「ダメなのです！　絶対ダメなのです、デビドルくんがかわいそうなのです！」

　ぎゅっ、と大きな胸にぬいぐるみをかき抱いだくミレーナ。

　すけすけの巨きよ乳にゆうがむにゅりと形を変え、色気が天てん井じよう知しらずになっているのはともかく。

「ずっとうしろにくっつかれてても面倒なんだよ。急に立ち止まりたくなるし」

「なんでそんな意地悪するのです!?　ぶつかっちゃって危ないのです！」

「まぁそれは冗じよう談だんとしても、うっかり罠にかかっちまったとき、二人して動けなくなる可能性があるだろ？　密集しすぎず、離はなれすぎずが基本なんだよ」

「そ……それは……、え？　デビドルくん、なんて？」

　突とつ然ぜん、ミレーナがデビドルと目を合わせた。

　我が子のように両手で抱え、うんうんと小さく頷いている。

「でも……危ないのです。そんなこと……時と場合？　けど、お師匠様も……ああ……」

「……おまえさー。ときどきそれやってるけど、ほんとにデビドルとしゃべってんの？　小こ芝しば居い入ってねえ？」

「は、入ってないのです！　兄様、こらーっ！」

　こらーと言われても。

　見守るルーイの前で、ミレーナはぽんとデビドルを投げ上げた。

　空中で一回転したぬいぐるみが、すちゃっ、と木の床ゆか面めんに降り立つ。二本の足で飛び跳はね、長い腕うでを伸のばして──ぺしっ、とルーイの尻しりを叩いた。

「あんだよ。よけいなこと言うなってか？」

「ミレーナにもっとやさしくしろ、ココアを大量に飲ませろ、たまには頭をなでろ。って言ってるのです！」

「それはウソだろ……」

「な、なんでわかったのです……？」

「とりあえず、そこの角まで行ってみてくれよ。距きよ離りがあると、力の流れを読みづらいからな」

　頷うなずいたデビドルが、とことこと道を進む。

　やはりというべきか、いささか動きが重たげである。ミレーナがかばったとはいえ、少し水をかぶっていたのだろう、ぬいぐるみの布地が重たくなっている。

　そう連続で、水の罠が仕掛けられていることもないとは思うが──

　いや、とルーイはもうひとつ思い当たった。

「デビドル、腕伸ばせ。叩いて確かく認にんしたほうがいい」

「デビドルくん、ファイトなのです！　気をつけるのです！　かつファイトなのです！」

「落とし穴を──」

　ルーイの言葉が終わらないうちに。

　がこん、とわかりやすい音とともに、地面に大きな穴が開いた。

　なすすべもなく落下し、姿を消したデビドルに、ミレーナの応援の声が途と絶だえて──

　訪れた沈黙の中、落とし穴がゆっくりと閉じていく。

　両目を見開いて固まっているミレーナに、ルーイはなんと声をかけるべきか迷った。

「だ……大だい丈じよう夫ぶだ。死んじゃいない」

　反応がないので、もうひとこと付け足す。

「もともと生きてないし」

「でっ……デビドルくううううん！」

　泣きながら、ミレーナは駆かけだした。

　デビドルを吞のみこんだあたりの床にへたりこみ、ぺちぺちと該がい当とうポイントを叩く。

「デビドルくん！　デビドルくん！　な……なんてことー！」

「いろんな罠があるなぁ……」

「なにを感心してるのです兄あに様さま!?　デビドルくんがいないと、わたし、わたし──」

　涙の主張を遮さえぎるように、地面に再び穴が開いた。

　げ、と今度こそ顔色を変えるルーイの前から、ミレーナの姿が消える──背中にしょった、大きな荷物ごと。

「し……しまった。そうか……！」

　迷宮神術で造られたダンジョンにおいて、罠は接せつ着ちやく剤ざいのような役割を果たす。自分で言っていたことではないか。

　この迷宮の罠わなは消えない。術が解除されない限り、何度でも発動するのだ。

「くそっ。しょうがない！」

　あとを追うべく、落とし穴の罠を踏みつけようとして、つと思いとどまる。

　同じ罠にかかったからといって、ミレーナと同じ場所に運ばれるとは限らない。行き先が分かれている可能性もある。

　なにより、自分が持っている荷は水だ。落とし穴はよくないだろう。

「つーか、し、食しよく糧りようぜんぶ持ってかれたっ……！　なんてこった！」

　罠を避さけ、地面にぴたりと耳をつける。

　しばし集中するが──何も聞こえない。ミレーナのことだ、はわはわと大混乱中なのは想像に難かたくないが、声が木を伝ってこないのはよろしくなかった。

　よほど離れてしまったか、迷宮の造りの問題なのか。

　ともかく、下へ下へとおりねばならなくなった。

「師匠ぜにげばは後回しだ。待ってろミレーナぁ！」

　覚かく悟ごを決めて走り出す。結局、慌あわてていたということだろう。

　ミレーナたちを吞みこんだ罠の真横。

　己おのが足あし下もとにぱかりと口を開けた、二個めの落とし穴を見下ろして、

「だからダンジョンって嫌きらいだ」

　感想だけをひとこと残し、ルーイはなすすべもなく落ちていった。
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　時は戻って、やはり迷宮の一角。

　このダンジョンを造りあげた『主ぬし』たる女性の前で、ルーイはため息をついた。

「一人で山奥さまよってたりした、修行時代を思い出しましたよ。でも正直、こっちのがつらかったですね。水の革かわ袋ぶくろが運よく破れなかったんで余よ裕ゆうとか思ってたんですけど、見える景色がまっっったく変わらないのと時間がわからないのってキツいんですねー。一回寝ねたんで、歩いてたのはたぶん一日くらいですけど、えらい体力消しよう耗もうしましたよ」

「え、えぇー。わたしそんな経験で思い出すほど、つらい修行させちゃったっけ……？」

「パユ師匠はむしろ修行らしい修行もなかったでしょ。なかったっていうか、できなかったっていうか。ずっと勉強見てくれて、ありがたかったですけど」

　あは、と正面に腰こしを下ろした女性──パユメールが、のんきな笑え顔がおを見せた。低い位置で簡単にまとめた濃こい桃もも色いろのポニーテールが、小首を傾げる動きに揺ゆれる。

　妙みよう齢れい、というには童顔すぎる。若い、というには野や暮ぼったすぎる。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな印象は、身に着けたものの質素さも関係しているだろうか。なめし革がわを使った白いアーマーに、地味なキュロットスカート。ブーツだけは妙に頑がん丈じようそうで、腰のポーチからはどうしてか大きな乾けん薄ぱく紙しノートがはみ出ていた。

　このまま芸術おしやれの都にほっぽり出したなら、浮うき上がること間ま違ちがいなしである。

　もっとも、彼女はその街の住民であるはずだが。

「ルーイくん、とってもよくできる弟で子しだったもんね！　修行は必要なかったよ」

「いやいやいや……そこは違ちがうでしょ、師し匠しよう」

「え？」

「一回の神術で、ほんの一メートル程度も地図を作れなかったやつは、ダメ弟子でいいんですよ」

「そんな、それはだってほら、しかたのない原因じゃない。ルーイくん、理論と実じつ践せんは完かん璧ぺきだったんだもの！　すごく優ゆう秀しゆうだよ」

「や、ま、俺が自分でそう信じてるぶんにはいいんですけど、師匠たちにはあくまで結果で判断してほしいっつーか、ってなんで俺がこんなことまでしゃべってんですか!?　やめてくださいよ恥はずかしい！」

　再び笑うパユメールに、それに、とルーイは唇くちびるをひん曲げる。

「修しゆ行ぎようできなかったのは、方向音おん痴ちの誰だれかさんのせいでもあるでしょ」

「方向音痴。あ、わたしのことだ！」

「地図作れても意味ないわ、自分で造ったダンジョンで迷うわ、外への道をつなげようとしてより迷めい宮きゆうを深くしていくわ」

「ねー。何回か、すっごいの造っちゃったよね。あははは」

「師匠は地形師マツパーなんスよ!?　【地記の神術士】でしょうに！　ダンジョン造りが仕事じゃないでしょ、まさか今も迷ってたんじゃないでしょうね!?」

「いや、そのー、えへへ。面めん目ぼくありません」

　マジかよ、とうめくルーイである──が、予想していたことでもあった。

　彼女、パユメール・キーニックスは、ダンジョンを造る術の師匠ではない。

　その逆で、ダンジョンを攻こう略りやくするための術。地図作製の神術をマスター級に扱あつかえる、世界でただ一人の神術士なのである。

　しかしその事実は、世間的にいうならば、ほとんど知られてはいない。

　どちらかといえば、この巨きよ大だいな霊れい木ぼく、ヴィテ・ユグドラシルを管理する一族の現げん役えき管理者であること。そちらのほうで名が知れている。

「まさか【紅ぐ蓮れんの魔ま法ほう使つかい】に襲おそわれるなんて、思ってもいなかったから。めちゃめちゃびっくりして、とっさにユグドラシルにダンジ穴ョン開けちゃったんだけど……そ、外の人たち、怒おこってなかった？」

「怒ってはいなかったと思いますけど、一大イベントにはなってましたよ。あ、警備してた隊長さんから、『くれぐれも死なないようお気をつけて』だそうです」

「あー、うん。やっぱりそっかぁ。心配かけちゃって、申し訳ないよぉ……」

「そんなよそさまのことより、目先のこと考えましょうよ。とりあえず、俺の連れと合流したいんで、地図見せてもらえませんか？」

「あ、ミレーナちゃんだよね？　一回会ったことある。さっきからはわわはわわ聞こえてたから、もう対応はしてあるよ」

「ほう。対応。……方向音痴が？」

　半眼で問うルーイに、パユメールはなぜかえへんと胸を張った。

「わたしじゃないのですー。最近とっても仲がいい子に行ってもらったから、ちゃんと連れてきてくれるよ！」

「へー。新しい弟子ですか？」

「そういうわけじゃないんだけど」

「えっ？　違うんですか」

「んーとね、わたしは──」

　兄様ぁーっ！　という叫さけびに振ふり返る。

　ダンジョンの奥から、小こ柄がらな少女がてけてけと駆けてきた。

　白い杖つえを右手に。ぺちゃんこのリュックと、それにくくりつけた泥どろだらけのぬいぐるみを左手に。

　すべてを途と中ちゆうでぽいと放ほうりだし、大きな胸を縦じゆう横おう無む尽じんに揺らしまくりながら、ルーイに飛びついてくる。

「兄様ぁ！　兄様うわああん、兄様うわあああああん！」

「昨日ぶりだな、ミレーナ！　無事か？　ケガとかしてないか？」

「ケガはしてないのです！　無事かと言われるとしこたま疑問ですけど、元気は元気なのです！」

「お、おう？　なにかあったのか、ってなかったわけないわな……」

　はわうわうわう、と涙なみだに暮れるミレーナは、わかりやすくぼろぼろである。

　ひらひらのデザインローブはこねくり回されたかのように乱れ、あちこちよれて伸びきっている。やわらかな栗くり毛げはほつれて絡からまり、枝の切れ端はしやら葉っぱやらがくっついていた。まるで暴風の中を歩いてきたかのようだ。

　触しよく手しゆがー触手がー、と嘆なげくミレーナの細い肩かたをぽんぽん叩たたきつつ、ルーイはパユメールを見やる。

「そういや、迷宮神術にしても罠わなが多かったですけど。対セリス師匠だからですか？」

「そういうわけでもないんだけど。相変わらずミレーナちゃん、おっぱいおっきいね」

「じゃあ、どういう……、？」

　なんとなく、ルーイは振り返った。視線を感じたような気がして。

　女の子が一人、こちらを見ている。

　セリスが現れ、ミレーナも現れたカーブから、身体からだ半分だけ──不気味なほどきっちり半身だけを覗のぞかせ、微び動どうだにせず立っている。

　じっとルーイを見つめているその目も、まぶた半分だけ引き下ろした半眼である。

「なっ……？」

「あ、ターシャちゃん！」

　パユメールの声に、女の子が横っ飛びで姿を現した。

　えらく俊しゆん敏びんな動作に、金きん髪ぱつの頭にくっついた、三角形の耳──ネコ耳が揺れる。

　ふわりとなびく薄うす衣ぎぬの向こうで、細く長いしっぽが鋭するどく、かつやわらかくくねった。

「お、おお……!?　猫獣人ケツトシーか!?」

　ルーイの声に、パユメールが頷うなずく。にこにこと、妙みようにうれしそうだ。

　対照的に無表情なネコ耳少女、ターシャはじりじりと歩を進めた。

　視線はルーイから動かない。表情にも、警けい戒かいの色がありありとうかがえる。

（まさしくケットシーだな……この、なんにもしてない相手おれに対する決定的な不信の目。なんかほんとに悪いことしちゃってんじゃないかと思わせるほどの慎しん重ちようさ。猫ねこ師し匠しようと同レベル……に、苦手だ……）

　見たところ、ターシャはかなり幼い。体格的には、小柄なミレーナよりさらに小さい。それでもはっきり、ケットシーとしての特色を感じさせる。

　どうしてか、誰だれもしゃべらなくなっていた。

　そろりそろりと横移動するターシャの挙動に、皆みな注目している。

　ルーイを中心とした大きな弧こを描えがき、一定以上の距きよ離りをかたくななまでに保つ彼女の行く先は──

「解罠リアクト」

　はじめて声を出したターシャの指先に、淡あわい緑の光が灯ともる。

　同時に、セリスを吞のみこんだあたりの地面が光り、罠神術が解除された。

　やはりルーイからは視線を外さないまま、ターシャがテーブルの上のパンをつかむ。

「あ……」

　思わずこぼしたルーイの声に反応したのだろう。

　いきなり加速したターシャが、しゅたしゅたっ、と壁かべを蹴けって跳とんだ。

　目にもとまらぬ身のこなしで、再びカーブの向こうに身を隠かくし──たかと思うとまた半身を覗かせ、じっと人間たちを警戒している。

　その小さな口にパンをくわえて、もぐもぐと豪ごう快かいに咀そ嚼しやくしながら。

「おなか減ってたのねー、ターシャちゃん。たくさんお食べ、うんうん」

「し……師匠、愛めでてないで、俺との関係説明してくださいよ!?　怪あやしいやつじゃないって言ってもらわないと、警戒されっぱなしじゃないですか！」

「あ、そっか。ターシャちゃーん、大だい丈じよう夫ぶだよ！　この子はね、わたしの弟子のルーイくん！　ターシャちゃんに連れてきてもらった子は、ミレーナちゃん！　二人とも危ない人じゃないから、心配いらないよー。出ておいでー」

　危ない人、という言いかたもいかがなものかとは思ったが。

　空気を読んでにっこり笑ってみるルーイを、ターシャがじろりとにらんだ。

　なにやら、警戒が強まったような気がする。ほんのり敵意すら感じるような。

「ルーイ……」

「は……初めまして」

　もっしゅもっしゅとパンを食べつつ、知ってる、とターシャが呟つぶやいた。

「百の師匠を持つ男……高難易度の法術をもろもろ使いこなす。封精心症シールドハート患かん者じやとして十年以上を生きている、希け有うな存在にして……」

「お、く、詳くわしいね。ちょっと照れるな──」

「セリス・フォレストランナーの弟子。めっちゃ危ない人間」

　おのれまた守しゆ銭せん奴どのせいで。

　警戒のあまり、しっぽでぺしんぺしんと床ゆかを打っているターシャに、ミレーナが一歩二歩と近づく。

「あ、あの……助けてくれて、ありがとうです！　わたし、ミレーナです」

「……ミレーナ。……知らん名前」

「そ、そーですか。兄あに様さまほど有名じゃないので……それでその、あの、兄様はぜんぜん危ない人とかじゃないのです！　お師匠様の弟子っていう意味でもそうだし、世間様一いつ般ぱん的な危ないって意味でも、兄様は違うのです！」

　微び妙みように言葉のあやしい説明を、果たしてどう受け止めたのか。

　ネコ耳を小刻みに動かして、ターシャはしばし黙もつ考こうし──はたと、顔色を変えた。

「……おししょうさまの……弟子……」

「あ、はい！　わたしも、セリスお師匠様の弟子なのです！」

「シャーッ！」

「はわーっ!?」

　毛を逆立てて威い嚇かくしたターシャに、ミレーナがぺたんと尻しりもちをつく。

　パユメールが、申し訳なさそうに頰ほおをかいた。

「いやー、完全に拒きよ否ひ反応出てるっていうか……セリスさんの襲しゆう撃げきが、よっぽど怖こわかったみたいで。ずっとこんな感じなのよね」

「び、びっくりしたのです……でもでも、ほ、本当に兄様は」

　いいんだ、とルーイはミレーナの肩に手を置く。

「トラウマに近いもんが関かかわってるんだろ。無理に触ふれないほうがいい……」

「あ、兄様。自分の評判のことなのに、おとななのです……！」

「ふ。おまえもいずれそうなるさ。セリス師し匠しようの弟で子しやってる限りはな……」

「哀かなしい現実なのです！」

　涙ぐむミレーナの向こうで、ターシャが最後のパンを飲みこんだ。

　直後、再び顔色を変える。今度はえらく切せつ羽ぱ詰つまった表情で、てけてけとパユメールに駆かけ寄った。

　はいはい、と察したパユメールが水すい筒とうを差し出す。

「怒おこりながら食べるからよ、もう」

　無言のまま、ルーイは驚おどろいた。

　ケットシーが、パユメールには気をゆるしているのか。

「つーか……俺も腹減った、さすがに。ミレーナ、なんか食い物出してくれよ」

「な、ないのです」

「へっ？」

「触手に捕つかまるたびに、食しよく糧りようをおとりにして逃にげ出してたので、ぜんぶなくなってしまったのです……」

　またも驚きである。触手からそんな方法で逃げ出せることにも、食糧が尽つきるほど何度も捕まったミレーナにも。

　一度外に出るべきなのです、というミレーナの主張に、

「それは難しいよ」

　言葉通りの難しい顔で、パユメールが答えた。

「わたしも、なんとか外に出ようとはしてるんだけどね。もう二日くらいも」

「そりゃー、パユ師匠は無理でしょ。方向音おん痴ちなんだし」

「むかっ。そーじゃないです、そーゆー理由じゃないですー！　むりやり出るくらいなら簡単だもん、わざとそうしないだけだもん！」

「なんでそうしないんですか──」

「それにそれに、いつまでも方向音痴じゃないんだからね！　わたしだってずっと、お絵えかき迷めい路ろとか解いてダンジョンに強くなったんだから！」

　それ子供の塗ぬり絵とかのやつですよね？

　そう思いつつもツッコめないルーイの前で、パユメールは折りたたんであった紙を広げた。

　ごちゃごちゃと、細かく描きこまれた迷路の地図。

　まさしく今、自分たちがいるユグドラシルダンジョンのものだろう。

「今ここにいて、このこれがテーブルでしょ!?　出口があっちだから、とりあえずこっちの方向に進めばいいのよ！」

「ちょ、待ってください師匠！　それ完全に迷う人のやりかた──」

　自信たっぷりに歩き出すパユメールを、ルーイが追いかけるより早く。

　やたらと高さのある迷めい宮きゆうの天てん井じように、光の亀き裂れつが走るのが見えた。

（あ。……パユ師匠が、なんか踏ふんだんだろうな）

　頭の片かた隅すみで、そう考える。迷宮神術に併へい用ようされる罠神術は、施せ術じゆつ者に対しても有効だ。

　今も実際、ぱかりと割れた天井から、大量の触手が降ってきている。

　言わんこっちゃない。自分の仕し掛かけた罠くらいよけろ。というかミレーナの言葉を鑑かんがみるに、どれほど大量の触手罠があるのか──

　もろもろ文句を言う前に、ルーイは右手を掲かかげていた。

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ！」

　特にためらいはない。たぶんちょうどいいだろう。

　かの師が撃うてば、強力すぎて迷宮まで破は壊かいしてしまいかねない魔ま法ほうでも。

　法術力の貧ひん弱じやくな自分が扱あつかえば、うまく触手にだけダメージが及およぶ──

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　突つきだした指先に集束した光が、威い力りよくをもって解き放たれる。

　それは触手を薙なぎ払はらい、

　天井を穿うがち抜ぬき、

　続けざまに大だい爆ばく発はつを起こした。

　爆ばく風ふうにあおられ、ルーイはよろめいた。同じく、ミレーナがころりんと転がる。パユメールが尻もちをつき、飛ぶように逃げ出したターシャが壁に身を隠した。

「……な……」

　啞あ然ぜんとうめくルーイを、天井に開いた大穴が見下ろす。

　この、硬かたく無骨なユグドラシルの木を、魔法一発で撃ち抜いた。

　誰だれが？　自分が？

　封精心症シールドハートを患わずらっている、この手で行ったことなのか。

「なんだ、これ……」

　立ち尽くすルーイを、ターシャが依い然ぜんとして鋭い目つきでにらみつけていた。
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　どこまでいっても通路しかない迷宮。

　狭せまい中でも際きわだって狭く、かわりに前後の見通しが比ひ較かく的てきいい場所へと、ルーイたちは移った。広いところには罠わなが多いし、見通しが悪いところではセリスに気づけない。

「ヴィテの聖せい布ふ？」

　熱々のミルク粥がゆをすすりつつ、ルーイは聞き返した。

　パユメールが頷うなずいて、小さな鍋なべをかき混ぜる。

「ルーイくんのことだもん、聞いたことくらいはあるでしょ？」

「まぁ、まさしく聞いたことくらいは、ですけど。大昔に一度降臨した主神ユグドラシルの、白い着衣の切れ端ヴイテだとかいう……ユグドラシルはすぐ神界に帰っちゃったけど、残されたその布切れだけで、ずいぶんたくさん救われたって説話ですよね？」

　説話と書いてまゆつばと読む類たぐいの、とはこの師匠の前では言えないが。

　主神ユグドラシルは、神界の表側に住むといわれる【秩ちつ序じよの称しよう号ごうの神】である。

　魔ま王おうたちとの争いに心を痛め、世界を平和にするべく頭を悩なやませているという。国の名所たりえる霊れい木ぼくに、その名を宿らせる程度には崇あがめる人間も存在する、名の知れた神だ。

　パユメールは、代々ヴィテ・ユグドラシルを世話してきた血筋。

　当然、秩序の信しん奉ぽう者であり、誰よりもユグドラシルを信じている。

「ルーイくん。こんなただでかいだけの木と、ユグドラシルには何の関係もないのに、人間が勝手に名前つけてその気になってるなんてバッカみてー、とか思ってるでしょ」

「うっ……お、思ってないですひょ？」

「声裏返ってるよ。ていうか、わたしのところで勉強してたとき、ぽろっと何度か言ってたしね。変わってないなぁ」

「うぐぐ。だ、だってそりゃ、パユ師匠のとこは比較的最近でしたし……人はそんな簡単には変われないっつーか……」

「ま、確かにね。いくらユグドラシルが樹木の神でもあるからって、この木をどうこうしたわけじゃないし。ルーイくんと同じこと思ってる人も多いよ。二百年前の降こう臨りんも、遠く離はなれた北部でのことだから……ていうか、こんなこと話してもまどろっこしいだけか」

　あは、と笑ったパユメールが、傍かたわらのターシャの髪かみをなでる。

　床ゆかにぺたりと女の子座りして、ネコ耳の少女は一心にミルク粥を食べていた。

　案の定の猫ねこ舌じたなのだろう、スプーンですくったお粥をふーふー吹ふいて冷ましている。

　傍らで見つめるミレーナの両目が、世にもうっとりととろけていた。

「げ……げきかわなのです～……！」

「おまえ……あんだけやられて、まだ愛めでたいか……」

「はわ～ぁ……！」

　ルーイのツッコみは聞こえていないらしい。おそらく、包帯の巻かれた両手の傷の痛みすら、まるで意に介かいしていないのだろう。

　ネコ耳が辛しん抱ぼうたまらないらしく、何度も何度もなでようとしては威い嚇かくされ、引っかかれ、蹴けり飛ばされまでしたというのに。

（気持ちは、ま……わかるけど）

　ケットシーの珍めずらしさ以前に、純じゆん粋すいにターシャはかわいらしい。

　ネコ耳としっぽが人間の庇ひ護ご欲よくをそそるのはもとより、まったく媚こびのない愛あい想そゼロの態度が、不思議な感情を誘ゆう発はつする。一度たりとも笑え顔がおを見せないくせに、ひらひらふわふわの女の子らしい薄うす衣ぎぬを着ているギャップがいい。

　この子の笑顔は、どんななのだろうか。

「それ」

　ルーイの視線を促うながすように、パユメールがターシャを指さした。

　いや、違ちがう。ターシャが身にまとう、薄衣を示しているのか。

「それが、ヴィテの聖布」

「……え。……っはあ!?」

　ルーイの大声にも、パユメールは笑顔だ。リアクションとしてはどうかと思うが──しかし、ウソや冗じよう談だんを言っている顔ではない。

　思わず大きく身を乗り出して、ルーイはターシャの服を見つめた。

　かなり目の粗あらいシースルー。下に着ているズボンとシャツが丸見えだ。ドミＳユエールリフーあたりが好んで選ぶ寝ね間ま着きに多そうなすけすけ具合である。そういえば先ほど、ターシャは十歳だと聞いた。なるほど少女には違いないが、人間に比べればかなりの発育ぶりで──

「シャーッ！」

　思いきり頰ほおを引っかかれ、ルーイは瞠どう目もくののち、パユメールを振ふり向いた。

「なにが……どういうわけなんです？」

「セリスさんが狙ねらってるのは、そのヴィテの聖布。わたしが作ったことを、どこで聞きつけてきたのかはわからないけど」

「なるほど──って、はい!?　パユ師匠が、って……これ、だってこれ、アレでしょ!?　聖魔天アーテイ遺物フアクトでしょ!?」

「うん。間ま違ちがいなく聖魔天アーテイ遺物フアクトだし、間違いなくわたしが作ったし……間違いなく、ヴィテの聖布と呼ばれるものだよ」

　理り屈くつはともかく、ルーイは納なつ得とくした。

　失礼な話ではあるが、正直ずっと疑問だったのだ。

（つつましさのかたまりみたいな生きかたしてるパユ師匠の、いったい何をセリス師匠は狙ってんのかと……！　聖魔天アーテイ遺物フアクト、それもヴィテの聖布なら、わかりすぎるぐらいわかる。剣けんやら何やらの形してたら捌さばきづらいけど、この手の美術的価値も高い代しろ物ものなら、絶対にどっかのコレクターや貴族が大金積んで欲しがる！）

　セリスの高笑いが聞こえる気がした。仮に彼女がヴィテの聖布を手に入れたとして、自ら着るという選せん択たく肢しはないのだろう。

　あの存在自体がド派手な人間が、こんな可か憐れんなひらひらを身に着けるなどと。

「似合わないとは……ま、言わないけど」

「ん？　なんて、ルーイくん？」

「い、いえいえなんにも！　ていうかあの、まだまだぜんぜんわからないことだらけなんですけど。師し匠しようは、なんで……どうやって、ヴィテの聖布を作ったんですか」

「んー……どうやって、のほうだけ答えたらいいかな。これね、この霊木きから紡つむいだの」

「この……木？　ヴィテ・ユグドラシルから!?」

「うん。木の繊せん維いを、神術で削けずり出してね。少しずつ少しずつ作っていったの。無事に完成したときは、ほんとほっとしたよ～」

「い、いやあの、パユ師匠……わかってます？　それが本当なら、師匠が初めてかもしれないんですよ、聖魔天アーテイ遺物フアクトを作った人間！　どえらいことですよ!?」

「う、うん、わかってるよ！　だからセリスさんも狙ってきたんだもんね」

　いまいち頼たよりない。本当に事の重大さがわかっているのだろうか。

　聖魔天アーテイ遺物フアクトは、かつて神々と魔王が人間界で戦った名残なごりとされている。

　種類こそ多た岐きにわたるものの、絶対数が限られている。パユメールがしたことは、その常識を根底から覆くつがえしてしまう。

（……待てよ。この、木……から？）

　ルーイは、己おのが両手を見下ろした。

　いかな霊木とはいえ、巨きよ大だいとはいえ、普ふ通つうは木から聖魔天アーテイ遺物フアクトなどできない。

　すなわちそれは、このヴィテ・ユグドラシルが本当に普通の木ではないことを証明している。神を信しん仰こうする者たちが、勝手な満足で名付けたばかりではないというのか。

　主神ユグドラシルの力を、本当に受け継ついでいる。

　だとすれば──引っかかることがあった。

（ダンジョンに入ってから、使った法術……セリス師匠の魔法を防いだときも、パユ師匠を触しよく手しゆから守ったときも。違い和わ感かんが、あった……あれは、まさか）

　セリスが手加減しているのではと思うほど、楽に魔法を防げた。

　触手どころか天井を貫つらぬいてしまうほど、高い威力を出せた。

　特に後者は、火事場の馬ば鹿か力ぢからではありえない。法術力的に、不可能に近いはずだ。

　この、普通ではない木の中に造られたダンジョンで、それが可能となった。

「パユメール師匠……」

　師の名を呼びつつ、ルーイはターシャに目を向ける。

　ミルク粥の二杯はいめがほしいのか、しっぽを揺ゆらしてパユメールを見ている少女。

　ルーイの想像が当たっているとしたなら、

「ターシャは……なにか、病気なんですか？」

　威い力りよくを増したルーイの法術。聖魔天アーテイ遺物フアクトの材料になる霊木。

　そして、まるで自分の物としているがごとく、聖魔天アーテイ遺物フアクトを着込んだままのターシャ。

　ルーイの導き出した答えに、パユメールが頷く。

「融眼遊症ブレイクスコープ。精神症の、一種よ」

　その口元から、一いつ瞬しゆん微笑ほほえみが消えていた。

　すぐに笑顔を復活させ、パユメールはターシャの器うつわに粥をよそう。

　ぶれいく？　と首を傾かしげるミレーナに、ルーイは小声で答えた。

「視界に関かかわる病気だ。目が勝手に、違う世界のことを見てしまう……」

「ち、違う世界……？」

「ああ。神界だったり、魔ま界かいだったり……幽ゆう冥めい界かいを見ちまう人もいるらしい。そのままほっとくと、異世界に呼ばれた精神が体から脱け出て、そのまま戻もどってこない」

「ターシャちゃんが、そうなのですか!?　兄様と同じ、精神症……！」

　ミレーナが驚おどろくのも無理はない。ルーイとて彼女と同様である。

　ターシャが病気であることが、言われるまでまったくわからなかったのだ。

「ほとんど症しよう状じようが出てないくらい、融眼遊症ブレイクスコープが抑おさえられてる……！」

　融眼遊症ブレイクスコープ患かん者じやの特とく徴ちようは、何をしていようが、どんなタイミングだろうが、突とつ然ぜん明後日あさつての方向を見つめて黙だまりこんでしまうこと。

　さらには笑ったり、泣き出したり。症状が重ければ重いほど、情じよう緒ちよ不安定な行動を繰くり返す。数ある精神症の中でも、比ひ較かく的てき見てわかりやすい症状なのである。

　しかしターシャに、そんな様子は見受けられなかった。

「この木には……ヴィテ・ユグドラシルには、精神症を抑える力があるのか!!」

「ほんの少しだけね。普通は、患者自身にも違いを感じ取れない程度よ」

　パユメールの言葉に、でも、とルーイは首を振る。

　はっきりと自覚があった。攻こう撃げきも防ぼう御ぎよも、圧あつ倒とう的に違ったのだ。

（いや……だから聖布を作ったってことか！　パユ師匠の言うことも、本当なんだ）

　霊木が持つ特性を凝ぎよう縮しゆくし、幾いく重えにも倍加させる。

　神魔の力を宿したアイテム、聖魔天アーテイ遺物フアクトを作れれば、ターシャを守れると考えて。

「つまり……」

　ルーイは、右手で口元を押さえた。

　いけない──笑ってはいけない。

　ターシャの境きよう遇ぐう、パユメールの苦心。それを考えれば、笑うことなど。

「つまり……！」

　テンションを爆ばく上あげすることなど。

　できようはずもない。

「つまりッ！　ヴィテの聖布があれば！」

「兄あに様さま!?」

「おおお俺の封精心症シールドハートも治るってことだぅははははは！　うわは、うわははははーっ！」

　大きな目をまんまるにしているミレーナの肩かたをつかみ、存分に揺さぶる。

　封精心症シールドハートが治る。いや、この場にいる限り、すでに治りかけている。

　満面の笑みという形でハイテンションをさらけ出し、ルーイは立ち上がった。まったく意味もなくあたりをぐるぐる歩き回りつつ、パユメールに訴うつたえる。

「そういうことですよね!?　俺の病気も治るんですよね!?　ねえパユ師匠！」

「あ、う、うん。ルーイくんみたいに、とっても緻ち密みつに法術力を扱あつかえる子は、効果も大きいと思うよ……」

「なるほど！　そうか、それでか。なんてこった、どうして今まで目をつけなかったんだろ!?　パユ師匠はやっぱり天才だ！　で、量産計画は!?」

「え？」

「ヴィテの聖布を複数作る計画は!?」

　パユメールの視線が泳いだようにも見えたが、勢いづいているルーイは気にも留めなかった。

「えーっと……ヴィテの聖布は、ヴィテ・ユグドラシルの力と繊維でできてるの。だからその、あんまり続けて作ると……」

「木のほうによくない影えい響きようが出るかもしれない!?」

「そ、そうそう、それそれ。さすがルーイくん」

「それは……なるほど困る。やっと見つけた希望なんだ……！」

　つと、ルーイは立ち止まった。

　いまだマイペースに食事中の少女──ターシャの前にしゃがみこむ。兄様？　とミレーナが不安げな疑問文をこぼした。

「ターシャ。実はな？　俺も病気なんだ。ターシャと同じ精神症」

「あの、あ、兄様、落ち着いてくださいです」

「ターシャの着てるそれ、すごいな？　お願いなんだけど、ちょっとだけ、すぐ返すから、ちょっとだけそれ貸してくれないかな」

「兄様ぁ！　兄様ぁーっ！」

「なんだようるさいな」

　意に介かいす様子のないルーイに、ミレーナの表情が魔ま王おうでも見たかのようにゆがむ。

「ちゃんと想像してくださいです！　ターシャちゃんの格好よく見て！　こんなひらひらのふわふわ、兄様が着たら大陸中の国で指名手配なのです！」

「封精心症シールドハートが治るんだぞ!?　指名手配くらいなんだ！　セリス師匠なんて十三国から賞金かけられてるだろ！」

「比ひ較かく対象が世界一おかしいのです!?　てゆーか兄様の場合、猥わい褻せつ物なんとか罪みたいな感じになっちゃうのです！」

「ぐ、そ、それはちょっと心にくるけど……！　それでも一度！　味わってみたい！　頼たのむターシャちゃんお願いだ、それを俺に貸してくれ！」

　決死の懇こん願がんに、ターシャが顔を上げ、

「やだ」

　断り、

「このヘンタイ」

　心を折る。

　顔面蒼そう白はくで凍こおりつくルーイをよそに、ターシャはちゃかちゃかと粥かゆを食べ終えた。

　むふー、と息をつき、ぺろぺろと唇くちびるをなめ回している。表情はまったく変わらないままだが、そこはかとない満足がうかがえた。

　機き嫌げんはよさそうに見えるのに。

　気を取り直し、ルーイは笑え顔がおを作った。懐ふところから小さな布ぬの袋ぶくろを取り出す。

「た……ターシャちゃん、アメ、好きかな？　よかったら──」

　風を切り裂さく音とともに、ルーイの手から布袋が消えた。

　アメ玉という獲物を瞬時に獲得したターシャが、ギンと尖とがった目つきで布袋をにらむ。

　怒おこっているわけではないのだろう。これが彼女の興奮状態なのだ。

　よし、とルーイは胸中でガッツポーズする。獣じゆう人じんとはいえ、しょせんは子供。

「アメ好きだった？　よかった。ところで俺も、ターシャちゃんの着てる服が大好きなんだー。ちょっとだけ貸して？」

「やだ」

「そ、そんなこと言わずに。すぐ返すから！　ほんのちょっとだけ！」

「ヘンタイ」

「ヘンタイじゃねえッ！　い、いやその、違ちがうよー。お兄さんはヘンタイなんかじゃないんだよー。ほら、あー、ヘンタイはアメとかくれないだろ？」

「おまえはバカか」

　おまえ。

　神経を撃うち抜ぬく物言いに啞あ然ぜんとするルーイを、ターシャの青い猫ねこ目めが捉とらえる。

「ヘンタイこそアメをくれる。場合によってはお金もくれる。知識のない幼児を釣つると同時に、代価を払はらったと己おのれのちっぽけな良心に言い訳してひどいことをする。ターはそんな手にのらない。くたばれヘンタイ人間」

「いきなり毒どく舌ぜつな上にめちゃめちゃしゃべりやがるなおい!?　何なんだよ！　ていうかなんでだよ!?　俺のなにがそんなに気に入らないんだ!?」

「幼女の服大好きちょうだい、なんて半笑いで言うやつがヘンタイでなくて、何」

「ぐっ……!?」

「ヘンタイ」

「や、やめ……」

「ヘンタイ」

　違うのです！　とミレーナが話に割って入ってくれた。

「兄様は、あの、兄様は違うのです！　ヘンタイさんじゃないのです！」

「ミ、ミレーナ……！」

「さっきのは、あの、わたしが聞いててもどうかなって感じではあったですけど、ちょっと興奮しちゃってるだけなのです！　それに、た、たとえヘンタイさんだったとしても、兄様は、兄様はだいじょぶなのです！」

　微び妙みように意味が通らない。しかし、ルーイは涙なみだの出る心地ここちであった。

　こういうとき、ミレーナはいつも助けに入ってくれる。

　ときに墓ぼ穴けつを掘ほることもあるが、一いつ所しよ懸けん命めいにかばってくれるのだ。

　じ、とミレーナを見つめたターシャが、ルーイを振ふり向く。

「ロリコン」

　果たして今日も、見事に（ルーイの）墓穴を掘ってくれた。

　がくりとくずおれつつも、違うんだ、とルーイは訴え続ける。

「俺はっ……俺は、そんなんじゃ。な、長年、死ぬような目に遭あわされて……！　希望の光に、ちょっと目がくらんでるだけなんだ。だから、一度だけ……！」

「る、ルーイくん、ロリコンさんだったの……？」

「なんでパユ師匠あんたがそっち方向のショック受けてんですか!?　だったのってなんだよ、違うの知ってるでしょうが！」

「そういえば、ルーイくんがうちで勉強してたとき、わたしのぱんつが盗ぬすまれたことってなかったっけ。あれはわたしの弾はじける若さが、ルーイくんの性せい癖へきを刺し激げきしてしまってたのね!?　ごめんなさいルーイくん、気がつけなくて……」

「あれは犯人捕つかまったでしょうが！　しかも俺が捕まえたでしょうが！　どさくさに紛まぎれて何ポジティブシンキンしてんだ、あんた今年で（ピー）歳だろ！」

「きっ、きゃああああああ!?　言ってはならないことを言ってしまったわね！　叩たたいてやるっ、叩いてやるっ」

　ぽかぽか殴なぐってくるパユメールとの会話を聞いて、態度が変わればと思ったのだが。

　期待の視線を流すルーイを、ターシャは見てすらいなかった。

　彼女はじっと、ミレーナの傍かたわらを──背負い袋ぶくろにもたせかけられているぬいデビぐるみドルを、目を皿のようにして見つめている。

「あ……え、えと。これ、あの、デビドルくんなのです」

　視線に気づいて、ミレーナがデビドルを抱だき上げた。

「とってもかわいいのです！　抱っこしてみますか？」

「……する」

「はい、どーぞです！　うふふ、かわいいターシャちゃんがかわいいデビドルくんを抱っこしたら、それは超ちようかわいいのです。うふふふふ」

　なにやら企たくらむミレーナをよそに、ターシャはデビドルをためつすがめつした。

　ふんふんとにおいをかぎ、もふもふ具合を確かめ、小さな胸にぎゅっと抱きしめて──

　しゅたしゅたと床ゆかを蹴けり、壁かべを走って、デビドルを遠くに連れ去ってしまった。

「はわ!?　た、ターシャちゃん……!?」

「あ、こら！　ダメよターシャちゃん、それはミレーナちゃんの！　返さなきゃ！」

「い、いいのです、パユメール様！　ぜんぜん、はい、ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶなのです……」

　いいのか、とルーイも小声で言う。

「持ってなくて、平気か？　モンスターは出なくても触しよく手しゆが出るぞ」

「ほ、捕ほ獲かくされる前提の言いかたしないでほしいのです……。自分で持ってなくても、近くにいれば大丈夫なのです。あんまり遠くに行かれると困りますけど……」

　デビドルは、ただのぬいぐるみではない。

　セリス・フォレストランナーが手ずからこしらえた、自立機動型戦せん闘とう法具である。

　ミレーナの戦闘能力を補うため、常に持っているよう言われている。その師を追いかけて旅している間も、それは変わらなかった。

　壁かべ際ぎわに身を寄せ、ターシャはデビドルの耳を嚙かみ嚙みしている。相変わらず無表情のままだが、それでも両目が輝かがやいているようだ。

「もし……」

　さらに声を落として、ルーイはパユメールを振り向いた。

「ターシャが、ヴィテの聖布を着ないまま、しばらくすごしたら……どうなります？」

「融眼遊症ブレイクスコープは、封精心症シールドハートと違って影響が蓄ちく積せきされるの。危険な病気だけど、定期的にわたしが回復魔ま法ほうをかければ、かなり抑よく制せいできるわ……でも、あの子は今、十歳で」

「大人になるまでは、生きられない。ですね」

　世界が平和でないせいで、ここにも苦しむ者がいる。

　でも逆に、とルーイは眼まな差ざしを改めた。

「ヴィテの聖布さえ、ずっと身に着けていれば」

「あれを着せてから、まだ半年も経たってないの。まだ何を言うにも早い段階よ。……でも、そうね。たぶんだけど、寿じゆ命みようが倍近くにはなるんじゃないかしら」

「わかりました」

　食器を片付け、ルーイは立ち上がる。

　もしかするとこの迷めい宮きゆうが、人生最大の岐き路ろとなるのかもしれない。

「ヴィテの聖布と、ヴィテ・ユグドラシルをセリス師匠から守る。セリス師匠をとっ捕まえてから外に出ることができれば、二枚めの聖布も作れるかもしれない。ですね」

　うんっ、と勢いよくうなずいたあと、パユメールは両目をぱちくりさせた。

「えと？　うん、そう、今は外に出られない……んだけど。わたし、言ったっけ？」

「あとで聞くつもりだったけど、わかりました。今、セリス師匠が内側から霊木を吹っ飛ばさないのは、このダンジョンの中にヴィテターの聖布ゲツトがあるから。俺たちだけ脱だつ出しゆつしたりすると、セリス師匠は内側から木に大穴開けて出てくる。ためらいなく」

「だろうと、うん、思って……セリスさんと会ったのは一昨日おとといが初めてだけど、絶対そういうことするだろうなーって。迷宮神術で開けた穴なら、解除でも復元でもできるけど、物理で吹き飛ばされたりしたらどうしようもないもの」

　そうなってしまえば、ヴィテの聖布を量産することは不可能になる。

　ここでセリスを止めるのだ。どんな手を使ってでも、確実に。

「それだけが、理由じゃないけど……」

　パユメールの呟つぶやきは耳に届いていたが、ルーイはあえて反応しなかった。

　それもまた、ルーイにはよくよくわかっていることだった。

「で、でも兄あに様さま、いったいどうするのです？」

　デビドルがなくて手持ちぶさたなのか、ミレーナがぐっぱぐっぱと両手を開閉しつつ言った。

「わたしたち、お師匠様には連戦連敗なのです。こんな狭せまいところじゃ、お師匠様の魔法を防ぐだけでも大変そうです……」

「そ……そうなの、ルーイくん？　噂うわさは、まぁ、ちょくちょく聞いてたけど……」

　つられたのか、パユメールも不安げに肩かたをすぼめる。ターシャはやはり、こちらを見もしない。

　ルーイは口元に笑みを含ふくんだ。

　いつぶりだろうか。これほどわくわくするのは。

「なるほどミレーナ、おまえの言う通りだ。セリス師匠は強くて、ケチで、ドケチで、ろくでなしで、根こん性じよう曲がりで、歴史に名を残す守しゆ銭せん奴どで……俺たちを、ていうか俺を、何度もこてんぱんにしてくれた。今回は特に、怒ってもいるだろう。腹減ってるし、落とし穴にも落とされたことだし」

「は、はわわわ……！」

「だけど。だけどな。セリス師匠も、見たことのないものがある」

　はわ？　と見上げるミレーナの頭をなで、ルーイは小さく呟いた。

「俺の全力だ」







　二章[image: ]焦燥に勝機はない







　パユメール曰いわく、迷宮神術を扱あつかうにあたり、最も難しいものは階段である。

　平行に迷宮を造るのは比ひ較かく的てき簡単だが、垂直に造るのは難しい。技術が低ければ、最悪階段一段ごとに罠わなを仕し掛かけなければならず、迷宮として成り立たなくなってしまう。

　このユグドラシルダンジョンは、巨きよ大だいな幹の中に十の階層を持っている。

　それはパユメールが、神術士として超ちよう一いち流りゆうの腕うで前まえを持っている証明に他ほかならない。

　はずなのだが。

「ふっふっふっ……」

　階層にして、地上五階。

　なかなかのぼる機会のない高さだが、窓がないので実感が湧わかない。迷宮の景色に変化などあるはずもなく、見み渡わたす限かぎりに茶色があるばかり。

　それでも、ルーイは笑っていた。

　床と壁と天てん井じようしか見えなくとも、案外悪くない。いい気分だった。気分が変われば、見えかたも変わるものなのだろうか。いいかげんな感覚だが、今はよしとしよう。

（世界よ。感謝します）

　笑えみを消し、胸の前で交差した手首を打ち合わせる。

　一回。今はまだ一回だけ。

　これが二回できるようになる、そんな日が現実に近づいているのだ。

　そのまま胸の前で腕うでを組み、ルーイはこの上もなくえらそうにふんぞり返った。

「セリス・フォレストランナーに告ぐ!!」

「殺すわよ」

「今日が年ねん貢ぐの納め時だ！　おとなしく──」

「殺すわよ」

「口上くらい聞いてくださいよ!?　相変わらず常識がないですね！」

　もっとも、目の前に当人がいる状じよう況きようで、「告ぐ」などと吹き上がった自分も自分ではある。客観的に考えて、調子づいてしまっているのかもしれない。

　しかし、彼女を追い続けた日々を想おもえば、そのくらいは大目に見てもらえるだろう。

　今日こそ、【紅ぐ蓮れんの魔ま法ほう使つかい】を倒たおす。

「さっさと逃にげ出せばよかったものを！　しつこくがめつく迷宮に残っていた、それがあんたの運うんの尽つきだ！」

「逃げてたのはそっちでしょーが……こんな厄やつ介かいなだけのもん造ってくれちゃって」

「そう思うんなら、今からでも遅おそくないですよ。降こう伏ふくしたらどうですか！」

　うるさい、と答えるセリスの声にも、あからさまに覇は気きがない。

　薄うす汚よごれ、あちこち破れたマント。ほつれて絡からまったワインレッドの長ちよう髪はつ。

　見た目からして、セリスが疲ひ弊へいしていることは明らかだった。

　にやにや笑っているルーイの背後──同じくズタボロの有様でたたずむパユメールを見つけたのだろう、セリスの視線がギラリと尖とがる。

「パユメール・キーニックスッ！」

「は、はひっ!?」

　背筋を伸のばして答えるパユメール。素す直なおすぎる反応が物悲しい。

「あんただけは許さないわ！　お尻しりペンペンしたげるから、覚かく悟ごしときなさい！」

「な……なんで!?　わ、わたし、立場的に被ひ害がい者しやのはずじゃ……!?」

「うっさい！　あんたの罠は腹立つのよ！　人の神経逆さか撫なでばっかして！」

「そ、そんなこと言われてもー!?」

　まぁまぁ、とルーイは両手で制した。パユメールのほうを。

　言い分がめちゃくちゃなのはセリスである。言っていることの意味も、ルーイにはよくわからない。

　しかし、それはセリスだからである。精神症しようと同じ、治る期待はもてない。

（もっとも、もう、不治じゃなくなるわけだが……！）

　精神症も。セリスの守銭奴ぶりも。

　すべて今、このときをもって完治させてやる！

「ミレーナ！　荒あら縄なわの用意はいいか!?」

「は、はいです！」

　デビドルのついでに愛用の白い杖つえまでターシャにあずけたミレーナが、粗そ野やで無骨でささくれだった太いロープを両手に構える。

　圧あつ倒とう的に似合わない。だが、今日のカウボーイ役は彼女だ。

「パユ師し匠しよう！　手出し無用ですよ！」

「う、うん。しない。できない」

　あまりにも素直に、パユメールが頷うなずく。それでいいのだが、重ね重ね物悲しい。

　ターシャは一人、集団から離はなれていた。

　奥の通路際ぎわに小さな身を寄せて、フーッと吐と息いきで警けい戒かいしている。

　ちらりと、セリスが彼女を一いち瞥べつした。

「ヴィテの聖せい布ふ……ずいぶんきれいじゃない。他の三人はずいぶんズタボロなのに」

「あんたが言うな。それに、違ちがいますからね、俺が悪いんじゃないですよ！　大変だったんですから！　セリス師匠見つけるまで、も、大ッ変だったんですからね！」

「何言ってんの？　知ったこっちゃないわよ、こっちだって大変だったんだから！」

「いーや！　こっちのほうが大変でした！　だってそっちは師匠一人じゃないですか！」

「……？　どういう意味よ」

　怪け訝げんそうな顔をするセリス。

　なるほど彼女の有様も、迷宮にはびこる無数の罠に大だい歓かん迎げいを受けたがゆえだろう。下手な魔ま法ほうも数撃うちゃ当たるではないが、このダンジョンは大だい健けん闘とうしているといえる。

　そしてそれは、セリスに対してだけではない──




　──罠神術の使い手として最高の実力を有する【宵よい闇やみの神術士】ミューリー。

　彼女が、自分の仕掛けた罠に自分でかかることはない。

　主あるじにダメージを与あたえない『設定』が、罠そのものに組みこまれているのだ。

　かなりの高等技術である。テクニックのみでしのいでいると言っても過言ではないルーイですら、とっさには仕込めないほどの。

　パユメールは【地記の神術士】。迷宮は専門でも、罠は専門ではない。

　となれば、

『パユメール？　あー、あの人ぉ……んー、まぁ、アレよねぇ。同じ神術士のよしみだから、コメントにも気を遣つかっちゃうけどぉ……どんくさいよねっ☆』

　いかな毒どく舌ぜつミューリーとはいえ、ここまできっぱり言い切られるパユメールが、それを扱えるわけがない。

「パユ師匠、足もとッ！」

　セリスをさがして練り歩く中、ルーイは何度もそう叫さけんだものだ。

　パユメールは決まって、まず彼の声に驚おどろく。最初の一回は「大きい声だねえ」とまで言われた。

「え、な、なにっ？　どうしたのルーイくん？」

「いやだから足もと！　そのまま！　動かないで！」

「えっ？」

　反射的に、パユメールが自らの足もとを見る──まではいい。

　なぜせっかく止めた足をそのまま踏ふみ下ろすのか。

「う、うわひゃ～っ!?」

「パユ師匠ーっ！」

　天井近くで逆さづりにされたパユメールを救出するため、ルーイのズタボロ度が２上がった。




　セリスに師事するルーイの妹弟で子し、ミレーナだって負けてはいない。

　彼女は慎しん重ちようである。

　大きな両目をまんまるに見開き、地面に異状がないか調べながら、注意深く進む。注意深く。とても注意深く。

　そしてふと顔を上げ、一団からひどく遅おくれていることに気づき、慌あわてる。

「ま、待ってくださいですーっ！」

「ミレーナ走るなそこらへんには」

「はわわわ～っ!?」

　やソわフらトかフなロ床アの罠に腰こしまではまったミレーナ救出のため、ルーイのズタボロ度が３上がった。




　ターシャは、罠にかからない。

　獣じゆう人じんたる者の嗅きゆう覚かくゆえか、なにげなく歩いているように見えても上手に回かい避ひしている。着ている服にも、ヴィテの聖布にも、汚よごれひとつついていない。

　だが、

「あれ……？　ターシャは？　あれ!?」

　よくいなくなる。自分の行きたいほうへ、行きたいときに行ってしまう。

　慌てたルーイが追いかけ、角を曲がったところにしゃがみこんでいたりする。

　ターシャにつまずいたルーイが手をついた、そこに罠があったりする。

「ウソだろおおおおおっ!?」

　葉っぱをともなう性格の悪いつむじ風にひたすらまとわりつかれ、ルーイのズタボロ度が15上がった──




　──などという具合に。

「仲間がいればいいわけじゃない！　ダンジョンは俺に、そう教えてくれました！」

「ごめんなさいなのですー……」

　荒縄を構えたまま、ミレーナがしょんぼりうなだれる。

　落ちこませたいわけではないが、彼女が迷めい宮きゆうに向いていないのも事実。

　アホなの？　としかし、セリスは半眼で言い返してきた。

「そんなミレーナちゃんを守るのが、あんたの仕事でしょーが。なにズタボロにさせちゃってんのよ。しばくわよ」

「……なるほど。その意見もわかります、いつもならそうしてたでしょうし。でも」

「でも？」

「今は、なさねばならないことがある！」

　身構えたルーイに、セリスが眉まゆをひそめる。

　いつもと様子が違うことに、めざとく気づいたのだろう。

　普ふ段だんのルーイは、セリスと対たい峙じしたとき、腰を落として安定した構えで臨のぞむ──セリスの行動を見てから動く、瞬しゆん発ぱつ力りよく優先の手段である。

　今のルーイは、足を肩かた幅はばに開き、リラックスしてセリスに正対している。

　体内を巡めぐるエネルギーの流れを、できるだけ阻そ害がいしない構え。法術を扱あつかうのに最も適しているとされる、力みのないスタイルなのだ。

「ふーん……何を意気がってんだか知らないけど」

　セリスが右手を掲かかげた。

　その指先が、まっすぐにルーイへと向けられる。

「使命に燃えてるみたいだから、追い焚だきしたげるわ」

「あんまりうまいこと言えてませんね。確かに俺は燃えてますけど、追い焚きっていう表現はどうかと。風ふ呂ろじゃねーし。それに──」

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ！　暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　ルーイめがけて集束した光が、赫あかいきらめきとともに大だい爆ばく発はつを起こした。

　巨きよ大だいな霊れい木ぼくが震ふるえるほどの一いち撃げき。

　こだまをともなって長く長く響ひびき渡わたった轟ごう音おんが、やがて遠くに消え去ると、

「や……やったっ……！」

　その場にぽつりと、低く抑おさえたルーイの歓かん喜きのみが残った。

　彼には傷ひとつついていない。

　眼前に展開された八色の翼つばさ。防ぼう御ぎよ壁へきとなって攻こう撃げきを防ぐ護法術、八王光鱗リアクトロード。

　その働きによって、一歩も動くことなく、汗あせひとつかかず、攻撃をしのいでみせた。

　おぉー、とパユメールが無む邪じや気きに拍はく手しゆする。

「すごーいルーイくん！　八王光鱗リアクトロードって、知ってはいたけど見るの初めてだよー。あんな攻撃まで防いじゃうんだね」

「そーなのです。兄あに様さまはすごいのです！」

　えへん、となぜかミレーナが、大きな胸を大きく張った。

「お師匠様の魔法も、上級魔ま族ぞくの攻撃も、ぜんぶ防げるのです！　どんな種類の攻撃がきても、あの羽が、こう、ぐるぐるーってなって！　かきんかきーんって！」

「ほうほう。くるくるーで、かきんかきーん？」

「違うのです！　もっと、えっと、ぐりゅんってなるのです！　回転がすごいのです！　ぐりゅんぐりゅんなのです！」

「ぐりゅんぐりゅん！」

「ぐりゅんぐりゅん！」

　極きわめて緊きん張ちよう感かんに欠けるやりとりを、

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　再びの一撃が遮さえぎった。

　展開したままの八王光鱗リアクトロードが───ぐりゅんと──動き、赫かく光こうを受け止める。

　まともに弾はじければ山の形すら変える威い力りよくの攻撃に、ルーイは正面から対たい抗こうした。

　爆ばく音おんがこだまし、ターシャがネコ耳をふさいで──

　そして、ルーイは立っている。

　いまだほこりひとつ、その身に浴びないままで。

「ふっふっふっふっふっ……！」

　もはや疑いようもない。

　ミレーナたちはともかく、セリスは気づいているだろう。

　こめかみをひくつかせた、不ふ愉ゆ快かい極まりないといった表情がその証しよう拠こだ。

「今までとは違う……もう違うんですよ、セリス師匠！」

「なにがよ」

「またまた、気づいてるくせに。今までみたいに、八王光鱗を斜めに傾けて受けてたのとは違う！　威力を逃にがさなければ防ぎきれなかった魔法を、正面で止められた！」

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

「八王光鱗リアクトロードッ！」

　三度飛び来た破は壊かいの光を、またしても翼がしのぎきる。

　以前はここから、神に祈いのりを済ませて飛びかかるしか方法がなかった。

　今は、八王光鱗リアクトロードの印を解いた右手を、そのまま前に伸のばすことができる。

　まっすぐにセリスを指さして、唱えることができる──

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ！」

「ちょ、なっ──」

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン!!」

　駆かけ抜ぬけた閃せん光こうを、セリスが大きく跳とび退すさってかわす。

　一いつ瞬しゆん後、轟音とともに荒あれ狂くるった暴風が、師の黒いマントをはためかせた。

　ばたばたと激しいその音と、大きくえぐれたヴィテ・ユグドラシルの木き肌はだ。

　あっけにとられたセリスの表情までもが、ルーイのテンションを高こう揚ようさせた。

「ふふ、ふふふっ、ふはははははは！　なかなか！　なかなかじゃないですかねぇ師し匠しようこれねぇこれ！」

「ち、ちょっとルーイくん、あの、あんまり木を傷つけるのは、あのあの」

「どうですかセリス師匠、俺の赤魔ま法ほうは！　これでもずっと練習してたんですよ！」

　なるほど、とセリスがうめく。

　自らの立つ空間を、視線だけでじっと確かめているようだった。

「どうもおかしいと思ったら……封精心症シールドハートが、緩かん和わされてるわけね」

「そうみたいです。この木の中にいる間は」

「中和の力？　予想外だわ、そこまで気を利きかせるなんて。なんにも働きゃしないくせして、こんなとこだけ……」

「何をぶつぶつ言ってんです？　わかると思いますけど、師匠にヴィテの聖布を持ってかれると困るんですよ。今まででいちばん。リエリスの女め神がみ像とかどうでもいいくらいに」

「ホボルソンが泣くわよ」

　じり、とルーイは体重を前に移した。

　セリスの攻撃は、ほぼ完かん璧ぺきに防げる。

　あとはこちらの攻撃を、いかにして当てるか。

　少なくとも足を奪うばわなければ、平和的に捕ほ獲かくすることなどできない。いかな法術力がマシになったとはいえ、セリスと自分では実戦経験に差がありすぎる。

　もたもたしていたら動きをつかまれて、八王光鱗リアクトロードを破られないとも限らない。

　だが、当てるだけなら。

「ミレーナッ！」

「は、はいっ」

　ルーイの声に応こたえて、ミレーナが何かを投げ放った。

　荒あら縄なわではない。もっとずっと小さな、円形の、光をきらきら反射する──

「銅貨おかねっ！」

　全力疾しつ走そうかつ全力ジャンプで、セリスが空中のコインをもぎとる。

　満面の笑えみでの着地際ぎわ、

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインっ！」

「ぶっ!?」

　よく狙ねらってルーイが放った魔法は、セリスの顔面を直ちよく撃げきした。

　ぽてっと倒たおれたところに、連打。

　あわててよけたところに、連打。

　反はん撃げきしてきた魔法を八王光鱗リアクトロードで防いで、さらに連打。

「ちょ、っま、待ちなさいよあんた!?　わっ、わっ……！」

「うおおおおここだああああここで決めるうううううう！」

「ち、調子に──くっ!?」

　いいところに当たりそうだった魔法を、セリスが法術で防ぼう御ぎよした。

　きた、とひそかに息を吞のむ。

　初めて、セリスに防御を使わせた。

（神魔四法術に、防御はない……！　ただ自分の法術力をぶつけて、相そう殺さいするだけだ）

　ある意味、最も深く資質が関かかわるといえるカテゴリ。基本的に重視されることのない、それゆえにルーイが磨みがいてきたもの。

　通常防御のメリットは、ひとえにその平易さにある。

　八王光鱗リアクトロードと違ちがい、相手の攻撃の質に合わせて変化させる必要がない。炎ほのおがこようが、氷がこようが、反射的に法術力をぶつければ、それで事足りる。

　法術力さえあれば、万ばん能のうに近い。

「ミレーナッ！」

　再び叫さけんだルーイに、セリスは罠わなのにおいを感じ取っただろう。

　そう思いつつも、ミレーナのほうを見ずにはいられないはずだ。投げてくるのがコインではなく、輪にした荒縄である可能性を捨てきれずに。

　しかし、どちらも違う。

　ルーイはただ、ミレーナの名を呼んだだけだ。

「紫アク活テイブ性バイ魔オレ術ツト、縛ケル破叉ベロス導バイ硬ンド！」

　同時に放った魔術の波が、うねりくねりながらセリスにまとわりつく。

　それはすぐに硬こう化かし、縄なわ状になって固定された。

　セリスの上じよう腕わんと胴どう体たいを縛しばり、動きを制限することに──成功した。

「……っふ───……」

　長い吐と息いき。魂たましいまで脱け出てしまうのではないかと思えるほどに。

　捕つかまえた。

　セリス・フォレストランナーを。ついに。

「法術力は、ぶつけないと防御にならない……指向性の光線とかは、うまく防げるけど」

　しめつける技わざ、はりついてくる技などには、一転して抗あらがいづらくなる。

　距きよ離りを取り、迎げい撃げきするのが理にかなっているが、ミレーナに気を取られてくれた。

　セリスが身体からだの各所につけている魔法具アミユレツトも、不意打ちや突とつ発ぱつ的なダメージを防ぐ役割を持っている。できれば事前攻撃でそれらを砕くだき、よりセリスの意識を防御面に向けられればと思っていたが。

（ま、結果オーライってやつか……やった、んだな）

　ぺたりと女の子座りして、セリスはわずかにうつむいている。

　長い髪かみが落ちかかり、その表情はうかがえない。

「ルーイくん、すごいすごい！　勝っちゃったじゃない！」

「パユ師匠……不意をついただけですけど、おかげさまでなんとか」

「あの【紅ぐ蓮れんの魔ま法ほう使つかい】を捕まえたんだよ！　すごいよ、世界がぐーっと平和に近づいたね！」

　平和。その通りである。

　世界を平和にするために、ルーイはセリスを追っていた。

　そして、捕まえた。今後もやることは変わらない。

　平和のためなら、なんでもしなければならない──パユメールの能天気な笑顔を見ながら、改めてそう決意した。

「ミレーナ……ロープ、貸してくれ」

「は、はいです」

　荒あら縄なわの束をミレーナから受け取り、ルーイは肩かたをすくめて歩き出す。

「ちゃんと縛っとかないとな。土木工事用の表魔術じゃ、効果の持続に問題があるし……でもセリス師匠には、工事レベルじゃないと不向きかもしれないけど」

「く……くく、く……」

「ん？　どうした、ミレー──な……」

「くくく……くっくっくっくっ……」

　不気味な声の主は、ミレーナではなかった。

　ぶちっ、と何かの断たち切られる音が響ひびく。

　セリスが動き出していた。

　目に映るほど濃こい、剣けん吞のんな赤いオーラ──身体の中でぐらぐらと煮にえたぎる、怒いかりの魔ま力りよくを実体化させて。

　丸太を固定するのにも使われる強力な拘こう束そく術を、ただ法術力をみなぎらせるだけで圧あつ倒とうし、力まかせに引きちぎっている。

　誰だれも、なにも言わなかった。

　セリスすら無言のままで、ただ無造作にルーイを指さす。

「り……八王光鱗リアクトロードッ！」

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン」

　余よ裕ゆうを持って展開した翼つばさが、魔法の赫光を受け止めて──

　爆ばく圧あつにあおられ、大きく弾はじかれた。

「なっ……!?」

「なるほど、なるほど。あたしの見立て通りね」

　穏おだやかに聞こえるセリフに乗せて、さらに一いち撃げき。

　防いだはずのルーイの足が、大きく後ろにずらされる。

「法術力さえ普ふ通つうなら、この子はきっといい魔法使いになる、って」

「ちょ、し、師匠……!?」

「外れてなかったみたいね。うれしいわ。とーっても」

　ゆっくりと立ち上がったセリスが、続けざまに魔法を放つ。

　その速度。威い力りよく。正確性。すべてが先ほどまでとは段だん違ちがいである。

　防御が振ふり回される。受けきれない。

　生まれてしまったわずかな隙すきに、連続して放たれた光が、信じられないといった表情のルーイを思いきり吹ふき飛ばした。

「うわあああああっ!?」

「あ、兄あに様さまぁーっ！　あひゃんっ」

　文字通り飛んできたルーイを、ミレーナが受け止めてくれたらしい。それでも勢いは止まらず、いっしょになって床ゆかを転がった。

　もにゅんっ、と後頭部に天国的な質感。

　それでもなお、振り返る気になれないほど、目の前の『赤』は尋じん常じようではなかった。

「調子に乗ってくれちゃったわねぇ……？」

「い……や、っそ……！」

「本気で相手をしてほしい、ってわけよね？　もちろんいいわよ。かわいい弟で子しのためだもの。ね？　それがいいのよね？」

　長い髪の奥で爛らん々らんと光る、猛もう獣じゆうのような赤い眼めを見て、悟さとる。

　勘かん違ちがいしていた。

　自分も、見たことなどなかったのだ──セリス・フォレストランナーの全力を。

「お勉強させたげるわ──」

「緑エメ受ラル動ドト神リツ術キー！　兎群三ワラワラ烈陣ビツト！」

　場を制して響いたのは、パユメールの甲かん高だかい声であり。

　セリスの動きを止めたのは、地面に描えがかれた神しん術じゆつ陣じんからぽこぽこと立ち現れ、縦じゆう横おう無む尽じんに跳はね回る無数の大きなウサギたちだった。

「なっ……なにこれ？」

　きょとんとするセリスの前で、一羽のウサギが抱だっこしてアピールを繰くり返す。

「モンスター……じゃない？　か、かわいいじゃない……って、えっ、いやああああなにこれ!?　ぬるぬる！　このウサギめっちゃぬるぬるしてるうー!?」

「ルーイくん、今のうち！　早く逃にげよう！」

　まさかの対応を見せたパユメールが、ターシャを抱き上げて走り出す。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、ルーイも立ち上がった。どうしてか真っ赤な顔で目を回しているミレーナを背負い、一目散に逃げ出す。

　計算違いである──いや。

　言葉通り、調子に乗っていた。

「しょせん、弟子は弟子かっ……！」

「ルーイくん、ご、ごめんね」

「え、はい？　な、なんですか、パユ師し匠しよう」

「手出し無用って言われてたのに、なんか、その、しちゃって」

「いやいやいいですから！　ありがとうございます、めっちゃ助かってたでしょどう見ても！　ほんともうマジメだなぁ！」

　ほめられたー、とのんきに笑うパユメールとともに、ルーイは迷めい宮きゆうを走っていった。
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　迷宮神術とは、特定の物質を亜界と入れかえることにより、空間を演出する術である。

　古代エルフ語でパラレルワールドとも呼ばれる、この世界にそっくりな存在であるという亜界。環かん境きように作用する神術で、こちらの岩をあちらに送りこみ、道を造る。

　ゆえに永続ではない。通常は、術が切れたら岩が戻もどってきて、道は消える。

　しかし、そこに罠の神術を組み合わせたならば。

　迷宮神術が安定し、術者が死ぬまでは形を保ち続けるのである。

　このユグドラシルダンジョンも、そうして造られている。必然的に、広い空間には仕し掛かけられる罠の数も多くなる。

　だが、

「やはりこの手が望ましいかと思われます！」

　神しん妙みような面おも持もちで、かつそれなりに自信まんまんに、ルーイは言い切った。

　ダンジョンの中に、ぽっかりと拓ひらけた広場。

　まさしく噴ふん水すいでも置きたい具合に、ちょうどよく通路がふくらんでいる。行き止まりではなく、右手からの通路がそのまま左手へと流れ、また迷宮につながっている。

　そんな広場の片かた隅すみに、木の根やら枝やら触しよく手しゆの残ざん骸がいやら、ありあわせの物でバリケードが築かれていた。

　即そく席せきの防ぼう壁へきから顔だけ覗のぞかせ、ルーイは何度も大きく頷うなずく。

「この！　床ゆか一面に張り巡めぐらせた、ミューリー師匠直伝の罠！　もともとの罠もたくさんあったけど、その三倍は仕掛けた。めっちゃ疲つかれた」

「お疲れさまなのです、兄様！」

「うむ。ひとまず、ここで待ち伏ぶせる！　セリス師匠が来たら、挑ちよう発はつ！　挑発につぐ、挑発！　怒おこって突つっこんできたところを罠で捕とらえるか、弱らせられたら神様にお祈いのりをすませた俺が突とつ撃げきして、がんばってふん縛じばる」

「いつもの策なのです、兄様！」

「変わり映ばえしないみたいに言うな。もしもろもろダメだったときは、こっちの壁かべ沿いにだけ罠わな仕掛けてないから、なんとかうまいこと逃げるように。そんでもって、作戦の重要ポイントはふたつ！　まず、エサの置き場を安定させること！」

　ルーイの指さした先。

　拾った木の枝で楽器のようにバリケードを叩たたき、無表情のまま遊んでいるターシャが、珍めずらしく振り向いてくれた。

　ぱちぱちとまばたきしたのち、言う。

「エサなめんな」

「なめてない！　もちろんなめてない！　なろうことなら俺が代わってやりたいが、ヴィテの聖布を渡わたすのはまぁ拒きよ否ひられるだろうし、それになんだろな。さっきの今で、俺がそのひらひらのふわふわ着てセリス師匠をお出で迎むかえ～とかやったら、シャレ抜ぬきで殺害されそうな気がするんだ」

　ともかく、とルーイは床にあぐらをかいた。

　さっきのセリスは、なにも奥の手を出したとか、捨て身になったとかではない。

　ただ本気を出しただけだ。

　紅蓮と呼ばれる魔法使いが、らしく振る舞まった。それで一いつ蹴しゆうされた。

（普ふ段だんの俺の法術力が、普通の人の四割程度……今でおそらく、六割程度。体が慣れてきてんのかな？　ちょっとずつなじんで、強くなってきてる感じもするけど……）

　単純計算で、地力が一・五倍。しかし法術の出力は、そんな程度ではないはずだ。

　曲がりなりにも、ここまでずっと、ひどい環境でしのいできた。

　わずかな法術力で、常識的に考えられる何倍もの効果を得られるように。

　先ほど、セリスに放った赤魔ま法ほうの手て応ごたえからしても、そこらの魔法使いが扱あつかう法術よりはるかに強いはずだ──

「って、何言ってんだ俺は……そりゃ勝てねーわ」

　そこらの魔法使いどころか、一流どころが束になっても敵かなわないのがセリスなのだ。

　負けるべくして負けたとしか言えないではないか。

「ルーイくん、ルーイくん」

　自じ嘲ちようしつつ反省していると、パユメールが不安そうに首を傾かしげた。

「もしかしてだけど、こんなバリケード、セリスさんの魔法一発で吹っ飛んじゃわないかな……？」

「もしかしなくても吹っ飛んじゃいますね。確実に」

「や、やっぱり!?　どーしよ、ダメじゃん、どーしよ」

「防ぐ目的じゃないから、大だい丈じよう夫ぶです。重要ポイントのふたつめですね」

「え？」

　きょとんとするパユメールに、ルーイはぽりぽりと頰ほおをかきつつ続ける。

「こてんぱんにはされましたけど、セリス師匠の全力は肌はだでわかりました。今の俺なら、受けるときに盾たてに角度をつければ、なんとか耐たえられると思います」

　今まで、そうやって防いできたように。

「防ぼう御ぎよは俺がやります。俺がケガしたとき用にミレーナ。ターシャはエサ、っいてて蹴けるなターシャ、ごめん、ごめんて！」

「じ、じゃあ、このバリケードはどうして……？」

「八王光鱗リアクトロードは、少しくらいなら俺の手から離はなれたところでも安定させられます。手元を隠かくせると、けっこう戦いやすいんですよ……小細工もバレにくいですしね。それでパユ師匠は、挑発っていうか、悪口係でお願いします」

「わ、悪口？　うん、わかったよ……上手にできるかな。セリスさんのお母さんデーベーソ！　でいいかな」

「セリス師匠、お母さんいないですよ」

「わわっ!?　そ、そうなんだ……わたし、なんてことを……」

「向いてないっスねー、とことん……」

　あはは、と困ったように笑う、この世でいちばん放ほうっておけない師匠。

（自分にだって、家族いないだろうに……）




　──ごめんね　次はもっと　ちゃんと教えてあげるね




　ルーイに迷宮は造れない。

　それゆえ、セリスが王国へ向かったと聞いたとき、足手まといになるのではないかとも思った。パユメールなら、必ずダンジョンに逃げるとわかっていたから。

（それにこの国、けっこう師匠いるしなー。フェイミー師匠に、テルティ師匠に……フェイミー師匠は引っ越こしたんだったっけ？　わかんねーけど）

　思い出というにも日が浅すぎる。ほんの数年前のことにすぎない。

　それでもどこかくすぐったく、頰をかき続けるルーイに、

「ルーイくんルーイくん」

　再びパユメールが顔を曇くもらせた。今度はずずいと身も寄せてくる。

「セリスさん、今どのあたりにいるのかな？　けっこう撒まいて逃げたとは思うんだけど」

「あっちも迷宮神術は使えないはずですけど、ま、甘くはないでしょうね。わりとそのへんで、聞き耳立ててるかもですよ」

「ひえっ!?　ど、どうしよう、それ！」

「どうしようもないですよ。少なくとも、遠えん距きよ離りからドカンはないんで、安心ですけど」

「そ、そうだよね……身構えすぎるのも、よくないよね」

　うんうんと頷きつつ、パユメールは姿勢を戻した。

　ミレーナのデザインローブを気にしているターシャの頭をなで、バリケードから外を覗き、またターシャの頭をなで。

「ルーイくんルーイくん！」

「なんですか」

「セリスさんって、ビーフシチューとクリームシチューどっちが好きかな？」

「パユ師匠……」

「うん！　ルーイくんはクリームだよね？」

「どっちでも！　つーかあのねぇ、不安なのはわかりますけど、あまりにも意味ないことしゃべらないでもらえます!?」

　だってだってぇ、と涙なみだ目めのパユメールである。

「なんか……なんか、なんかアレなんだもん。キュってしてヒヤってしてアワワなんだもん！」

「その手の言動ゆるされる年齢としじゃないでしょ」

「そーゆーのいいから！　は、白状するけど、わたしこんなの初めてなんだもん！　こーゆー、その、実戦っぽいのなんて、経験したことないんだもん！」

　実戦ぽいというか実戦なのだが、さもありなんというべきか。

　ルーイは耳の穴をかきつつ、んー？　と顔をしかめた。

「んなことないでしょ？　古代のダンジョン……迷宮神術で造ったのじゃない、ガチのやつの攻こう略りやく論文、いくつも書いてたじゃないですか。あんなとこ、野生のモンスターうじゃうじゃいたでしょうに」

「いたけどもー。でも、わたし一人で行ったわけじゃないし……方向音おん痴ちっぷりに呆あきれられて、いっしょに行ってくれる人いなくなってからは、素す直なおに行ってないし」

「素直に」

「だから、だからー、うーん。逃にげてる間は、逃げてたから、気が紛まぎれたの……なにかしてないと不安……、っあ」

　ふと、パユメールが言葉を切った。

　やみくもに宙をさまよっていた視線が、どこかの一点で静止する。

　そのまま、何も言わない。

　ルーイが首を傾げ、パユメールの視線を追っても、何の変へん哲てつもない迷宮の壁があるだけだった──名だたる霊れい木ぼくの壁というだけで、充じゆう分ぶんに変哲はあるのだが。

「パユ師匠……？　どうかしたんですか？」

「あ……う、ううん。その、わたしちょっと……」

「え？」

「ちょっと」

　何も言葉を継つぎ足さないまま、パユメールは立ち上がった。

　きょとんとして見上げるルーイたちの前で、彼女は腰こしのポーチから乾けん薄ぱく紙しノートを取り出す。ノートを広げ、ペンにインクをつけ、ノートの中心にそっと立てると──

　何の支えもなく、ペンは自立した。

　両手でノートをしっかりと持ち、パユメールが大きく息を吸いこむ。

「緑クレ感ヴア知ラン神グリ術ーン。透アン破イン映ヴイ影列ジブル」

　淡あわい緑の光に包まれたノートとペンが、わずかに震ふるえた直後。

　すさまじい勢いで、ペンが紙面を滑すべりはじめた。

「はわぁーっ!?　き、きれい……！　でも、な、何なのです？」

「地図の神術だよ」

「え！　これが！」

　デビドルを挟はさんだミレーナとターシャが、躍おどる光をそろって見上げる。

　表情こそ違ちがえど、両者とも瞳ひとみがきらきら輝かがやいていた。

　きれいなものが好き。単純にして無敵な、種族の壁を超こえる理り屈くつが顕けん現げんしている。

「エリ・ラ・ル・ラルテ、ミルエルヘスタ・ル・ラルテ」

　人の言葉でもない、古代エルフ語でもない、不思議な言葉を口ずさみ、パユメールがペンに力を送り続ける。

　あたりが暗くないことがもったいなく思えるほど、それは荘そう厳ごんな術式だったが。

「…………」

　ルーイは、何も言わなかった。

　ただじっと、パユメールの手元を、盗人ぬすつとのように見つめ続けていた。

「──できた」

　パユメールの呟つぶやきと同時、光が消え去る。

　ほー、となにやら満ち足りた様子のミレーナをよそに、ルーイは立ち上がった。

「この迷めい宮きゆうの地図ですか」

「うん。セリスさんの現在地でもわかればと思ったんだけど……やっぱり、うまくいかないね。あは」

「ですね」

　ノートをしまったパユメールと、いっしょに腰を下ろす。

　きれいでしたのです！　とやはりご満まん悦えつのミレーナに頷うなずいて、しばし──

　ポニーテールを跳はねさせて、パユメールが顔を上げた。

「またやることなくなっちゃったよ、ルーイくぅん！」

「知るかッ！　なにがしたいんですか師し匠しよう!?」

「だから、なにかしたいの！　なにしたらいい!?　あっ、お歌うたう？」

「なんでじゃい!?　じゃあもうあの、アレです、寝ねてていいですから！　セリス臭しゆうがしたら起こします」

「セリス臭!?　こ、こんな状況ピンチで寝たことないよぉ……」

　などと言いつつバリケードにもたれ、もぞもぞと居い心地ごこちを追求しはじめる、とことん素直なパユメールである。

　天然ぶりはともかく、男には好かれそうなのだが、縁えん談だんはきていないのだろうか？

「ったく……、ちょっと借りますよ」

　パユメールのポーチからノートを拝借し、描かかれたばかりの地図を開く。

　地図の神術とは、まさしくダンジョンの地図を作るために生み出された技術と言っても過言ではない。

　もともとはその名の通り、マッピング全ぜん般ぱんを行う目的で考案されたという。しかし、かつての高名な神術士曰いわく、

『地図というより、見取り図の神術である』

　だそうであり、その言葉に対して反論の余地もない内実となっている。

　地図というわりに、平面図が取得できない──というと語ご弊へいがあるが、ひどく範はん囲いが限られる。『四方十メートルは平野である』などと、見ればわかる地図しか作れない。

　反面、建物があるとそこそこうまくいく。建物の中の図なら、もっとうまくいく。

　必然的に、活かつ躍やくのステージは屋根のある場所へと移り──建築されたときの設計図を流用すればいい建物からも離れて──その多くに設計図が存在せず、手動で調べるのも大変な、ダンジョン専用の神術へと変化していった。

　もっとも、需じゆ要ようがまったくなくなったわけではない。

（法術避よけしてない隠し扉とびらなんかは、一発で見つけられるからな……結界で代用する裏ワザはあるけど。対盗とう賊ぞく団用の特とく殊しゆ部隊抱かかえてる国なんかにゃ、地図の神術の使い手が一人はいるって話だが……）

　その者たちでも、腕うでではパユメールに敵かなわない。

　すなわち、測定の正確さ。広さ──特に縦の高さ。道の大小。罠わなの位置、種類。

　そういった要素をどれだけ確実に拾えるかが、地図にとっての最重要事じ項こうである。

　そしてパユメールにとって、城ひとつを迷宮に見立てて地図を作る程度なら、まったく朝飯前のことなのだ。

「これで出世欲よくがあって、方向音痴がなけりゃなー……また違ったんだろうけど」

「兄あに様さま、兄様っ。わたしにも、地図の神術って使えますか？　練習したいのです！」

「んあー？　使えるかどうかは知らんけど、練習はそうだな、砂の神術を扱あつかえるといいって話だな」

「砂の神術ですね！　わかりましたのです！」

　ずいぶん触しよく発はつされたらしいミレーナが、鼻息荒あらく白い杖つえを持ち出す。

　素直に砂神術を練習するつもりのようだ。木の中なので、当然砂などないのだが。

　ていうかマスターに聞けよ、とパユメールを見やるも、彼女はバリケードにもたれてすやすや夢ゆめ心地ごこちであった。まさかの事態である。本気で寝るやつがどこにいる。

　やれやれ、と地図ノートに目を戻もどして、ルーイは気づいた。

（……地下？）

　何ページにもわたる、複雑なダンジョンの地図。

　ルーイも一日以上かけてさんざんさまよったのだ、なんとなく勘かん所どころのある地形もある。

　しかし、一階とおぼしき地図のあと、続きがあった。

　それまでよりもさらに複雑さを増し、まるで地中を這はい進む根のような迷宮図──パッと見でなんとなく察しをつけただけだが、おそらく地下マップで間ま違ちがいないだろう。

（でも……一階も、かなりさまよったはずだけど。地下への道なんて、あったか……？）

　疑問に思いつつ、ふと顔を上げたルーイは、

「……っ!?」

　至近距きよ離りから自分を見上げている猫ねこ目めに、思わず後ずさった。

　細いしっぽをゆらゆらとくねらせ、ターシャが床ゆかに座っている。

　どうしていいかわからず、三秒ほどそのまま見つめ合ってしまった。

「え……っと。ど、どうした？　何か用か、ターシャ」

　ぎこちなさを自覚できる笑え顔がおで問いかけるも、返事はない。

　ただじっと、揺ゆれもしない瞳でまっすぐ見つめてくるだけだ。

　こういう目をした手合いは、人間にもときどきいる。なにを考えているのかまるで読み取れず、こちらの予想を裏切り続けてくれる類たぐいだ。

　正直言って、やりづらい。

「は……腹減った、とか？　それとも眠ねむいか？　服それだけで寒いなら、なにか──」

「ねえ」

「は、はい？」

「平和って何」

　そんな質問、予想がつくつかないどころの話ではなかったが。

　しかしぎょっとしつつも、ルーイは心のどこかで、

　ああ

　と納なつ得とくしていた。少し安あん堵どもしていた。

　平和という言葉の意味合いが、ターシャにとっては少し違う。

　そのことが、ルーイにはひどくよくわかった。もしかすると、パユメールよりも。

「平和……っつーのは、まぁ。いろんな意味があるだろうけど。今の世の中も、平和っていうんだろうしな。みんなそう言ってるし、戦争起きてないし」

「セリスが物ぶつ騒そう」

「それ。本気でそれ。でも逆に言えば、たった一人の魔ま法ほう使つかいが世間騒さわがせまくってるわけで。それが平和だ、って言われりゃそうなんだろうな」

　ただ、とルーイは言葉を切った。

　ぴこぴこと耳を動かすターシャから、そっと視線を外す。

「俺たちの求める平和が何なのかは、俺にもわからない。見たことないからな」

「それがわからないと、セリスを止めてもしょうがない」

「……頭いいなぁ、ターシャちゃんは」

「別に。ちゃん付けしたりしなかったり、安定しないやつよりはいい」

「こ、こりゃ失礼……えーと？」

「特別にターシャ呼びを許す。パユと同じ呼びかただと、パユがかわいそう」

「どういう意味だこいつ……ま、まぁいいけど」

　ルーイはひとつ咳せき払ばらいした。子供の言うことに目くじらは立てない。

　おとなのお兄さんとして、あくまでマジメかつ真しん摯しに答えれば、いつかこのジト目な視線も尊敬に変わるだろう。

「ターはおまえをルータイって呼ぶ」

「おまえはやめようね……ルータイ？」

「ルーイヘンタイの略」

「まだ引きずってたのか!?　ヘンタイじゃねえっつってんだろこのガキ！」

　たとえその日が遠そうだとしても。

　はー、と大きくため息をつき、ルーイはなけなしの気き遣づかいを捨てた。

「平和の意味を聞く、ってことは……ターシャは、精神症しようを治したいんだな？」

「治したくないやつがいたらそいつは頭おかしい」

「そうだな、俺もそう思う。でも、たとえば……神と魔ま王おうが関かかわってるって言ったら。頭おかしくなったほうがマシだって、ターシャは思うか？」

「どの精神症も、神しん魔まどちらか、あるいは両方の力に明らかな影えい響きようを受けてる」

「お」

「ターの融眼遊症ブレイクスコープは、神界か魔ま界かいか、どちらかを必ず見てしまう。封精心症シールドハートは、精神が神か魔に近づくことで人の生から離はなれる。これだけやらかしておいて、主神も魔王も関わってないとかいう道理は、ない。あっても通さない」

　全面的にターシャの言う通りである。たいへんよく勉強している。

　素す直なおに感心するルーイに、

「ただ……」

　しょんぼり、と初めてはっきり感情をあらわにし、ターシャがネコ耳をぺたんと頭にくっつけた。

「かわいいかわいいターに影響したところで、神魔に何の得があるのか。わからない」

「そう、だね……」

「ターがかわいいかわいいからか。思わず影響しちゃったのか。でもじゃあ、取り立ててかわいいわけじゃないヘンタイルーイ、略してヘンターイにも影響してる理由が、わからない……」

「そこに注目してる限り一生わかんねーよたぶん。つかヘンターイはやめよう？」

「じゃあ。平和って何」

　単純に考えれば、とルーイは前置きした。

「神々と魔王の戦いを、終わらせることだ」

　人間やエルフ、魔族などを、生物としての同一階層に置いたとき。

　神魔の存在は、シンプルに『ひとつ上』になるという。

　今、人間たちが生活を営む生界が平和そのものであっても、その上にある神界と魔界で骨肉の争いが続いている。

　その莫ばく大だいな力の余波が生界に影響し、精神症を生み出している──

　それが世間に広く知られている定説であり、ルーイも疑いを持っていなかった。

　だが。

「そんなこと、ほんとにできるの」

　まっすぐにぶつかってくるターシャの疑問に、ルーイは首を横に振ふった。

　否定の所作。当然である。文字通り次元の違ちがう争いを止める手段など、普ふ通つうはない。

　だが、まったく打つ手がないわけではない、はずだ。

　たとえば、すべての人間が一いつ致ち団結し、総力を挙げて神か魔王かのどちらかに加勢すれば──

「みんななかよくすればいいのに」

　ターシャの言葉はいちいち的を射ている。

　現実味がまったくないわけでもない。

「神も魔王も、こっちの世界を見たこともないから、むちゃくちゃケンカする」

「そうかもな」

「魔界は熱すぎるし、神界はなんにもないって聞いた。神も魔王もこっちに遊びにきたらいい。そしたら……そしたら、うらやましくなって、もっとケンカする。ダメか……」

「いや。生界でしばらく暮らしたら、ウソみたいに人が丸くなった魔王、知ってるよ」

　ほんと？　とターシャの両目が輝かがやく。

　年相応にかわいらしいその表情に、思わずルーイの頰ほおもゆるんだ。

　つと、ひらひら揺れるヴィテの聖布に目がいく。

「……似合ってるな、服」

「シャーッ！」

「途と端たんに警けい戒かいすんな!?　もう貸してくれなんて言わねーって。ちゃんと守るよ……なんでセリス師し匠しようがこれ狙ねらってんのか、金以外の理由がマジでわかんねーけど」

「セリス。あいつ頭おかしい。絶対おかしい。アホ。バカ。嫌きらい。死ぬがよい」

「お、お、待て待て待て」

「セリスの弟で子しだからルーイも嫌い。いや、セリスの弟子だからルーイはヘンタイなのかもしれない。救ってあげなくもない。せいやあ、せいやあ」

「痛い痛いなんで殴なぐんの!?　えらい正しい構えから繰くり出す正せい拳けん突づきだな!?」

　どうやら本当に、セリスには悪印象しかないらしい。世間一いつ般ぱんから見た、これが【紅ぐ蓮れんの魔法使い】の評価であるともいえるだろう。

　正拳で打たれたところをさすりつつ、大だい丈じよう夫ぶだよ、とルーイは約束した。

「セリス師匠も、精神症のことはよく知ってる……ターシャが苦しむようなことは、きっとしないよ」

「でも最初に襲おそってきたとき、ターの服見て『大金貨三千』って言った」

「そ……それは、まぁその、師匠のクセみたいなもんでさ。つい言っちゃった的な──」

「『量産するなら自分が捌さばくから儲もうけは八対二ハチニー』とも言ってた」

「よしボコろう。もういいや、マジボッコボコにしようあの銭ぜにゲバ女。量産とか言い出したら完全にアウトだわ、泣いて謝るまでお尻しりペンペンだ」

「百回」

「百回な」

　がし、とターシャと力強く手を組む。

　かなり異質な対セリスタッグの結成であった。

「さっきの一戦で身にしみてわかったけど、セリス師匠もマジだ。マジ中のマジ。こっちが泣いて謝ったとしてもゆるしてくれるかわからない。もう倒たおすしかない」

「この世は頭おかしいやつほど強い。理り屈くつに合ってる」

「いや、セリス師匠は確かに頭おかしいけど、イコール単なるバカってわけじゃない。こと戦いにおいては、野や獣じゆうの勘かんと人間の悪わる知ぢ恵えをあわせもった、最悪のケダモノと思ったほうがいい。どんな手に出てくるかわからない。たとえば──」

「ルーイ」

「どうした？」

「ターおなかへった」

「マイペースはなはだしいなターシャも!?　ま、まぁ、しょうがないか。えっとー……」

　パユメールは相変わらず、間の抜ぬけた顔で眠りこけている。たたき起こしてもいいが、ミレーナが懐ふところにお菓か子しを隠かくし持っているはずだった。

　ダイエット中なのです！　と表向きうそぶいていた妹弟子を見やると、彼女もこっくりこっくりと船を漕こいでいる。神術の勉強をしていたはずなのに、のんきなものである。

　ルーイは音を立てずに近寄り、やにわにミレーナの上着の中に手を突つっこんだ。

「──ひや!?　ひゃ、ひゃわわわわわっ！　あ、兄あに様さまっ……!?」

「ここかー。んー、どこだー。ここかー」

「そ、そんな、いけないのです！　こんなところで、あっ……も、もっといいムードのときに、二人っきりの場所で……！」

「あった。クッキーか。ったく、学生みたいに居い眠ねむりこいてんじゃねーって」

　ほらターシャ、と振り向いて、ルーイは眉まゆをひそめた。

　ターシャも、まぶたを半分以上引き下ろし、うつらうつらと左右に揺れている。

　おかしい。

　いくら全員疲つかれがたまっているとはいえ、こんなタイミングで次々と。ターシャには、そんな素そ振ぶりもまったくなかったというのに。

　訝いぶかしむルーイの頰を、冷たいそよ風がなでた──

　風？　このダンジョンの奥地で？

　まさか。

「あ、兄様ぁ……？　どーしたのです──」

「ミレーナ、くちと鼻ふさげ！　布かなんかで、急げ！」

　バリケードの隙すき間まから顔を覗のぞかせ、ルーイは視線を巡めぐらせた。

　姿は見えない──いない──いや、いた。

　広場につながる細い道の端はし。わずかに赤い頭が覗いて、こちらをじっと見つめている。

　セリス・フォレストランナー。

　今まで見たこともないような、恐おそろしく底意地の悪い笑えみを浮うかべたその顔に、

「やべえ……!?　ね、眠ねむり薬だ！」

　罠わなを罠で返されたことを知り、ルーイは立ち上がった。

　幸せそうな顔で眠るパユメールを引っ張り上げ、がっくんがっくん揺ゆさぶる。

「パユ師匠おおお！　パユ師匠、起きて！　起きたら逃にげて！　今すぐ！」

「うーん、むにゃむにゃ。趣しゆ味みはショッピングと音楽鑑かん賞しようです……」

「なにバカバカしい夢見てんだ!?　あんたの趣味は盆ぼん栽さいだろ！　くそっ、ミレーナとターシャ、二人でパユ師匠運べるか!?」

　両目をこすりこすり立ち上がったターシャが頷うなずく。弟子のほうがよほどいい根こん性じようをしているようだ。

　逃げていくミレーナたちとは逆に、ルーイは広場の中央に躍おどり出た。

　今のところ、ルーイに眠ねむ気けはないが──体格の関係かもしれない。そうだとすれば、のちのち同じように効いてくる。

「くっくっくっくっ……！　まだまだ甘い。青い。若い」

　余よ裕ゆうたっぷりに歩み出て、セリスが小さな胸を大きく張った。

「敵がいつでも正面から来るとは限らないし、たとえ正面から来てもそのまま攻せめて来るとは限らない。基本よね？」

「忘れてましたよ、セリス師匠のひねくれっぷりを……弟子一人相手にするだけなのに、まさか眠り薬まで調達するとはね！　ちょっとはむなしく思え！」

「こんなの常備薬よ。魔界の宝石を砕くだいて生界のものといっしょにすりつぶし、隠し味を加えればあら不思議。水にも風にも混ぜれる優すぐれものよ？」

「怪あやしげな製法を口伝すんな！　紫アク活テイブ性バイ魔オレ術ツト！」

　ギクッ、とセリスが顔色を変える。

　まさか、この期ごに及およんでまだ法術を使うとは、思ってもいなかったのだろう。

（どっこい、こっちはずっと狙ってたんだ……セリス師匠に接近するチャンスをな！）

　セリスの最も厄やつ介かいなところは、自分のスタンスを決して変えない点である。

　接近戦が弱いわけではない。

　この手の魔ま法ほう使つかいの中では、むしろかなり強いほうだといえる。ルーイ風に比ひ較かくするならば、常人に比べて二十割、二百パーセントは強いだろう。

　だが、中・長ちよう距きよ離り戦では、それが千パーセント以上に跳はね上がる。

　どう考えても接近したほうがよく、そしてセリスもそれをゆるさない。どんな相手とも距きよ離りを保ち、法術の撃うち合いでケリをつけようとする。

　ダンジョン戦における唯ゆい一いつのメリットはそれだと、ルーイは考えていた。

　すなわち、

「定点転移セミテレポートッ！」

　セリスの背後をとるなどという、今まで不可能だったことも可能になる、と。

　クォン、と時の鳴る音が耳元で聞こえ──目に見える景色が切りかわる。

　棒立ちしているセリスの背中を、一メートルと距離のない位置でじっと見つめ、ルーイは小さく笑った。

「固定されたルートでの挟はさみ打ち。基本ですよね？」

「……挟み打ち？　どこが？」

「強がりはいいですよ。ミレーナ！　ミレーナ、戻もどってこい！　セリス師匠を──」

　はわわーっ!?

　というわかりやすい声だけが、迷めい宮きゆうの壁かべに何度もこだまして聞こえた。

『罠なのです！　これは罠なのです！』

『デビドルかわいい』

『やーなのです！　触しよく手しゆやーなのです！　はわわわ～っ！』

『見ようによっては、猫ねこにも……猫にも見えない、こともない……』

　まさか、とルーイは歯がみした。

「どっかから道を回りこんで、風下に罠神術を……!?　そっちに追い立てようとして、風上から眠り薬をまいたのか！」

「挟み打ちじゃなくなったわね？　どーすんの？」

「はっ。そんなもん……もう関係ないでしょ！」

　跳とびかかろうとするルーイの眼前で、ダガーによる横よこ薙なぎの一いち撃げき。

　かわして間合いを詰つめようとするルーイに、セリスはまっすぐ刃やいばを向けた。

　じり、と互たがいのかかとが鳴る。

（二段構えの策、恐れ入ったけどな……それは師匠そつちだけじゃないんだよ……！）

　この広場に、所ところ狭せましと無数にばらまいた、緑神術による罠。

　それらはほぼすべて、先ほどの定点転移セミテレポート──あらかじめ転移したい場所に印をつけておき、通常の【転移】術よりはるかに少ない手順での転移を可能にする技術──その印を隠すための目くらましにすぎない。

　だが、罠の中にひとつだけ、異質なものを交ぜている。

（俺の仕し掛かける罠のくせは、間ま違ちがいなく見切られてる……弟子のつらいとこだな。少なくとも、セリス師匠の視界に入った罠は、ぜんぶ把は握あくされてると見て間違いない。けど、あの罠は……魔ま界かいトリモチの罠だけは、俺の任意で発動できるようにした！）

　生界のものとは比較にならないほどしつこい粘ねん着ちやく力を持つことで知られる、魔界のトリモチを召しよう喚かんする罠。

　あと一歩、セリスが後ろにさがれば、その効果範はん囲い内に入る。

　勝ちを確信して足を踏ふみ出すルーイの鼻先を、

「どるゃっ！」

「うおおっ!?」

　再びダガーの切っ先がかすめた。

　慌あわてて跳び退すさり、片手で制止をかける。

「ちょ、ちょっと!?　何すんですか、当たったら斬きれますよ!?　斬れたら死にますよ!?」

「死にゃしないわよ。鼻はなくなるかもしれないけど」

「嫌いやですよ！　せ、せっかく男前の弟子ですよ、そんなことしちゃダメでしょ!?」

　法術防ぼう御ぎよに自信はあっても、刃は物ものの防御などできるはずもない。

　ルーイ、と明らかに後退など考えていない目で、セリスがバカ弟で子しに告げた。

「あんたは、あたしに恥はじをかかせたのよ……このあたしの身体からだに、縄なわをかけたのよ」

「歩く生き恥みたいな人がよく言う……」

「多少は！　痛い目みないとわかんないでしょーが！　お尻ペンペンみたいなもんよ！」

「そんな切れ味鋭するどいお尻ペンペンがあるかッ！」

　ツッコみではダメだ、とルーイは焦あせる頭で考えた。

　セリスは本気だ。

　体術においてのみならば、【光こう陰いんの魔術士】ロゼルスや【剛ごう腕わんの神法使い】メロルディに仕込まれているルーイのほうが上、ということもあるのだろう。どこまでやるつもりかはわからないが、間合いに入ったら躊ちゆう躇ちよなく斬ってくる。

　ツッコみや威い圧あつでは、後退させられない。ましてガチでやるなどもってのほかである。

　どうする。

　どうすればいい。

　セリスの紅あかい目に、殺やる気がうかがえるのは気のせいか？

「覚かく悟ごはいいかしら？　このバカ弟子が……！」

「……し……師し匠しようッ！」

「ぁによ!?」

　どうすれば、相手を気け圧おせるのか。最も混乱せしめられるのか。

　すなわちルーイは、自分が言われたら最も混乱することを。

　師匠に告げた。

「好きです!!」

　斬ざん撃げきは。

　こない。

　怪け訝げんという言葉をかたちにしたような表情で、セリスが黙だまりこんでいる。

　恥はずかしさがこみ上げてきた。よりにもよって、何をチョイスしているのか。

　だが、今ここで自分から下がったら──斬られるだけでは、たぶんすまない。

「も、もう……やめましょう！　ヴィテの聖布を奪うばっても、セリス師匠は幸せになれません！」

「しあわ……ハア？　あんた、何言って──」

「師匠を止めるのも！　師匠を超こえるのも！　師匠を、し、幸せにするのも、俺です!!」

　目をそらすな、とルーイは己おのれに命じた。

　気合いで圧さなければならない。小細工をにおわせてはならない。

　ただまっすぐに前ぜん傾けい姿勢のルーイを、セリスの瞳ひとみが捉とらえて──

　その頰ほおが、わずかに朱あかく染まったように、ルーイには見えた。

「な……なにを寝ねぼけてんのよ……」

　踏み出されかけていたセリスのつま先が、わずかに引っこんだ。

　いける。

「師匠」

「ちょ、ちょっ、待ちなさい。あんたね、そういう冗じよう談だんこそ、時と場合を考えて──」

「師匠。しかるのちに、師匠」

「し、しかるのち？　なに言ってんのよ、いいから落ち着きなさいって！」

　一歩前へ出るルーイに合わせて、セリスが一歩──

　後退した。

「いい？　いくらあたしが絶世の美女って言っても、あたしとあんたは師し弟ていである前に、親子みたいな──」

「【紅ぐ蓮れんの魔法使い】敗れたりッ！」

「は？」

　発動。

　胸中でそう念じ、ルーイはその場を飛び退のいた。巻きこまれてはたまらない。

　一度付着したら半年はベタつくという、最悪の魔界トリモチがセリスの足もとから──
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　現れなかった。

　仕し掛かけた罠は、弾はじける兆きざしすら見せないまま、今もそこにある。

「……え」

　意味がわからない。何がどうなっているのか。もう一度命じてみる、発動。

　そよ風ひとつ、その場には起こらなかった。

「ど、どういう……!?」

「どういう、はこっちのセリフよ」

「ひっ!?」

　改めて怪訝そうな表情のセリスに、過か剰じように怯おびえてしまう。

　はわわ～っ、と再びミレーナの悲鳴が響ひびいた。

　今、本当にはわわなのは、こっちだ！

「敗れたりってなによ……あんたちょっと、おかしくない？　ひ、人からかうにしても、タチが悪すぎるし」

『はわわ～！』

「あたしが結けつ婚こんしてないの、気にしてるわけ？　そんなの、あんたには関係ないことよ。それにあたしは」

『はわわわ触手さん、はわわわ～！』

「世界一の大金持ちになって、南の海にあたしだけの島を持って、国じゃないのに国よりゴージャスな生活を送る、そのための人生なんだから！　す、好きとか言われても」

『パユメール様寝てるっ!?　は、はわわわわデビドルくんっ、解顕バースト──』

「ちょっとミレーナ!?　うっさいわよあんた！」

　やはり、多少なりとも混乱していたのだろうか。

　不用意に、見えもしないミレーナのほうを振ふり向いたセリスの足が、罠わなを踏んだ。

　目くらましのためにちりばめていただけの、落とし穴の罠を。

「あ」

　発動。

　セリスの足もとに、黒く巨きよ大だいな穴が口を開ける。

　何の変へん哲てつもない罠である──セリスは落ちていくだろうが、一階層下にいくだけ。仕切り直しになったにすぎない。

　それでも今はありがたいか、と小さく息をつくルーイの足もとにも。

　その穴は及およんでいた。

「へ」

　ルーイの全身を浮ふ遊ゆう感かんが包む。

　驚おどろきのあまり、悲鳴すらもない。対象の周囲三メートルほどに、落とし穴を出現させるだけのはずなのに。

　こんな十メートル近い、なにもかも巻きこみかねない穴を開ける罠など。仕掛けた覚えもありはしないし、仕掛ける意味もわからない。

　なぜ!?

『はわわわわわわ～！』

　最後まで響いていたミレーナの声も、それを教えてはくれなかった。
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　気を失うほど落ち続けた経験などないし、そのあと無事だった経験も当然ない。

　しかし、ルーイは確かに気を失うほど落下し、そして今こうして無事であり、

「……ハア……？」

　目の前に広がる光景に、ただただあっけにとられていた。

　リズムのよい音楽。小こ太だい鼓こと笛の音。

　だだっ広いホールに響き渡わたるそれに合わせて、大勢の人間が踊おどっている。

　光る汗あせ。輝かがやく笑え顔がお。絶ぜつ妙みようの角度でチラ見えする白い歯。

　どちらを向いてもそんな景色がある。揺ゆるぎなく、疑いようもない健康ダンスホール。

　なぜ自分は、こんなところに？

「てゆーか、ここ……まさか……」

「あれっ……？　こんにちはぁ！」

　近くに立っていた少女が、汗をふきながらにこやかなスマイルを浮うかべる。

「いつのまにそこに。体験希望の方ですかぁ？」

「え？　あ、いや、俺は……」

「王国最大の室内フィットネス・クラブへようこそ！　初めての方は初めてコース、目的別にダイエットコース、ムキムキコース、ダンス・ウィズ・フェイミーコース、シャーマンコースとありますよ！　どうなさいますかぁ？」

「その脳みそとろけてんのか的なコース名には聞き覚えありまくるけど、俺はそういうんじゃなくて、あの、ダンジョンのですね」

「ダンジョンコース？　そういうのはちょっとぉ……」

「いや違ちがくて、あ、あれー？」

　違うでしょ！　と背後から声がかかった。

　振り向くと、長身の女性が一人、やはりにこやかな笑顔で立っている。

　はっきりとした目鼻立ちに、サイドテールにまとめた金きん髪ぱつ。

　活発な印象の美人だが、そんなイメージなどどうでもよくなるほど薄うす着ぎである。

　ベリーショートのタンクトップに、股また下したにフィットしたぴたぴたのスパッツ。水着もかくやというヘソ出しルックが、めりはりの利きいた抜ばつ群ぐんのプロポーションを潑はつ剌らつと演出している。

　性的魅み力りよくを感じてはいけないとすら思わされる、芸術的裸ら像ぞうのごとき健康美。

　とはいえ目のやり場に困るルーイの前で、女性は元気よく腰こしに両手を当てた。自然、豊かな胸が前に突つき出され、ルーイがさらに困る。

「クラブじゃなくて、ゼミナール！　みんなみんな、アタシの大事な弟で子しなんだからね？　ちゃんと案内しなきゃダメじゃん！」

「あっ。えへへ、すみませぇん」

「なんて言っちゃったけど、カレには案内いらないよ！　ここのこと、ぜーんぶわかってるから。そうだよね、ルーイ！」

　わかってはいませんけどね、と苦く笑しようとともに答える。

「覚えてはいますよ。お久しぶりです、フェイミー師匠」

「久しぶりー！　ほんと久しぶり、えーいつぶりかなぁ!?　ちょっと待ってね、今──」

「四年ぶりです！　ずいぶんご無ぶ沙さ汰たしてました！　はい！」

「そっかー。成長したじゃん、おとなっぽくなったじゃん！　でも一目見てルーイだってわかったよー！　背とか今どのくらいあるの？　ちょっと待ってね、すぐ──」

「背は！　あの！　ちょっとわかんないですけど、でも伸のびましたね！　わりとね！」

　そっかそっかー、と笑う彼女──フェイミーに、ルーイはぎこちなく笑い返した。

　この師し匠しようと会話するときは、ときに強ごう引いんにでも割って入らなければならない。

「てゆーか、すっごい急じゃん！　どうしたの？　連れん絡らくくれたらよかったのに！」

「や……すみません。実はその、来る予定でもなくてですね」

「え？　そーなの？」

「はい。俺、さっきまで確かに──」

「待ってっ！」

　口をふさぐ、という動作を隠かくれ蓑みのにした渾こん身しんの張り手が、ルーイの鼻の下を痛打した。

　涙なみだをこらえてうずくまる彼をよそに、フェイミーが全身をぷるぷる震ふるわせる。

「きた……きたよ……！」

「し、ししょ、それ長いんで……っ」

「ミュージック！　スタートォ！」

　ホールに控ひかえた楽団が、アップテンポな演奏を開始。

　全身をバネのごとく躍やく動どうさせ、フェイミーが一人踊りはじめた。

　ときに弾けるように。ときに恥はじらうように。ときに妖よう艶えんに誘さそうように。

　身体からだひとつで様々な魅力を、百面相のようにくるくると表現する。両目を閉じ、集中していながらも、笑顔を絶やすことは決してない。

　先ほどまでそろって踊っていた集団──全員フェイミーの弟子なのだろうダンサーたちも、師匠のステージに大だい歓かん声せいをあげた。
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（は、はじまっちまった……！　ヤだったのに、時間かかるから……）

　げんなりと思うルーイですら、視線はフェイミーから外せない。

　蠱こ惑わく的な肢し体たいがくねり、跳とび、たゆたう様に釘くぎ付づけになってしまう。

　これこそが【春風の神術士】、フェイミー・フェルディナンドの神しん舞ぶである。

　パユメールらの裏神術ではなく、祈き禱とうを主とする表の青神術。踊りでもって神に語りかけ、託たく宣せんを受ける特とく殊しゆな技術だ。

　芸術の都に私し塾じゆくを開き、若くして多数の弟子をもつ彼女は、それを日常的に行う。

「──っは！」

　ダンッ、と足を踏ふみならしてポーズを決め、フェイミーは両目を見開いた。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいする弟子たちを制するその顔は、しかし不服げである。

　唇くちびるをとがらせ、小首を傾かしげ、やがてがっくりを肩かたを落とす。

「う～ん……ごめんルーイ。なんかアタシ、チョーシ悪いみたい」

「え？　神しん託たく、出なかったんですか？」

「出たよー。でも、『ひととき前までヴィテ・ユグドラシルに穿うがたれし謎なぞを解き明かさんとするも、紅蓮とともにさまよい落ちて汝なんじが前に来たれり』だって。意味わかんないじゃんさー。比ひ較かく的てき絶不調ってカンジ」

　間ま違ちがいなく絶好調である。当たっていない部分がない。

　うそー!?　と驚くフェイミーに、ルーイは事情を説明した。途と中ちゆう、何度か踊りだされそうになったが、どうにかこうにか阻そ止しする。

　大勢の弟子たちが、にぎやかにダンススケジュールをこなす中、

「──てなわけで、ちょっとわけわかんないんですよ」

　とどのつまりはそう言うしかないルーイに、フェイミーはむつかしく腕うでを組んだ。

　信じられないほど形の良い胸の谷間に、先ほどのダンスの汗が浮いている。

　彼女見たさに弟子になった男バカが、果たして何百人いるだろうか。

「それは、なるほどー……託宣も意味不明になるわけじゃんね」

「まったくです。とりあえず、ここって街のどまんなかぐらいですっけ？　霊れい木ぼくまでそんなに距きよ離りないと思うんで、一度戻もどってみます」

「わかった！　アタシもいっしょに行くよ！」

「え!?　いや、それは……ありがたいですけど。いいんですか？」

　セリス、とフェイミーの唇が動くのを見て、ルーイは眉まゆをひそめた。

　記き憶おくにある限り、春風と紅ぐ蓮れんに確かく執しつめいたものはなかったはずだが。

「一度見たことしかないけど……あの人には、ダンスの才能がある。そんな気がするんだよねー、激しく」

「そんな理由!?　え、なんスか、会えたら弟子にでも勧かん誘ゆうするんですか!?」

「うーん……ううん、もしかしたらもう、踊れるかもしれない！　ルーイのいちばんのお師匠さんなんでしょ!?」

「へ？　え、それが？」

　だって、とフェイミーが満面の笑みを浮かべる。

「アタシのダンスプログラムをたった二か月でマスターした、天才ダンサールーイのお師匠さんじゃんか！」

「いっ……!?　いや、関係なくないですか!?　てゆーかそのことは秘密って……！」

「あれはねぇ、アタシもたまげたよねぇ！　術にはならなかったから、皆かい伝でんあげられなかったけど。でも、アタシの一番弟子はずっとルーイだよ！　紅蓮さんともめてるらしいけど、いっしょに踊っちゃえばいいじゃん！」

　はは、とルーイは乾かわいた声をこぼした。

　フェイミーの主義は単純明快である。ダンスが好き。ダンスが大好き。

　ついでになんか世界の噂うわさやら予言やらが聞こえるから、周りに教える。ただそれだけのことなのだ。

　しかし、世間一いつ般ぱんの目を鑑かんがみるならば。

（踊るだけ踊って託宣受けられないって、そいつはただの変なやつなんだっつの！）

　ダンサーでない以上そうなってしまうのだが、フェイミー的にはどうでもいいらしい。

　加えて、この状じよう況きよう──弟子集団がどよどよとざわめき、視線をルーイに集中させはじめている。一番弟子発言が、主な原因なのだろう。

　興味、不満、憧あこがれ、嫉しつ妬と。

　どれがこの場を支配したとしても、ルーイにとっては面めん倒どうくさいだけだ。

「相変わらず、自由をはき違えてますね……！」

「んっ？　なーにルーイ？」

「いえなんでも！　ちょ、ちょっと俺、トイレ借りますねー……」

　ひとまず逃にげようと壁かべ伝いに移動し、大きなドアにたどり着く。

　締しめ切きりのそれを開け、一歩踏み出して──ルーイは啞あ然ぜんと、その場に立ち尽つくした。

「……な……」

　迷めい宮きゆうが広がっていた。

　でこぼこした茶色い壁。曲がりくねりつつ果てしない道。なによりも重苦しく漂ただよう空気が、ダンスホールとは明確に違う。

　確かに、迷宮の中である。

　どうなっているというのだ。

「フェイミー師匠──っ……」

　振ふり返って、ルーイはもう一度凍こおりついた。

　ない。

　ドアがない。ダンスホールがない。誰だれもいない。

　たった今まで響ひびき渡わたっていた、にぎやかな声などかけらもない。

　すべてが白昼夢だったかのように、忽こつ然ぜんと消え失せてしまっていた──変わり映ばえのないダンジョンの景色が、愛あい想そなくのびているのみである。

　相変わらず、わけがわからない。

　しかしひとつだけ、どうしようもなく感じる。

「こいつは、やべえ……！」

「そうね。それは確かみたいね」

　振り向いた目に映る、ワインレッドの長ちよう髪はつ。

　壁に背をもたせかけていたセリス・フォレストランナーに、ルーイは身構えることもできなかったが──先手を打って、彼女が肩をすくめた。

「一時休戦。なんてこと言ってる場合ですらないかもしんないけどね」

「ど……どういうことですか？」

「見てたわ、今。そこに壁があって、ドアがあったから。鍵かぎ穴あなから覗のぞいてみたら、中も見えた。でもってあんたが出てきて、あんた以外のすべてが消えた」

「……幻げん覚かく、ですか？」

「たぶん違う。もっとやばい。今あったことも、フェイミー・フェルディナンドも、なにもかも現実よ」

　ざり、とセリスの足もとが鳴ったことで、ルーイは気づいた。

　地面の質感がおかしい。今までのユグドラシルダンジョンと、どこか違ちがう。

（これは……土？　いや違う。根か！）

　ヴィテ・ユグドラシルの根。その中に、自分たちはいる。

　ルーイの表情で察したのか、セリスは小さく頷うなずいた。

「軽い転移も絡からんでると思うわ。あの落とし穴は、あたしたちを真下に落としたわけじゃないみたい」

「て、転移、って……んなばかな！」

「ほんとにね。でも今のだってそうでしょ？　なにかがおかしい。ううん、どっちかがおかしい」

　セリスが肩かた越ごしに振り返る。

　ルーイの視線と同じ方向、薄うす闇やみが続くダンジョンの先を眺ながめて。

「ヴィテ・ユグドラシルか、パユメール・キーニックスか。どっちかが、変だわ」
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　ユグドラシルの名を冠かんする木は、実は大陸に複数ある。

　異界の神に直接名付けてもらえるわけはないので、要は近所の木にそう名乗らせたい人間たちが、勝手に出しゃばっているだけである。

　いわばその中のひとつにすぎない王国のヴィテ・ユグドラシルが、最も有名なユグドラシルたりえている理由は、主にふたつ。

　ひとつは、その単純な霊れい威い。木としての存在感が、やはり破格であること。

　もうひとつは、この巨きよ体たいでありながら、大陸で唯ゆい一いつ周りの木の養分を奪うばわずに共生していること──と、知識として知ってはいたのだが。

「びっくりなのですー……」

　言葉通り、ミレーナ・アルマティスはびっくりしていた。

　相変わらずのダンジョンの中。いなくなってしまったルーイをさがして、いっしょけんめい歩いていたのだが。

「木の中に木が生えてる、なんて……初めて見ましたのです」

「わたしも……」

「ターも」

　同行するパユメールとターシャが、こくこく頷いてくれる。

　ユグドラシルダンジョンの道みち幅はばは、安定してかなり広い。

　その道のどまんなかに、ミレーナほどの背の木がででんと生えているのだった。

　罠わなかと思ってパユメールを見るが、今度は首を横に振られる。仕し掛かけてもいなければ、こんなところに木を植えた記憶もありはしないという。

「それにしても、見たことない木なのです……あ、実が生なってるのです」

「ほんとだ。赤くてかわいい……いいにおいするよ。食べられるかな？」

「さ、さすがにそれは……毒でもあったら。あっ」

　ぱくっ、と飛びつくようにして、ターシャが謎の実を食べてしまった。

「はわわわ、た、ターシャちゃん……！　だ、だいじょぶなのです？」

「うまい」

　ほんとだおいしい！　と光の速さでパユメールがあとに続いている。

　右往左往したミレーナも、結局はひとくち食べてみて──そのまま道みち端ばたに並んで腰こしを下ろし、ごはんタイムとあいなった。

「にしても、さっきの触しよく手しゆは危なかったねぇ」

　黙だまって食べることが不可能であるらしいパユメールが、乾ほし肉をかじりつつ言う。

「ミレーナちゃんが、その、デビドルくん？　それでやっつけてくれなかったら、あのままねばねばまみれになっちゃうところだったよ」

「ねばねばはデビドルくんも苦手なんですけど、がんばってくれたのです！」

「あ、そっか、ぬいぐるみだもんね。セリスさんも、なんで布製にしたんだろ……」

　はぐはぐと木の実を頰ほお張ばりながら、ターシャが横目でデビドルを見やる。

　愛めでる気持ちは今でもあるようだが、セリス製と知って距離を置かれてしまった。ちょっぴり悪いことをした気分になるミレーナである。

「お師し匠しよう様も、なにげに乙女おとめなのです……前のおうちには、手作りのトカゲのぬいぐるみがたくさんあったのです」

「トカゲ……。そういえば、ちょっと気になってたんだけどね？　ミレーナちゃんとルーイくんは、セリスさんを追いかけてここに来たんでしょ。新聞屋で聞いて、転移装置とかでやってきたにしてもすごく早かったけど、いつもそうなの？」

「新聞はよく使いますけど、転移はしませんのです。兄あに様さまは自力でできるけどわたしが無理で、転移装置はとってもお金がかかるので……いつも馬車と歩きなのです」

「えーっ、すごい。よくそれで追いつけるね！」

「いいえ、空から振ぶりしまくってるのです。ある程度は絞しぼり込めても、最終的には兄様の勘かんなので」

「勘？」

　んしょ、とミレーナは荷物から、大きな地図を取り出した。

　各地にたくさん赤丸を入れた、『セリス師し匠しよう捕ほ獲かくポイント　大陸版』である。

「ああ見えて、お師匠様は無む駄だが嫌きらいなのです。世界一のお金持ちに、最短距きよ離りでなろうとしてるのです。襲しゆう撃げきに成功したとき、どの程度の利益が見込めるかとか、ターゲットの難易度と利益の比重とか、ぜんぶ考えて順番に襲おそっているのです」

「おおおおー……！　す、すごい情熱だね……って、あれ？　それって、じゃあ」

「残念ながら現時点で、パユメール様が守るヴィテの聖布は、最も楽してゲットできそうなお宝だとお師匠様に思われているのです」

　だよねー、とパユメールががっくり肩かたを落とす。

　これほど素す直なおな大人も珍めずらしい、とミレーナは素直におもしろく思った。

「他ほかにもいろいろあるのです。お師匠様がいる場所は、なぜか【精霊通信ウイスパード】でエルフと魔ま族ぞくの話題がなくなるっぽいですとか。猫ねこ師し匠しように地図を見せて、最初に鳴いたところが狙ねらわれるっぽいですとか」

「ぽ、ぽい……」

「このへんは本当にぽいなのです。どの程度信用するか兄様が決めます。それで最後も、兄様がよくわからない理り屈くつの宗教的勘で見切るのです。これがまたよく当たるのです！」

「な、なんかミレーナちゃん、くやしそう？　自分が当てたいの？」

「……はいです」

　ウソをついた。

　そんなことでくやしがっているわけではない。

　ルーイの予想が当たるたびに。セリスの行動を読み切るたびに。ミレーナの胸の奥で、ほんの少しだけ耳慣れない音が鳴るのだ。

（お師匠様は、すごい人で……いろいろ本当にすごい人で。すごいってことばかりが、取り沙ざ汰たされますけど……きれいな女の人でも、あるのです）

　もしも今、ルーイとセリスが二人っきりでいたとしたら。

　そこには、何もないだろうか。ルーイがボコボコにされているだけだろうか。

　そうだといいのですけど、と目的のために過程を見失うミレーナである。

「ルーイくんかぁ」

　ハンカチでターシャの口元を拭ふいてやりながら、パユメールがうんうんと頷く。

「立派になってたねぇ。がんばり屋さんなのも変わってないし」

「はいです。兄様はすごいのです！　きっとお師匠様を捕つかまえられるのです！」

「そうね。世界さえ平和になれば、セリスさんとも渡り合えるってわかったし……そうなったらきっと、いろんなお師匠さんたちから皆かい伝でんもらえちゃうね」

　皆伝！　とミレーナは胸の前で手を組んだ。

　法術者として、一人前の証あかし。俗ぞくな話だが、皆伝ひとつあればひとつの仕事を一生続けられると言われている。

　ルーイの法術力が回復し、彼の持つすべての技わざを満たしたなら。

　いったい、いくつの皆伝に埋うもれることになるのだろう！

「おっと」

　もたれかかってきたターシャを、パユメールが受け止めて、そのままひざに寝ねかせる。

　ネコ耳少女は大きな目を閉じ、口元をむにゅむにゅさせて寝ね入いっていた。

　セリスのプレッシャーにさらされながら、ずっと迷めい宮きゆうの中を逃にげていたのだ。疲つかれ切って当然である。

「はわ……ターシャちゃん、かわいいのです……！」

「うん」

「融眼遊症ブレイクスコープが治ったら、きっともっともっと笑ってくれるのです！」

　つと顔を上げ、パユメールは──なぜか、自じ嘲ちようするように微笑ほほえんだ。

「ミレーナちゃん……気づいてたんだね。この子、笑わないって」

「あ……はいです。うれしそうな目や、悲しそうな目はするけど……」

「泣きもね、しないよ。自分でそうしてるんだと思う。ごはん食べてるときも、勉強してるときも、ずっとなにかをこらえてるから」

　本当は、とパユメールがターシャの背中をなでる。

　いや。

　ふわふわとたなびきながら少女を守る、ヴィテの聖せい布ふをなでたのかもしれない。

「こんなもの、ないほうが……いいのかもしれないけど」

「ど……どうしてです？　それがなかったら、だって、ターシャちゃんは」

「もちろんね、死んじゃったらいやだよ。そんなのはいや。わたしの独りよがりだとしても、いやだよ……。でも」

　じっと静かに、寝ね息いきすら感じさせず眠ねむっているターシャに、パユメールが歯がみしたように見える。

　なんとなくおろおろしてしまうミレーナを、

「ねえ……わたし、いいお母さんになれると思う？」

　とんでもない質問が直ちよく撃げきした。

　はわわわわわわわわわ、と口くち癖ぐせが本領を発揮する。母親。母親とはこれいかに。

「お、お、おめ、おめでとう、ご、ございますですっ……!?」

「え？　あ！　ち、違うの、違うのミレーナちゃん！　わたしってばわたしってば何を」

「あ、相手はっ？　相手は、ま、まさか、まさかあ、あ、あ、あに、兄様っ……!?」

「ふお!?　ちがっ、それはぜんぜん違うよ！　ルーイくんじゃないから、てゆーかそーゆーんじゃないから！　あわわわミレーナちゃん──」

　ふしゃーっ！　とターシャが跳とび起きた。

　驚おどろきのポーズで固まる二人を、地面に猫ねこパンチを繰くり出して威い嚇かくする。

「うるさいし！」

「「ご……ごめんなさい」」

「おトイレし！」

　し？　と首を傾かしげるミレーナたちを置いて、ターシャはてくてく歩いていった。

　やはり怒おこるには怒るのであるなぁ、と妙みように感心するミレーナだったが。

「あの子の、両親が……行方ゆくえ不明なの」

「……！　それは……え、どうして……!?」

「北国のダンジョンにもぐったまま、帰ってこない。もう、一年以上になるわ」

　そう告げるパユメールの目に、なにが映っているのか。

　彼女の表情があまりにも悲しく、ミレーナには想像もできなかった。

「ケットシーのね、冒ぼう険けん家だったの。ターシャちゃんの両親は、二人とも。わたし、どっちもよく知っててね……神術士のコンビで、定住を嫌うケットシーらしい性格だった」

「冒険家のケットシー……すごいのです」

「うん。いつもあちこち旅してた、とっても仲のいい家族よ。でも……北の迷宮に入ったって聞いたとき、いやな予感がしてね。わたしもあとを追ったの。そしたら、迷宮の浅いところに、あの子だけが倒たおれてた」

「そんな……、北の迷宮って、まさか」

　専門ではないミレーナも、聞いたことがある。

　最も未み踏とう率が高く、それゆえに不思議なアイテムが──聖魔天アーテイ遺物フアクトなどが大量に眠っている、巨きよ大だいな迷宮が北にあると。

　頷うなずくパユメールの両拳こぶしから、白く血の気が引いていた。

「全力でやっても、ダメだった……法術力を絞り尽つくしても、迷宮の半分の地図も作れなかった。捜そう索さく隊も組織されたけど、地図より奥へは行けない。ターシャちゃんの両親は、見つからなかったわ……」

「……遺体、も？」

「うん。だから、生きてるかもしれない。少なくとも、ターシャちゃんはそう信じてる」

　ミレーナはぬいデビぐるみドルを抱だきしめた。

　聞いているだけで、胸が痛い。ターシャの考えていることが、如によ実じつに想像できる。

　精神症しようの子供を持った家族が、北の迷宮に挑いどむ理由。

　そんなもの、いくつもありはしない──ターシャはずっと抱かかえこんでいるのか！

「この世は、やさしくなさすぎるよ……ルーイくんにも、ターシャちゃんにも」

　見たくないものを見せられるくらいなら、いっそ目をつむってしまうのもいい。そのために誰かが必要であるなら、自分にできることも、きっとある。

　そういう幸せの可能性を、パユメールはさぐっているのだろう。

　ミレーナには、何も言えない。ターシャについて語る立場にはない。

　ただ、

「兄あに様さまは……とても楽しそうなのです」

「ルーイくんが？」

「パユメール様がおっしゃってた通り、兄様はまだ、ひとつの皆伝ももらっていませんです。わたしの知る限り、誰だれよりも深く厳しく努力なさってるのに、ひとつも。兄様はよく、くやしいと言いますです。でもすぐに、ありがたいと言いますです」

「……どういうこと？」

「兄様にもし弟で子しがいて、その弟子が兄様くらい努力していたら、ぶっちゃけ兄様なら情にほだされて皆伝あげちゃうって、自分で言ってたのです」




　──そんな甘い師匠は　一人もいないぜ

　──みんな　結果が出たか出なかったか　それだけで判断してくれる

　──だから俺も　結果を出すことだけに　全身全ぜん霊れいかけて挑める

　──「こんなにやったから認めてはもらえるだろう」「努力は評価されるだろう」

　──そんなふうに　足もとをぐらつかされる心配はない　ありがたいこった




　自分はまだまだ甘い。ルーイは暗にそう戒いましめているのだろう。

　しかしミレーナには、世界でいちばん強く、人生を楽しんでいるように見える。

「パユメール様も、その一人なのです」

「そ……そんな、あはは。なんか照れちゃうな～！　よかったー、皆伝あげてなくて」

「あげそうになったのです？」

「ルーイくんの誕生日のとき、プレゼントーって言ってあげようかなって……あれはなんであげずにすんだんだったかなぁ。忘れちゃったけど、クッキーにしたんだよね」

「けっこうダメダメなのです、パユメール様……」

「てへへ～……。にしても」

　パユメールがにやりと笑った。

　両目をぱちくりさせるミレーナの肩を、指先でつんとつつく。

「ルーイくんのこと、よ～く見てるね？　ミレーナちゃん」

「はわ!?　う、と、それはだって、妹弟子ですので……！」

「うそうそ～。態度に出すぎだよ！　ずっと二人旅って言ってたもんね。どこまでいったの？　ねっ？」

「ど、どこまでって……はわわ……！」

　かあ、と頰ほおが熱くなるのを感じた。

　言うまでもなく、ルーイのことは好きだ。

　兄弟子として尊敬している──のみならず、胸の鼓こ動どうが静まらなくなることも、ある。

　態度に出ているとは、どういうことだろうか。

　まさかルーイにも、この鼓動が聞こえているのだろうか。

「どこまでっていうか……あ、あう……」

「ぎゅーなの？　ちゅーなの？　ああ甘あま酸ずっぱい！　大好物！」

「ね、寝ぼけた兄様に……」

「寝ぼけイベントとな!?」

「思いっきり……せ、背中を叩たたかれたことならあるのです……」

　きゃっ、と両手で顔を覆おおってしまうミレーナであるが。

　パユメールの表情から、きょとんという効果音をともなって笑えみが抜ぬけ落ちるのを、指の間から見た。

「……はい？　え、っと……背中を？」

「はいです。寝てましたら、こう、ファイトォばしーんっ、みたいな感じで」

「な、なんで……？」

「ときどき夢の中でテンション上がってるみたいなのです。起きてから苦情を言いますと、朝ご飯のホットケーキにおかわりがつくのです！」

「そ……そう。甘酸っぱくないわねぇ～……夢のテンションを現実に持ってくるのは、なんかルーイくんらしい器用さだけど……」

　はわわわ、とミレーナはハンカチで顔をふいた。

　パユメールといいセリスといい、なぜこの手の話題が好きなのだろうか。妙な汗あせをかいてしまうので、ミレーナとしてはあまり得意ではない。

　ルーイの話ができるので、その点についてはうれしいのだが。

「その乳で十歳児並みの恋れん愛あい観……ミレーナ恐るべし……」

「あっ、ターシャちゃん。ち、乳とか言っちゃダメだよ？」

　てくてく戻もどってきたターシャが、ダンジョンの奥を指さした。

「パユ。あっちに『上がり根』あった」

「お、あった!?　ターシャちゃんすごい、よく見つけたね！　行こ、ミレーナちゃん！」

　はわ？　と首を傾げるミレーナの手を引き、パユメールが移動する。

　謎なぞの『木の中の木』から、ほんの二十メートルほど進んだだろうか。

「あ、ほんとだあった！　ミレーナちゃん、これが上がり根だよ！」

　パユメールが指さした壁かべは、他ほかと比べて妙にゴツゴツしていた。

　人の腕うでほどもある節くれ立った管が、木き肌はだの下を這はっているかのようだ。

　ミレーナの隣となりで、ターシャが無表情のままぴょんぴょんと跳はねている。ほめてもらえてうれしいのだろうか。

「上がり根って、何なのです？」

「水浴び」

「み……水浴び!?」

　予想外の単語に、思わず声が上ずった。

　ここはダンジョンである。複雑な迷めい宮きゆうのただ中である。

　そこで耳にする言葉として、それは奇き跡せきに近いものではなかろうか。

「ちょーっと待っててね～……」

　ターシャといっしょにぴょんぴょんするミレーナをよそに、パユメールがショートソードを構えた。

　管に沿って刃やいばを突つき立て、がしがしと木を削けずっていく。

　薄うすい膜まくのような壁が破られ、やがてやわらかそうな『根』が現れた。

　他と違ちがって色が白く、先細りになっている。どうやら、本当に木の根であるらしい。

「迷宮神術の副作用でね。ときどき、こんな感じで上まで押し上げられちゃう根っこがあるのよ。この木のサイズ的にはこれ、根じゃなくて根毛なのかな？　よいしょ、っと」

　パユメールが根を引っ張り出し、背せ伸のびして高く固定する。

　白い先せん端たんをショートソードで切ると、水の滴しずくが幾いく筋も流れ落ちた。

「あ！　お水……こんな高い階層ところまで!?」

「ね。すごいよね。地中か、こういうヴィテ・ユグドラシルみたいな大きな木に造ったダンジョンでないと、使えない方法なんだけど……この根に、ちょっぴり切れこみを入れてから、回復魔ま法ほうをかけまーす」

「回復魔法？」

「白治癒ヒーラー魔法ホワイト、深水アクリ回復撫カバリー」

　ミレーナにもなじみ深い白魔法を、パユメールが露ろ出しゆつした根に与あたえる。

　白い光が集束し、植物をやさしく包みこんで──

　突とつ然ぜん、先端から流れる水の勢いが増した。

　ほら！　とパユメールがミレーナの背を押す。

「脱ぬいで脱いで！　早くほら脱いで、ターシャちゃんもいっしょに！」

「はわっ!?　で、でも、はわ、はわわわわ」

「回復しきったら水止まっちゃうから、ちょっとずつ傷つけながら魔法かけ続けないといけないの！　だから早く身体からだ洗って、あ、荷物はぬれないとこに置いてね！　この水流れていかないから、水たまりに浸ひたっちゃう」

「はわわわ、ユグドラシルさんごめんなさい、はわわわわ」

　急せかされるままにもたもたと服を脱ぎ、ミレーナは一糸まとわぬ姿となった。

　すぽーん！　と一いつ瞬しゆんで脱だつ衣いしたターシャとともに、水の下に入る──ビクッとするほど冷たかったが、長らくさまよい続けた身体には、まさしく極ごく上じようの刺し激げきであった。

　反射的に両手で水を受け、顔を洗う。

　生き返るような心地ここちに、思わず深く息をついて──同時に、我に返った。

「って！　わ、わたし、はわ、何しちゃってるのです!?　め、迷宮のまんなかですっぱだかに！　ついつい脱いじゃって、はわ、隠かくすものも、は、はわわわわ」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。誰もいないし、わたしが見張ってるから。あとで交代してね！」

「は、はう、でも……あう、お水きもちいい……ふわあ」

　見通しも悪くない道の途と中ちゆう。モンスターが出ないとはいえ、迷宮の中。

　そんな場所でなにもかも脱ぎ捨て、幼女といっしょに水浴びをしている。

（も、もし今……カーテンも何もないこんなとこに、あ、兄様が来ちゃったら……）




　──わっ　何してんだミレーナ　こんなとこで

　──な　何も見てないから　あっち向いてるからな

　──前にも言ったかもしれないけど　おまえのはだか　きれいだな

　──俺も歩き通しだから　ちょっとシャワーとか

　──ミレーナ　俺もうガマンできないよ　おまえのこと




「そういえば……宿屋さんで着き替がえ中に、兄様が入ってきてはだか見られたとき。反射的に言われた言い訳が『きれいだな』だったので、不覚にもうれしかったのですー……」

　あられもない妄もう想そうと、心地よいシャワーにほだされて、つい思い出を口走る。

　はたと気づいて顔を上げたときには、両目をきらきらさせたパユメールが正面に迫せまっていた。

「なになになになに!?　着替え!?　着替え見られちゃったの!?　しかもはだかとな!?」

「あ、いえ、あう、あの」

「どこまで見られちゃったの!?　おっぱい見られちゃったの!?　それともまるっと!?　ルーイくん、歯止めきかなくならなかったの!?」

「は、はわわわわ」

　まさしく歯止めがきかなくなったところを妄想していただけに、なんともバツが悪い。

　ぐいぐい詰つめ寄ってくるパユメール。とても美人だとミレーナは思うが、ルーイが「もう年齢としだ」と言っていた理由が初めてわかった気がする。
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　さらに下から、ターシャもぐいぐいとミレーナの胸を押し上げてきた。

「これは……すごい……だぷんだぷんゆってる」

「ねー、すっごいよね。ロリ巨きよ乳にゆうってゆーんだよロリ巨乳！　ミレーナちゃん、こんなかわいらしい顔でこんな凶きよう悪あくな……もうひとたまりもないねー」

「ヘンターイが生まれるのもしょうがない……パユにもこんなのついてない」

「ターシャちゃん？　それはね、たとえ事実でもね、言わなくっていいのよ？」

　むにむにもみもみと、胸を好き放題される。

　張りのある肌はだに水すい滴てきが弾はじけ、鮮あざやかに色づいた山頂から、やわらかに形を変える谷間へとすべり落ちてゆくその様は、たとえ同性であってもため息をつかざるをえないほどの色めかしさで──

　ごくり、とパユメールとターシャののどが鳴った。

「ルーイくんは、これを……これをほしいままに……」

「してないのです！」

「パユ。なんだかわからないけど、ターはルーイが憎にくい」

「なんでっ!?」

「そうだね。これはルーイくん、ほぼ有罪……いや！　死し刑けいだね！」

「あ、兄あに様さまぁーっ!?」

　ぴちょん、と水の滴が落ち、組んずほぐれつしていた三人は顔を上げた。

「おっと……止まっちゃったね、水。回復かけなおすわ」

「わ、わたしはもう、充じゆう分ぶんなのです。パユメール様、交代どうぞ……」

「えー。もっとミレーナちゃんのおっぱい見たーい」

「は、はわ、ぱ、パユメール様！　こらーっ！」

「こらーて。ルーイくん、いつもこんなふうに怒おこられてるのかぁ……つくづく──」

　視界の端はしでなにか動いた気がして、ミレーナは振ふり返った。

　パユメールから受け取ったタオルで、胸の下側をふきかけたまま──道みち端ばたに寄せた荷物と、相変わらずの通路、ぷるぷる身体を震ふるわせて水気を切っているターシャという景色を眺ながめる。

　なにも、違い和わ感かんはない。しかし気のせいと断ずるのも、いささか収まりが悪かった。

　なぜなら、パユメールも同時に振り向いているのである。シャツをまくり上げた、中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢のまま、ぴたりと動きを止めて。

「パユメール様……今……？」

「う、うん、なにか……動いたような……？」

「ま、まさか」

　兄様、と言いかけたところで、ターシャがビクッと毛を逆立てた。

　ヴィテの聖布を握にぎりしめ、じりじりと後ずさっていく。その青い猫ねこ目めで、じっとミレーナの背後をにらみつけて。

　小首を傾かしげるミレーナの視界に、影かげが差した。

　なにかの大きな、影。反射的に後ろを振り返る──そういえば、宿屋で着替えていたあのとき。ルーイの気配を感じて振り向いたときも、こういう感じではあった。

　今、背後にいるのも、ルーイならいいのに。

　たとえまた、はだかを見られていたのだとしても──

「は……はわーっ!?」
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　一方。

「こーゆーのはねー、ちょーっとぬるいかなー？　ってくらいでいーのよー。わかる？　熱くしすぎちゃダメだからねー」

「そっスね……」

　しゃわー、と水の流れる音を聞きつつ、ルーイは炎ほのおの魔法を調節していた。

　ヴィテ・ユグドラシルの根、すなわち地下とおぼしきダンジョン空間の中である。

　落とし穴の罠わなにかかる前、地上のダンジョンのつるつるした内観と違い、まるで岩いわ肌はだを削りだした天然迷宮のような無骨さが目につく。

　その壁を適当に掘ほり抜ぬいて、ヴィテ・ユグドラシルの根毛を引っ張り出し、回復魔法の応用で水を流させつつ、それを温めているのだ。

　ちょうど曲がり角になっている壁の向こう、身体を洗っているセリスの命令で。

（んっとに、よけいなことばっかよく知ってるよなぁ……）

　迷宮神術を使えないはずのセリスが、このテクニックを知っていたのは意外だった。

　ルーイも知識として知ってはいたが、面めん倒どうなので黙だまっていたというのに。

「そーそー、今くらいの湯加減。維い持じするのよー。これも修しゆ行ぎようと思いなさい、修行と」

「そっスね……」

「師し匠しようのために、弟で子しががんばる！　すばらしいじゃないの、うんうん」

　高所から水を落とせるこの方法。法術力の扱あつかいに長たけた者ならば、根の途中を炎であぶりながら回復魔法をかけ続けることで、温水にすることも可能である。

　当然、その役はずっと法術を駆く使しし、水浴びをサポートし続けなければならない。

　思った通りに面倒なその作業を、しかし黙もく々もくと続けつつ、

（だいたい……油断しすぎてやしねーか？）

　ルーイは延々と──いや悶もん々もんと、別のことばかりを考えていた。

（弟子っつっても……てゆーか俺っつっても、男がすぐそばにいるってのに。あっさり服脱いで……というか脱ぎ散らかして……）

　ルーイのいる荷物置き場からでも、セリスの放ほうりだした服が見える。

　よれて破れた黒マント。紅ぐ蓮れんを示すような赤い上着。

　それに、白い──ほどよくくるんと丸まった、あれは──

「見張りも怠おこたるんじゃないわよー」

「っ……スね」

「だからっつって、こっち覗のぞくんじゃないわよー」

「そっスね！」

　ごくごく平静に対応した。できた。はずだ。

　当然である。向こうにいるのは、若くてぴちぴちな巨乳のはわわなどではない。

　母親代わりでもある師匠なのだから。

　ドキドキするなど、ありえない。

「っあー、生き返るわー！　さすがに三日さまようのはやばいわよねー。変なにおいとかはしてなかったと思うんだけど」

「そっスね」

「自分じゃわかんなくなっちゃうもんね。わ、こんなとこアセモできてる!?　かゆいと思ってたのよー」

「そっスね」

「……。あ、背中がうまく洗えないなー。誰だれか流してくれないかしら」

「そっスね」

「もうパユメールたちほっといて、どっか遊びに行こっか」

「そっス──」

「くぉらバカ弟子ッ！」

　怒ど声せいとともに顔を出したセリスに、ルーイはビクッとおののいて──

　慌あわてて目をそらした。

「ちょ、ちょっと師匠!?　どこまで出てきてんですか！　見えちゃうでしょいろいろ!?」

「うるさい！　どんだけ気のない返事してんのよ!?　少しくらいドキドキしろ！」

「す、するかっ！　今さらすぎますよその自意識過か剰じようは！」

「チッ……ちょーっと普ふ段だんから巨乳でかいの見慣れてるからって……」

　ぶつぶつ言いながら、セリスが身を引っこめる。

　水！　と要求される前に、ルーイは法術を再開した。デキる弟子アピール、ではない。

　本当にドキドキしてしまったのが、どうしてか後ろめたかった。

（ま、まぁ……セリス師匠も、一応、女だもんな。生物学上）

　正直今まで、生物学上も『種別・守銭奴セリス』として認にん識しきしていたのだが。

　ルーイの知らない、セリス。

　見たこともない、見ようと考えたこともなかった──思っていたよりずっと白い肌と、ぬれて張りついた紅くれないの髪かみ。上気した頰ほおと、なによりも鮮やかな朱あかい唇くちびる。

　まばゆいほどに美しい、宝石のような紅蓮が、まぶたに焼きついていた。

「凹おう凸とつの少なさは織り込み済みとしても……」

「なんか言ったあ!?」

「い……いえ！　た、タオルふかふかなのあります！」

「でかした！」

　多少なりと機き嫌げんを取ることに成功したりもしつつ、数十分後。

「ほんとに浴びなくていいの？　あんた」

　服を着たセリスが、髪をタオルで丁てい寧ねいにふきつつ言った。

「いいですよ。あんま変わらないし、慣れてるし」

「きったないわねー。それでもあたしの弟子？」

「心は師匠よりずっときれいだから、いいんでぐッ!?」

　みぞおちにひじ鉄をもらいつつも、ルーイは手にした乾けん薄ぱく紙しノートをめくる。

　パユメールが、地図神術の出力に用いたノートである。戦いのどさくさで、うっかり持ってきてしまったのだ。

「地図を……見ても、けほっ。やっぱここは、地下一階──一階？　まぁとにかく、地上ダンジョンより下にある階層です。歩き回って書き留めて、パユ師匠の地図と一いつ致ちするポイントを見つけましたから、現在地はわかります」

「あんたほんとそういうとこマメっていうか、そつがないわよねー。ロゼルスはキショいって言ってたけど」

「ニートに言われたかないです。それで、ですね。今からつい二、三時間前に、パユ師匠が書き起こしたこの地図の端はしっこ……が。ここ、なんですけど」

　道のまんなかに立って、ルーイは両手を腰こしに当てた。

　地図にあるルートは、確かにここで行き止まりになっている──はずが。

　はるか彼方かなたまでぐねぐねとのびている通路を確認し、ルーイはノートを閉じた。

「あたしの言った通りでしょ？」

　タオルを首にかけたセリスが、小さく笑う。

「ダンジョンが広がってる。地下で大きくなってる。その拡大部分に、あたしたちが放りこまれちゃったわけね。落とし穴と転移のコラボレーションで」

「でも、どうして……こんな」

「可能性は、さっきも言ったけどふたつ。この木になにか仕し掛かけがあるか、パユメールが裏切ってるか。どっちかよね」

「裏切ってるって、どういうことなんですか？　仮にダンジョン拡大がパユ師匠のしわざだとして、それで誰を、どう裏切ってることに……？」

「さぁ？　適当言ってるだけだから」

「適当で人の師匠を悪わる墜おちさせんでください!?」

「でも関係性は高いでしょー？」

　言いながら、セリスは歩き出した。

　きびすを返して、元来た道へ──ヴィテ・ユグドラシルの根本の方角へと。

「そもそもこの木の管理してんのパユメールだし、自動で迷めい宮きゆう広げるなんて芸当できるとしたらパユメールだし、バカ弟子の頭はパッパラパーだし」

「人のことオチに使うのはいいですけど、ちょ、この先は？　調べないんですか？　ダンジョンがどこまで広がってるか、とか」

「知ったところで、意味なさそうだからね」

　それに、と呟つぶやくセリスから、ルーイはタオルを受け取った。

　水を補ほ充じゆうしたリュックの隙すき間まに詰つめこむ──どこかなつかしい匂においが、ふわりと香かおった。

「たぶん、ヴィテ・ユグドラシルの根が広がってるところまで、ずっとふくらんでいくだろうし」

「木の……ですか。根っこってどこまで……」

「細いのの先せん端たんは、少なくとも上の街の端っこにゃ届いてるでしょーね」

「はしっ……街を包んでるんですか!?　な、なんかそれ、だいぶ怖こわいんですけど!?」

「そうねぇ。霊れい木ぼくってよりバケモノだわね。バケモノといえば、今のとこモンスター的なのは出てきてないけど、警けい戒かいしときなさいよ？　ちょっとこの雰ふん囲い気きは──」

　つらつらと、立て板に水としゃべりはじめたセリスに目を向けて、

（……そっか）

　この角度から彼女を見ることが、ずいぶん久しぶりなのだとルーイは気づいた。

　隣となりに並んでから、半歩下がる位置。

　歩調に合わせて揺ゆれる後おくれ毛と、まっすぐ前を向いた瞳ひとみの見え方と。

　どうしようもなく安心させられてしまう、そんな景色である。

（やっぱ……俺にとっては。なぁ）

「──ちょっと。聞いてんの？」

「え？　あ、っはい。えっとー……な、なんでしたっけ」

「…………」

「す……すみません。ちょっと、お、俺は俺で考えごとを！　決してぼーっとしていたわけでは、ご、ごめんなさいっ──……って。セリス師匠……？」

　立ち止まり、横手の壁かべを見ているらしいセリスの視線を追った。

　土気色ばかりの壁へき面めんに、いきなりカラフルな看板が掛かかっている。

　雑貨店、という字が読み取れた。一文字一文字デコレートされている。看板の下には小こ洒落じやれたドアがあり、小さな植木も設しつらえられていた。きっとかわいい店なのだろう。

　ただし、ここは迷宮である。

　周囲に変化はなく、殺風景極きわまりない中に、冗じよう談だんのごときファッショナブル。

　いっそ笑っていいのかとまで思えてくるそれに、ルーイは頰を引きつらせた。

「……ま……また、か!?」

　先ほどと逆だが、状じよう況きようは同じだろう。フェイミー・フェルディナンドのダンスホールから、このダンジョンにつながっていたように。

　あるはずもない建物が、突とつ如じよとして出現している。

「何なんだ、こりゃ……!?　いったいどういう理り屈くつで──」

「ちょっと待ってて」

「へ!?　し……師匠!?」

　てくてくと、何の気もない足取りで、セリスが店に近づき──

　そのまま、入っていった。

　パタン、と閉じるドアに向かって中ちゆう途と半はん端ぱに手を伸のばし、ルーイは動けなくなる。

　──どうするべきだろうか。

　あとに続くべきか？　しかし、フェイミーのダンスホールのように、突とつ然ぜんドアもなにもかも消えてしまわないとも限らない。

　というか今、そうなったとしたら。けれども待っていろと言われた。いやしかし。

　ぐるぐる考えて結局動けずに、五分後。

『ありがとうございましたー！』

　愛あい想そのよい店員の声に送られ、紙かみ袋ぶくろを抱かかえたセリスがダンジョンに戻もどってきた。

　いつから止めていたのかわからない息を、ルーイは深々と吐はき出す。

　待っているだけで、なぜこんな思いをしなければならないのか。

「ただいま」

「お……おかえりなさい」

「なに疲つかれてんのよ？　はいこれ」

　差し出された水の革かわ袋ぶくろを受け取り、そのまま残されているセリスの手に銅貨を載のせる。

　さすがにセリスが笑った。

「よく……よく訓練されてるわねえ！　さすがはあたしの一番弟で子し！」

「水だろうがなんだろうが、借りたままにしとくとあとが怖いってだけですよ！　何要求されるかわかったもんじゃない。経験からくる自衛です」

「それを訓練されてるっていうのよ。師し弟ていの深い絆きずなを感じるわー」

「どうだか……」

「もう一度」

「へ？」

「もう一度、今みたいな店があってほしいわね」

　ルーイは、肩かた越ごしに振ふり返る。

　先ほどの雑貨店のドアは、いつのまにか影かげも形もなくなっていた。

「確かめたいことがあるの。見み逃のがさないようにね」

「……はい」

「この棒ケーキおいしーわー。チョコとバナナがあったからチョコだけ買ったんだけど、バナナも買っとくべきだったかしら。そういえばこないだバナナみたいな──」

　話の内容が、徐じよ々じよにどうでもいい方向へシフトしていく。

　これほど意味不明な状況でも、まるで朝の散歩中であるかのように。

　いかなるときにもマイペースな姿勢は、きっと見習うべきなのだろうが。

（やっぱ……勝てる気がしねーや。この人にだけは、いつまで経たっても）

　そう思わされる要因は、単純な強さだけではないのかもしれない。

　こんなあけすけな、開けっ広げな態度。

　たとえミレーナの前ででも、自分にできるかわからなかった。

「──ょっと。ちょっと？　こら、聞いてんの？」

「あ……、や、その」

　しまった。この短時間で二度めである。

　見逃してもらえないだろう、と覚かく悟ごする。

　からかわれる確率七十パーセント、なじられる確率十五パーセント。本気ですねる確率十パーセントに、暴力四パーセント。その他一パーセント。

　セリスは、なにも言わなかった。

　ただ、横目でじっと──じっとルーイを見つめたあと、ふいっとそっぽを向いた。

「そ……そんなに、さ。アレなの……」

「え？」

「そんな、何度も見とれるほど、あんた……あたしのこと……」

　ルーイの脳天からつま先まで、極大の雷かみなりが走り抜ぬけた。

　なにを言われているか、わからない──とは言えない。アレというのがなにを指しているのか、瞬しゆん間かん的に理解できてしまった。

　まさかのその他一パーセント。乙女おとめ化。

「ちっ……違ちがう違う違う違う違う!?　違いますよっ!?」

　文字通り、泡あわを食って説明する。

「アレは、ほら、ねっ!?　違うじゃないですか！　やだなもうなに言ってんですか、セリス・フォレストランナーともあろう人が！」

「あたし……ほんとの歳とし、あんたに言ってなかったけど。まぁ、まだ、子供とかも産める身体からだだし……」

「飛ひ躍やく！　それは飛躍、ものすごい飛躍してる！　お、落ち着いてくださいセリス師し匠しよう、あのとき罠わなが！　罠が発動しなかったんですよ！」

　そうだ、とルーイは思いだした。

　対セリス用に仕掛けた、会心の罠。

　魔ま界かいトリモチの発動が、どうしてか行われなかった。

　そして直後に二人を吞のみこんだ、落とし穴の罠の大きさ。

　ふたつの不自然が重なって、二人は今ここでこうしている。ルーイの準備にミスがあったとは思えない。なにかが、あの場に影えい響きようを及およぼしていたのだ。

　そのなにかと、この迷宮に起きている、謎なぞの空間歪わい曲きよく。

　それらをつなぐことができれば、事態の核かく心しんに迫せまれるかもしれない。

（伝えないと。説明しとかないと。そんでもって「だからあれはその場しのぎでした」って暴ばく露ろしないと！）

　そう思うものの、

「きらいじゃないのよねー」

「……な、なにが……ですか？」

「結けつ婚こん式とか」

　振り向かないまま語るセリスの、聞いたこともないほど弾はずんだ声を。

　もう少しだけ、聞いていたい。ルーイはそう、思ってしまった。

「ドレスとか、ま、似合うわけないけどさ。マントみたいなもんだと思えばいいわよね。誰だれも知り合い呼ばなくっていいから、とおーい国の小さな教会で」

「し……師匠……」

「あたしは人生で、いちばん無防備な気持ちで。あたしの隣には……、隣には……」

　いつしか立ち止まっているセリスを、ルーイは一歩後ろから見つめた。

　彼女の幸せは、何なのだろう。

　山のような金銀。山のような珍ちん品ぴん。それらに囲まれ、笑いっぱなしで暮らすことこそがそうだと思っていた。彼女も、そう言っていた。

　けれど、物心ついた女の子が、最初に想おもい描えがくような。夢のような。憧あこがれのような。

　そんな幸せも、似合うのではないか？

　あの危急の場で、とっさにルーイの口をついたのが、なぜあの言葉だったのか。

　もしかすると、自分は──

「セリス師匠……お……俺」

「とな、り、っく……ぷふ、ふふふふふふふふふ！」

　やにわに両りよう肩かたを震ふるわせ、涙なみだ目めのセリスが振り返った。

　マジメな顔で棒立ちするルーイを指さし、頰ほおにたまっていた空気を思いきり吹ふき出す。

「ぷは───っはっはっはっはっはっ！　やーい引っかかったやーいやーい！　もうダメもうダメなにそれもうダメ、ひあーっはっはっはっはっはっ！」

「……し」

「飛躍しすぎーって言いながらめちゃめちゃ焦あせってるし、そうよ飛躍しすぎよ！　け、結婚式とかドレスとか、ぷはははははは！　あんたのマヌケなんてお見通しだっちゅーの、どーせ罠の設定ミスってたんでしょバーカ！」

　それは誤解だが、今はどうでもいい。

　表情を変えずに、ルーイは一歩踏ふみ出した。

「最高！　最高のやついただきました！『お……俺』、これはウケる！　これはあたし引きずる！　卑ひ怯きよう！　あんなの笑うしかない──」

「師匠」

　がし、とセリスの細い両肩をつかんだ。

　笑いすぎで痙けい攣れんしかけていた彼女が、涙の浮ういた目でルーイを見上げる。

「え？　え、なに？　なによ放しなさいよ、怒おこったの？　お、怒ったのぷふふふふ、ごめんムリごめんムリあははははは」

「お……俺」

「もっかいいただきましたーっ！　なんなのマジでそんなに笑わせたいの、ちょ、ちょっと顔、近い。バカ弟子近いって!?　いつまで引っかかってんのよ!?」

　引っかかっているのかもしれない。見通されているマヌケかもしれない。

（けど、この世で……魔法使いこんな最強のバカ女の幸せに、付き合いきれるのは）

　思いのほか焦りに引きつった顔で、それでも頰に赤みが差しているように見える、大陸最大の賞金首に人並みの幸せをプレゼントできるのは。

　もしかすると、自分だけなのではないか？

　ならばそれは、ほとんど使命なのではないか!?

「お……落ち着きなさいって!?　あんたにはミレーナちゃんがいるでしょ！　あんないいおっぱい泣かせたりしたら、世の男どもの前にあたしが許さないわよ!?」

「師匠……お、俺……！」

「ぁわかった、さ、さっきのでしょ!?　あたしのダイナマイトボディ見て、そんでコーフンしちゃってるだけでしょ！　これだからガキは！　いつまでたって、っも……ちょ、ほんと、本気でやめっ……」

「師匠！　お、俺！」

「いいかげんにしろ」

　ショートフックをこめかみに食くらって、ルーイはその場にくずおれた。

　はー、とセリスが、呆あきれ百パーセントのため息をつく。

「ったく……バカが目ぇくらませると手に負えないわ。落ち着いた？　もう一発いる？」

「お……落ち着きました」

「のぼせあがってんじゃないわよ。幸せにするのは俺だとか、口に出してるうちにその気になっちゃったんじゃないでしょーね？　別になってもいいわよ！　ただ大金貨百万枚持ってきてから言いなさい」

「も……もし……」

「ん？」

「もし、大金貨百万、持ってくるやつがいたら……師匠はそいつと結婚すんですか」

　答えは返ってこなかった。

　見上げる気力も、今のルーイにはない。

（セリス師匠には……幸せになってほしいなぁ……）

　それは『好き』ではない、と笑われるだろうか。

　使命だのなんだのが頭をよぎっていた時点で、その通りかもしれない。

　いずれにしろ、のぼせあがっていたことは事実であり──

「……ッ!?」

　ゆえに、今の今まで気づけなかった。

　ダンジョンの奥から、何かが走ってくる。

「なんだ……!?」

　それは赤く、いびつな人ひと形がたをしていた。

　見たことのないモンスターである。成人男性より一回り大おお柄がらだろうか、皮をはいだ熊くまのような不気味な外見だ。声もなく、ただただ走ってくる。

　なにかから逃にげているかのように。

「師匠、いったい……？」

「わからないわね。見たこともないやつだわ」

　でも、とセリスがモンスターを指さす。

　味方であるとは思えない。

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ！　暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　迷めい宮きゆうをまっすぐに迅はしった光が、両りよう腕うでを振ふり上げる魔ま物ものを直ちよく撃げき、爆散させた。

　吹き抜ける熱風にあおられ、ルーイはようやく立ち上がる。

　幸せだなんだと気にしている場合ではないようだ。

「急いだほうがよさそうですかね」

「そうね。空間歪曲のことを確かめたかったけど、異状が増える前に上まで戻もど──っひゃわわわわわわわッ!?」

　いきなり奇き声せいをあげたセリスが、その場でじたばたと暴れはじめた。

　きょとんと眺ながめるルーイの前で、黒マントを外して放ほうり投げる。

　さらに服をあちこちひっくり返し、両手で大きくあおったりはたいたり。

「ちょ、な、なにしてんですか師匠!?　見えちゃいますってまたいろいろと！」

「うっさい見んなっ!?　ど、どれがっ……、！　これか！」

　懐ふところから取り出した小さな布ぬの袋ぶくろを、セリスが遠くへ投げ捨てる。

　壁かべに当たって転がったそれから、赤い粉末がこぼれ出た──ぼこぼこと、泡あわ立だつように蠢しゆん動どうし、体積を増している。

　見る間に肥大化した粉は、何体もの赤い人形にまとまった。

　たった今、セリスが倒たおしたモンスターと、同じ種類に違いない。

「師匠、あの粉って……!?」

「ね……眠ねむり薬よ」

「へ？」

「上であんたたちにまいた、眠り薬よ。なんでモンスターになって──っく!?」

　無言のまま躍おどりかかってくるモンスターの爪つめを、セリスが身をよじってかわした。

　ルーイのほうにも、数体が向かってくる。

　とるものもとりあえず、戦うしかなさそうだが。

「なんっか釈しやく然ぜんとしねえな、くそっ！」

　悪態をつきながら放った魔ま法ほうは、モンスターをまとめて消し飛ばした。

　思わず自分の手のひらを見つめる。

（威い力りよくが……上がってる？　法術力が、また割り増しになってるのか!?）

　ヴィテ・ユグドラシルに満ちる力が、以前よりも濃こくなっているのだろうか。

　──もし、そうだとするなら。

「急ぐわよ！」

　十体近いモンスターを瞬しゆん殺さつしたセリスに続いて、迷宮の中をひた走る。

　歩いているときと同じ、隣となりに並んでから、半歩下がるその位置。

　長い間ここを定位置として、それが当然だと思い続けてきたけれど。

（もし……もっと、力が上がるなら……！）

　脇わき道みちから現れたモンスターが、セリスに向かって両腕を振り上げる。

　赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ。

「海ジヤ龍ベリ叉ンサ槍ーペ閃ントッ！」

　ルーイが放った細く鋭するどい赤しやつ光こうは、狙ねらい違たがわずモンスターの頭部を撃うち抜ぬいた。

　走りながら、一いつ瞬しゆん、セリスが振り返る。

　ルーイの心に、今まで味わったことのない種類の緊きん張ちようが走り──

　師の笑え顔がおに、心地ここちよく溶とけ消えた。

「いいんだか悪いんだか、わかんないわね？　この状じよう況きよう！」

「……そうですね！」

　胸が躍る。気がはやる。やはり、思っていた通りだ。

　法術力さえあれば。

（俺は……俺は、隣に立てる！　セリス師し匠しようの、隣に！）

　胸の前で腕うでを交差し、手首を一回打ち合わせる。

　世界よ、どうか。

　この希望が、本物でありますように──
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　ヴィテ・ユグドラシルの根は、中に余よ裕ゆうでダンジョンができるほど、太く大きい。

　それでも幹とは比べものにならないので、道が大きく折れ曲がったり、拓ひらけた場所があったりはしない。特とく徴ちようとしては、枝分かれが非常に多いことだろうか。

　全面攻こう略りやくするとなったら、すこぶる難なん儀ぎだっただろう。

　だが、幹を目指すだけなら、さしたる問題はない。

「このまままっすぐでいいのね!?」

　完全に乾かわいたらしい髪かみをなびかせ、セリスが走りながら叫さけぶ。

「もうさまよい歩くのは嫌いやよ!?　とっととヴィテの聖せい布ふもらって、とっとと脱だつ出しゆつして、とっととお風ふ呂ろ入っておいしいごはん食べてとっとと寝ねるの！」

「そんだけやってたらとっととじゃすまないでしょうが!?」

「いいから！　まっすぐね!?」

「パユ師匠の地図によればそうです──っ飛龍万ワイバーン炎閃スパーク！」

　しつこく追ってきていた赤い人ひと形がたモンスターを、無数の炎えん弾だんが吹ふき飛ばす。

　再び走り出しながら、ルーイは小首を傾かしげた。

「なんか、あの眠り薬の変へん化げ？　ですかね？　定期的に発生してる気がするんですけど、ひょっとして師匠まだ持ってます？」

「持ってないわよ！　……あ、でも、服にまだ粉ついてて、それがーとかはあるかも」

「ちょ、やめてくださいよ!?　早く払はらってください、どこにしまってたんですか!?」

「なんってこと聞くのよエッチ！」

「エッチ!?」

「や、やっぱりあんた、アレでしょ！　告白もあたしの身体からだ目当てだったんでしょ！」

「チョーシこいてんじゃねーぞこのペチャパイがあ!?」

「それを言うってことは命いらないのねバカ弟で子し──っ……！」

　きゃんきゃん騒さわいでいたセリスが、急ブレーキをかけた。

　ルーイも、同じく足を止める。というか、進むことができない。

　迷宮の通路を完全にふさいで、異質な壁とドアが出現していた。

「チッ……！　確かめたいとは言ったけど、こんなタイミングで」

「そうですね……そういや師匠、空間歪わい曲きよくとかなんとか、言ってましたけど？」

「さっき、あたしが入った雑貨店。あれはたぶん、あの場所の真上にある店よ。地上の建物っていうか空間が、このダンジョンの中に引きこまれてる」

　迷宮の中と、地上の空間が、中身をとっかえひっかえしているということか。

　それ今ごろ上は大混乱じゃねーのか、と額に汗あせするルーイをよそに、

「とりあえずー……これ、何のお店？」

　頑がん丈じようそうな扉とびらをためつすがめつしながら、セリスがマジメにボケをかます。

「やたらと値打ちもんねー、このドア。古っくさいし。画が廊ろうかな？　入るのはいいけど、他ほかに出口なくて行き止まりだったら面めん倒どうよね」

「いや、人家でしょ、普ふ通つうに」

「……！　知ってたけどね。こういうドアの家住むやつきらい、あたし」

「照れ隠かくしで見知らぬ人をけなさないでください……つーか、ん、んん？　このドア？」

　セリスと場所を入れかわり、ルーイも同じく扉をためつすがめつした。

　知っている気がする。いや、知っている。

　確かに古くて値打ちもので、すごいんだぞと持ち主が自じ慢まんしていた。

　間ま違ちがいない、と頷うなずくルーイに、セリスが細い眉まゆを上げる。

「なに？　どうかしたの？」

「これ、テルティ師匠の。見覚えあります！」

「……テルティ？　……マジで？」

「はい！　セリス師匠も面識ありますよね、事情話して協力してもらいましょう！　きっと力になって──」

「遠回りしよっか」

　自然にルーイの腕をとり、引き返そうとするセリス。

　二の腕に触ふれたなにかが思いのほかやわらかく、反射的に動どう揺ようしてしまったが。

「な、なんでですか!?　入らなきゃダメでしょ、急がないと！」

「言ったじゃん、こういう家住むやつきらいって！　あたしテルティ苦手なの！」

「こんなときに好き嫌きらい言うな!?　てか、う、腕はなしてください！」

「当ててんのよ！」

「いえ当たってはないですけど」

　思いきり殴なぐり飛ばされたルーイが、重い扉に激げき突とつして押し開ける。

　中は、広大な書庫だった。

　空気の質が、ダンジョンとあまり変わらない──ひやりとして、肌はだにまとわりつくような。地上ではなく、地下の部屋の扉だったことを、ルーイは思いだしていた。

　この扉と部屋の持ち主は、日がな一日地下にこもって、本ばかり読んでいる。

　今も、そうだったらしい。

「……え」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者たちに、書しよ架かの間に据すえられたテーブルから声が響ひびく。

　小さな女の子が、ぽかんとこちらを見ていた。

　椅い子すに腰こしかけていてもわかる、その小こ柄がらさ。ターシャより小さいのではなかろうか。

　青いショートカットに、くりくりした大きな目。着ているローブはだぶだぶで、そでがあまりまくっているが、最高級の逸いつ品ぴんである。

　見た目的には七、八歳。

　実じつ年ねん齢れいこそ十歳だが、それでもルーイの師匠では最年少。

「テルティ師匠……」

「ル……ルーイだあああああああっ！」

　読んでいた本を放ほうりだして、幼女が全力疾しつ走そうしてくる。

　転ばないか、などとひやひや思ういとまもなく、ルーイの腹に小さな頭がめりこんだ。

「ごふっ!?」

「ルーイ！　ルーイ！　ルーイルーイルーイ！」

「お、お久しぶりで痛いてっ!?　ちょ、待って痛てっ。腕うで振ふり回さないでください、そでが顔に痛てっ」

「いつ来たの!?　なんで来たの!?　連れん絡らくなかったよバカじゃないの!?　まぁいいや、あたいと遊ぼ！　遊ぼ遊ぼ遊ぼルーイ！」

　こるぁ、と底冷えのする巻き舌が響く。

　閉めた扉に背をもたせかけ、セリスが渋じゆう面めんで告げた。

「今はそんなひまねーってのよ。黙だまって話聞きなさい」

「セリス……セリス!?　セリス・フォレストランナーだあああああ！　大陸指名手配犯がいるぅ、こわああああい！　なーんてね？　てへっ」

「バカ弟子、あたしやっぱこいつ死ぬほどきらい。もう出よ？　ちょっと遠回りすれば別の道あるってきっと」

　まあまあ、と両手のジェスチャーでセリスをなだめる。

　苦手であることは重々理解していた。

　セリスも充じゆう分ぶん、本能で生きている類たぐいの人間だが──笑顔で見上げてくるこの幼女は、信じられないことにその上をゆくのだ。

「てゆーか、え、ほんとになにー？　遊びに来たんじゃないの？」

「すみません師匠、遊ぶのはまた今度で。実は今──」

「やだやだやだやだやだ遊んで遊んで遊んで遊んで」

「知ってますからね!?　俺知ってますからね、それぜんぶ計算でやってるって！　演技は無む駄だですよ遊びません！」
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「ッチ」

　恐おそろしいほど手慣れた舌打ち。遊びたいのは本心なだけに、なおのこと手に負えない。

　四年前、六歳にして祈いのりの神法を修得し、【祝福の神法使い】と名乗ることをゆるされた、正しよう真しん正しよう銘めいの天才。

　テルティ・Ｒ・バーロッドは地じ団だん駄だを踏ふむのをやめ、つまらなさそうな顔でセリスを一いち瞥べつした。

「ま、ルーイ一人じゃなくてオバハンと来た時点で、期待はしてなかったけどね」

「テルティ師し匠しよう、お願いですから、今はややこしい発言しないでください……」

「したらルーイ困る？」

「困ります」

「セリスー？　あたいねぇ、もうお前よりおっぱいあると思うんだけど」

　このクソガキ。

「やめろっつってんでしょうが!?　怒おこりますよ!?」

「やだあー、ルーイ怒っちゃやだあ、きゃははははは！」

「あのね、あのねテルティ師匠。いいかげん大人なめてるとね──ってセリス師匠!?」

　猛もう烈れつな魔ま力りよくをまき散らし、セリスが両手の間に光を生んでいた。

　槍やりのように細長く尖とがった、明らかに平和的ではない形。

　赫あかの輝かがやきが、セリスの嗜虐的な笑えみを下から照らして実に恐ろしい。

「ちょっ、お、落ち着いてください!?　子供の！　子供の言うことですから！」

「あたいもう子供じゃないよ！　こないだ九歳になった」

「十歳でしょうが！　天才なんだから、自分の歳としくらい間ま違ちがえないでください！」

　などとテルティに気を取られている間に、

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ、双龍ラドン尖クラ槌ツシ閃ヤーッ！」

　セリスが赤しやつ光こうの槍を、自らの足もとに突つき立てた。

　きっと値も張るのだろう岩でできた床ゆかが砕くだかれ、光が深々と突き刺ささり──そのまま、消えずに安定する。

　とりあえずね、とセリスが小さく肩かたをすくめた。

「空間歪曲が【転移】的なものなら、これで一時的におさまるはずよ。画が鋲びようで留めとく程度のもんだけどね」

「あ、な、なるほど……話してる間に地上に移されたら、面倒ですもんね。迷めい宮きゆう神術でできたダンジョンに【転移】はできないし」

「そうそう、また走って地上から入らなきゃならなくな……る……」

　顔を見合わせ、ルーイとセリスは押し黙る。

　複数の迷宮神術がつなぎ合わされ、罠わな神術も大量に存在するダンジョンに、【転移】で侵しん入にゆうするのは極きわめて危険である。中から外へ出ることすら、よほど熟達した法術者以外は避さけるべきだとされている。そのことを、うっかり失念していた。

　であれば、今の状じよう況きようは──

「歪曲？　転移？　何言ってんの？」

「え、っと……俺も今ちょっと混乱気味なんですけど、取り急ぎ、ドアの外を」

　いとけない顔にハテナマークを貼はりつけたテルティが、うんしょと扉を開ける。

「どこここー!?」

　たちまち理解に至ってくれたようで、なによりである。

「めちゃくちゃかいつまむと、セリス師匠に追われたパユメール師匠が、ヴィテ・ユグドラシルに迷宮掘ほって逃にげこんだんですけど」

「ユグドラに!?　あー、じゃこれユグドラの根かー！」

「ものすごい理解力っスね、その通りです。地下の根の中に、地上の店や部屋が出たり消えたりしてるんですよ。転移的な力が働いてるとばかり思ってたんですけど、そうだ、うっかりしてた……転移は効かないんだ……！」

「転移じゃないなら中和でしょ？」

　さも当然というように言い切るテルティを、ルーイはきょとんと見つめた。

　中和。

　耳慣れた言葉がどういう意味を持つのか、見当もつかなかったが。

「中和の力に、こんな効果があるの!?」

　セリスにとっては、刺し激げき的だったらしい。

　表情をまるきり一変させて、つかつかとテルティに歩み寄る。

「転移以外で、ここまで空間を無視できる力なんてないと思ってたけど！　中和がそうなの!?　どうして!?」

「なんでお前に教えなきゃならないの？」

「無む駄だ口ぐちはいいからとっとと教えなさいクソガキ！」

「いや、マジメに。なんでお前に教えなきゃならないの？」

　セリスの両目がきりきりと吊つり上がった。本気で頭にきかけているのが、ルーイにはわかる。

　しかし、テルティの顔からも笑みが消えていた。

「世界最強とか言われてたら、なんでも思い通りにしていいの？」

　まるで気け圧おされた様子もなく、あごを上げてセリスに言い放つ。

「世界最強とか言われてたら、ルーイと好きなだけ遊べるの？」

「何言ってんのあんた──」

「調子乗んなって言ってんのよ。犯罪者風ふ情ぜいが何でかいツラしてんの？　決まりごとも守れないようなやつが、堂々とおひさまの下で生きてんじゃないわよ」

「きれいごとだけじゃ、回らないことだってあるのよ」

「誰だれがお前にそれを回してくれって言ったの？　そいつはお前を守ってくれないの？　自分で選んで暴れてるくせに、あたいの弟で子しを巻きこむなッ!!」

　ルーイが驚おどろくほどの気き迫はく。

　口が達者なのは、よく知っているつもりだった。セリスが苦手としているのも、その部分なのだと。

　けれども。

「あたいのっ、たった一人の弟子がっ……お前なんかを追いかけて、死んじゃったり、したらっ……殺すぞ!?」

　出し慣れていない大声を、不器用な息いき継つぎで必死に絞しぼり出している。

　こんな姿を見るのは、初めてのことだった。

　きっと、

「……ごめん」

　滅めつ多たにない言葉を口にした、セリスにとっても同様だろう。

　ローブのそでで、テルティがぐいと乱暴に目元をぬぐう。

　その小さな肩に、ルーイはそっと触れた。

「テルティ師匠。大だい丈じよう夫ぶですから」

「……ルーイ、ぜんぜん……遊びにきてくれないし」

「すみません。すぐ、また来ますよ。だから中和の力のこと、教えてください」

「……いつ？」

「明日あした」

「中和の力っていうのは、秩ちつ序じよの神の一部が持つ混合力のことだよ！」

　しょせんは十歳の子供である。

　はきはきしゃべりはじめたテルティの知識を、ルーイは頷うなずきながら聞き留める。

「要は混ぜちゃうの！　なんでもかんでも。この部屋がユグドラの根の中にあったなら、地上と地下を分ける力か、木の中と外を分ける力か、そーゆーのが混ぜられはじめてるんじゃないかな！」

「じゃあ、空間をどうこうしてるってわけじゃ、ない……？」

「ないけど、結果的には同じことになるよ。中和の力が強くなればなるほど、地上も地下も、天も地もなくなって、そーね、神界みたいになっちゃうね！」

「て、転移よりはるかにおおごとじゃないですか!?　なんでそんな楽しげに!?」

「だって、ユグドラ中心に中和が起きてるんでしょ？　にっちもさっちもいかなくなったら、燃やしちゃえばいいじゃんあんな大木でかぶつ」

　子供の発想力というものは、鋭するどく、無む邪じや気きで、えげつない。

　それこそきれいごとではないが、さすがにそこまでは至らないようにしたい。

（したい……けど）

　テルティ師匠、とルーイは呟つぶやいた。なかば確信を持って言う。

「ヴィテ・ユグドラシルの由来にもなった、主神ユグドラシルは……中和の力を」

「持ってるよ？　当たり前じゃん。中和の力の代表神だよ」

　やはりか、とセリスに目を向ける。

　彼女はあごに手を当てて、なにやらじっと考えている様子だったが──

　やにわに、ハッと顔色を変えた。

「中和……神性！　まずいわ。ミレーナちゃんたちが危ないかもしれない！」

「ど、どういうことです？」

「結論に近いとこだけ言うわね。さっきの、眠ねむり薬から出たモンスター、あれも中和の力の影えい響きようを受けてる可能性が高いわ。だから」

「だから？」

「ユグドラシルダンジョンの中にいて、眠り薬の粉がかかってる人のところに、出る」

　沈ちん黙もく。

　同時にきびすを返し、ルーイとセリスは重たい扉とびらを引き開ける。

　果たしてそこには、長い長いのぼり階段があった。

「「な……っ」」

　どう見ても、ダンジョンの中ではない。大きな屋や敷しきの地下だろう。

　さっきから戻もどってたよ、とテルティが教えてくれる。

「まぁそりゃ、転移じゃないんだから、あんな槍意味ないよね」

「「…………」」

「床、弁べん償しようしなさいよ」

　火急の事態が、二重三重になったことだけは、ルーイにも理解できた。

「なんっでこんなタイミングで！　くっそ、セリス師匠、もう走りますよ俺!?」

「あんたは走りなさい。それと、テルティ」

　なによっ、といまだ刺とげ々とげしい幼女に、セリスが静かな口調で告げる。

「最悪の場合、なんてまどろっこしいことは言わないわ。あの木、吹ふっ飛ばすから」

　ルーイの背筋が強こわばった。

　ヴィテ・ユグドラシルを──吹き飛ばす。

「あっそ。また罪状が増えるね、やったね」

　テルティの言う通り、セリスは間ま違ちがいなく、この国からも賞金を懸かけられるだろう。

　しかし、彼女が今この話をしているのは、自分の身をどうこう思ってではない。

（俺に……聞かせてるのか。覚かく悟ご、決めろって。納なつ得とく……しろ、って）

　ヴィテの聖布をあきらめろ。暗に、そう告げられている。

　確かに、状況が状況である。一人の人間の望みなど、鑑かんがみている場合ではない。

　しかし──

「あたしの罪状数なんてどうでもいいのよ。あんたは今すぐ外に出て、役所でも軍部でも掛かけ合ってきなさい。街の住民を、全員避ひ難なんさせるの！」

「ぜ……全員って！　そんな簡単に言うな」

「このまま中和現象が続いたら、街はどうなるかわからない。みんなまとめて、異世界に放ほうり出される可能性だってあるのよ。わかってるでしょ？」

「……フン……」

「……あのね。そこのバカ弟子はね」

　親指でルーイを示し、セリスがにんまりと笑う。

「さっき、あたしのことを好きって言ったのよ？」

「ッ!?　は、っ……はああああああ!?」

　師し匠しよう!?　と驚きよう愕がくするルーイの首に腕うでをきめ、そのまま階段に引きずっていくセリス。

　狙ねらいはわかるが、あんまりではなかろうか。

　明日遊びにくる約束もしてしまったというのに！

「いい？　あたしの言ったこと守りなさいよ？　あんたのたった一人の弟子が、大好きでしょうがないあたしのね！」

「ルーイ!?　ルーイウソでしょ!?　ウソって言って！　言ってよおおおおお！」

「浮うわ気きされた新にい妻づまかあんたは！」

　重たい扉を蹴けり飛ばして閉め、セリスがルーイを解放する。

　文句のひとつも言いたいところだったが、テルティの邸てい宅たくから外へ出た瞬しゆん間かん──そんな気分は吹き飛ばされた。

「なんだこりゃ……!?」

　街が歯は抜ぬけ状態になっている。

　やや高台に建てられているテルティの屋敷からは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ブロックごとに整然と並び立ち、芸術の都の名に恥はじない美しさを誇ほこっていた街。それが、あちらの建物に一階がなく、こちらの建物は輪切り状態。ひどいところは、一ブロックまるごと消失している場所もあるようだ。

　街の地下に広がる霊れい木ぼくの根に、次々と引きこまれているのか。

「ルーイ！」

　叫さけぶセリスの周囲に、黒い魔ま術じゆつの輪が浮うかび上がった。【転移】の準備だ。

「ミレーナちゃんたちと合流できたら、すぐに外を目指しなさい！　あたしを待つ必要はないわ！」

「は、はい！　ってでも、セリス師匠は!?」

「あたしは最悪の事態に備える！　すぐ追いかけるから大丈夫。足にかけては、あんたのほうがずっと速いでしょ？　やばくなったら、絶対に逃にげるのよ！」

「了りよう解かい！」

「絶対によ！」

　ユグドラシルダンジョンへの【転移】はできない。走っていくしか手段はない。

　すなわち、そのスピードを上げられるかどうか。

　金強化アダマント神法フオース。

「金ダイ剛ヤモ身ンド弾バレ拳ツトッ！」

　北方は【剛ごう腕わんの神法使い】メロルディ直伝の肉体強化法。

　風のように地を駆かけながら、ルーイは違い和わ感かんに気づいた。

（法術が効きすぎる……いつもより数段、速く走れる。ダンジョンの中にいないのに！）

　すでに地上にも影響が出はじめている。可能な限り急がなければ。

　速度を上げ、霊木を目指すルーイは──もうひとつの違和感を、見み逃のがしてしまった。

　セリスが口にする、絶対の意味。

　二度も聞かされたそれを、あまりにも簡単に、無造作に処理してしまった。
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　ミレーナ・アルマティス、十五歳。

　若いながらに旅を続けてきたことで、おかしなことにはたくさん行き遭あった。

　逆流する滝たきも見たし、大おお鷲わしに連れ去られそうになったし、寝ねている間に小さな妖よう精せいに求きゆう婚こんされていたこともあった。

　しかし、今回ほど対処に困ったことはない。

「デ、デビドルくんっ……デビドルくん！」

　ぐるぐる走り回るぬいデビぐるみドルに、必死に呼びかけるも、やはり反応はない。

　ミレーナたちは、ヴィテ・ユグドラシルの迷めい宮きゆうを下りてゆく途と中ちゆうだった。

　地上十階層のダンジョンのうち四階。年輪的にも中心近くという、まさしくまんなかあたりといったところであるが。

　そこで、デビドルのために足が止まっていた。

　ミレーナの窮きゆう地ちをいつも救ってくれる、頼たのもしくもかわいらしい味方。

　そのぬいぐるみは今、すさまじいスピードで円を描えがき、走り続けている。

　片時もとどまることなく、ミレーナの声に応こたえることもなく。同じところをぐるぐると、ひたすらに回転し続けているのだ。

「な、何がどうなってるの……!?」

　戸と惑まどいもあらわなパユメールの声にも、ミレーナは首を横に振ふることしかできない。

「わからないのです！　こんなの、今まで一度も……もう……もう、魔力の供給もストップしてるですのに！」

「使い魔まが、魔力なしに動き続けてるっていうの……!?」

　シャーッ、というターシャの威い嚇かくが聞こえた。

　振り向くと、ダンジョンの奥から、わらわらとモンスターが湧わき出してきている──どうしてか、どれもこれも見覚えのない、不格好な連中ばかりだ。

「ま、またなのです……！　デビドルくん……！」

「ひえええ、今度はいっぱいきたっ!?」

「パユメール様、ターシャちゃんをお願いしますです！」

　意を決し、ミレーナは駆けだした。

　全身真っ赤な、人ひと形がたのモンスターが腕を振りかぶると同時、こちらも杖つえを振り上げる。

「白ピユ攻アフ撃ルス魔トラ法イク！　風ウイ斬ンデ連イウ環イン撫デイっ！」

　風の刃やいばの連撃が、モンスターをばらばらにして吹き飛ばした。

　ターシャとデビドルを守るため、必死でちょこまか立ち回る。

　不安だった。

　ルーイと離はなればなれになって、もう何時間も経たっている。

（兄あに様さまは、ご無事に違ちがいないのですっ……この迷宮の中では、強くもなってるのです！）

　現状では、自らルーイをさがしに行くことはできそうにない。

　ならば待つのだ。ここで耐たえ、助けがくるまでしのぎきる。

　そうすれば、きっと──

「ミレーナちゃん！」

　ショートソードを手にがんばっているパユメールが、悲鳴に近い声をあげる。

　振り向いて、ミレーナはぎょっとした。デビドルが腕と爪つめを伸のばし、あたりの床ゆかを斬きり裂さいている。

　モンスターが近寄ってきても、まったく無反応だというのに。

　行動の理り屈くつがわからない。怖こわさと、たとえようもない悲しみばかりを感じる。

　それでも。

「デ、デビドルくんは……わたしが守るのです！」

　杖を構えるミレーナの前に、新手のモンスターたちが押し寄せた。

　ひとつ、気づいたことがある。

　モンスターの形が、どんどんらしくなくなってきているのだ。

（魔術利用のヤカンの変へん化げとか……魔術利用の送風機の変化とか！　そんなのばっかりなのです……！）

　それが何を意味するのか、ミレーナにはわからない。

　ただ、一体一体は大して強くなくとも、次々にさまよい出てくる魔ま物ものたち。汗あせで杖を持つ手がすべる。いったいいつまで続くというのか。

　デビドルに呼びかける余よ裕ゆうも、すでになくなっていた。

「うっ……!?」

　隙すきをつかれ、モンスターに杖をつかまれた。

　思いきって蹴り飛ばすものの、手からもぎとられてしまう。

　別の魔物に邪じや魔まされて、とりに行けない──回復専門であるミレーナは、攻撃魔法のサポートをこそ杖に頼たよっている。素す手ででは威い力りよくが半減するのだ。

（……そうだ！）

　回復。

　いまだぐるぐると走り続けているデビドルのほうへ、ミレーナは両手をかざした。

「白治癒ヒーラー魔法ホワイト！　深水アクリ回復撫カバリーッ！」

　波は紋もんのような光が折り重なり、狂きよう乱らんのデビドルを包みこむ。

　白い輝かがやきが、弾はじけて消えて──

　ぱたりと、デビドルがその場に倒たおれた。

　そのまま動かない。

「うそ」

　目の前に迫せまっていた大おお柄がらなモンスターが、太い腕を振り上げる。

　ありえるのか。こんな、冗じよう談だんのようなミスでやられるなんて。

　それとも実際、こんなものなのか──

「は……はわわ～っ!?」

　叫ぶしかないミレーナの前から、モンスターが消えた。

　突とつ風ぷうのように現れた少年が、飛び蹴り一発で吹ふっ飛ばしたのだ。

　来てくれた。間に合った。この世でいちばん、信じている人。

　胸に溢あふれる安あん堵どと希望に涙なみだを押し出されないよう、ミレーナは大声で叫んだ。

「兄様！　兄、さ……ま……？」

「ルーイくん！　来てくれ──たのはうれしいけど、な、何してるの……!?」

　パユメールの声にも答えず、少年──ルーイは踊おどっていた。

　蹴りの着地も美しく、なめらか極きわまりないステップを踏ふんで。流れもしないＢＧＭが、見る者の耳には聞こえてくるかのような、すばらしいキレのダンス。

　居並ぶモンスターたちも、どことなく気け圧おされているように見えた。

「こ……これは！」

　ミレーナは思い出した。

　両手をぐっと握にぎりしめ、興奮もあらわに解説する。

「これは、青神術の神しん舞ぶ！　託たく宣せんを受けるために巫女みこが舞まう、奉ほう納のうのダンスなのです！」

「ルーイくん巫女さんだったの!?」

「一度だけ見たことがあるのです！　恥ずかしい上に意味ないから絶対やらない、とまで言っていた、これは伝説の！　すごいのです！」

　わーっ、とミレーナたちが拍はく手しゆする中、ルーイは両手を大きく、かつ鋭するどく広げた。

　フィニッシュの余よ韻いんもそこそこに、モンスターの群れを指さす。

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン」

　紅くれないの爆ばく発はつがすべてを薙なぎ払はらい、一いち網もう打だ尽じんにせしめた。

　はー、と一息ついたダンサーが、額の汗をぬぐう。

「なるほど。確かにこりゃ、便利だけど……便利だけど……」

「兄様ぁーっ！」

「ぐふっ!?　さ、鎖さ骨こつに頭ず突つき入れる前に、杖拾えミレーナ！」

　はいっ、と倒れているモンスターから、ミレーナは愛用の白はく杖じようを取り戻もどした。

　確かな手て触ざわりが与あたえてくれる落ち着きに、大きくほっと息をつき──改めて、思いきりルーイに抱だきつく。

「兄様ぁぁぁーっ！」

「どふっ!?　に、二度も鎖骨を的確に……！」

「絶対絶対来てくれるって！　絶対絶対信じてたのです！　踊りながらだとは思ってなかったですけど！」

「あー。いや、だってムリじゃん、こんなダンジョンで迷わず駆けつけるとか。だから慣れない託宣に頼ってみたら、まぁ一発でどこにいるか教えてくれて……それはよかったんだけど、あれって一回踊りだしたら途中で託宣もらってもやめられねーのな！　成功したことなかったから、知らなかったわ。おかげで余計な恥はじを……」

「とってもとってもステキだったのです！　また見たいのです！」

「二度とやんねー。って、そんな場合じゃねーんだ！」

　ミレーナの両りよう肩かたをつかんで引き離し、ルーイがパユメールに顔を向ける。

「パユ師し匠しよう、ケガはないですか!?　ターシャも！　すぐ脱だつ出しゆつします！」

「か、かすり傷はいっぱいあるけど、なんとか……って、脱出？　セリスさんは、どうなったの？」

「セリス師匠とは休戦中です、外がえらいことになってて！　これから……っ、ヴィテ・ユグドラシルを、吹っ飛ばします」

「……え。……な、なに、言ってるの……？」

「この木から出る中和の力のせいで、街が侵しん蝕しよくされてるんです！　このままだと、なんにもなくなりかねない。手て遅おくれになる前に、この木を倒して力の供給を絶ちます！」

「ま、待ってよ！　そんな、えっ……冗談だよね!?」

　だって、とパユメールが笑え顔がおで訴うつたえる。

　本当に冗談だとしか思えない気持ちと──外を見てきたというルーイが、考えた末にその結論に至ったという事実を信じたくない気持ち。

　それらがごちゃ混ぜになって、笑うしかなくなっているのだろう。

「この木が、どれだけ生きてきたか……どれだけ人間の支えになってきたか！　ルーイくんもよく知ってるでしょ!?」

「知ってるつもりです。パユ師匠の血筋が、どれだけ尽つくしてきたのかも」

「だったら、なんで……!?　それに、もしこの木がなくなったら！　ヴィテの聖布だって作れなくなるのよ!?」

　ルーイが唇くちびるを嚙かんだように、ミレーナには見えた。

　ヴィテの聖布。精神症しようを抑よく制せいできる、現状唯ゆい一いつと言ってもいい手段。

　かけがえのない希望であるはずのそれを、

「最悪の事態を、考えるべきです」

　言外に切り捨てて、ルーイがパユメールを見つめた。

「今、テルティ師匠と……きっとフェイミー師匠も、協力してくれてるはずです。住民の避ひ難なんが行われてます、一刻も早く中和の力の影えい響きよう下から逃のがれるように」

「そんな……！　中和って、つまり秩ちつ序じよの神の力なんでしょ!?　だったらそれでいいじゃない、世界を平和にする力なんだから！　逃にげる必要なんてないはずでしょ!?　いったい外で、何が起こってるっていうのよ!?」

「……パユ師匠。迷めい宮きゆうを……広げ続けてたのは、師匠ですか？」

　ビクッと肩かたを震ふるわせて、パユメールが顔を上げる。

　迷宮の、拡大。

　それもまた、ミレーナにとっては初耳の事実だったが。

「どうなんですか？」

「……ち、違うわ。あれは……わたしじゃない」

「セリス師匠の位置を特定するとかごまかして、地図神術で迷宮の地下まで調べてましたよね？　あれは？」

「気づかれてたのね……そうよ、迷宮がどのくらい大きくなってるか、知りたかったの。わたしが造った迷宮は、地上の木の中だけなのよ！　本当よ。根の中にまでできてるって気づいたときは、すっごく驚おどろいたわ」

「……マジですか？　パユ師匠のしわざじゃ、ない……？」

　兄様、とミレーナはルーイのそでを引いた。

「つまりー……どういうことなのです？」

「今、街全体の地下に根を伸ばしてるヴィテ・ユグドラシルが、中和の力で地上と地下をまぜこぜしてる」

「はい!?」

「おかげで外じゃ、あるはずの建物がなくなってたり、半分だけなくなってたり、一階だけなくなってたりだ。転移に近しい現象だけど、中和の力だからもっとタチが悪い。このままヴィテ・ユグドラシルの力が安定したら、おそらく街は地下になる。地下は地上になって、遮さえぎるものもないから……たぶん、空とか飛ぶんじゃねーかな。この木」

　開いた口がふさがらない。

　説話で聞いたことこそある。地上も地下もなく、上も下もなく、誰だれしもが自由なために最高に不自由な世界。この街が、もしもそうなるとしたなら。

　それは神界ではないか！

（あの木……！　あのおいしい実が生なってた木も、きっとその力の影響なのです……！）

　きっと本来、ヴィテ・ユグドラシルがつける何の変哲もないはずの枝や実が、中和の力を受けてダンジョン内に芽を出したのだろう。図はからずも裏付けられてしまった。

　ルーイが小さく肩をすくめる。

「よくわかんねーけど、中和の……秩序の力って、そういうもんらしい」

　パユメールにしても、想像のらち外だったのだろう。顔から血の気が引いている。

「そんな……そんな。じゃあ、秩序って……平和って、なんなの……!?」

「その問答はあとにしましょう。今はとにかく外へ」

「わ、わかったわ……。ねえ、でもこの木を攻こう撃げきするのは待って！　そんなことしなくても、わたしがこのダンジョンを──迷宮神術を消して元に戻せば、街への影響はなくなるはずでしょ!?」

　あ、とルーイが手を打った。

　まったく考えもしていない方法だったらしい。

「そうか……！　そうですよね、思いつかなかった。根だって中身が詰つまってたら、中和の力が通らない！」

「もともと、この木が持ってた力だもの。中にダンジョンがある今が異状なんだから、それを戻せばいいだけのはずよ。急ぎましょう！」

　──本当にそうだろうか。

　おかしな胸むな騒さわぎを抑おさえられず、ミレーナは杖つえを抱きしめた。

（ダンジョンを消せば……元に、戻る……!?）

　セリスが来るまで、この街は平和だった。ダンジョンができて、中和の力が溢れた。

　ならばセリスが来る前に戻すなら、ダンジョンと、中和の力を消さなければ。

　迷宮神術を消したとき、街に影響が出るほど溢れている神の力は、いったいどうなる？

　空気を読んでいっしょに消えてくれるなど、ありえる話だろうか!?

「あ……あの、兄あに様さま……！」

「ダメ」

　はっきりした声が、ミレーナの背後から響ひびく。

　薄うす衣ぎぬのすそを両手で握りしめ、ターシャが立っていた。

　張り詰めたような表情が、いつもより強こわばって見える。

「ターシャちゃん……？」

「ダメ。ターを助けようとしたら、ダメ」

「え？」

　顔を曇くもらせるパユメールに、ターシャはわずかにうつむいた。

　彼女が言いよどむところを見たのは、ミレーナは初めてである。

「迷宮消して、木を残すのは……木を守るため？　パユ、本当に？」

「ど……どうしたの？　もちろんそうよ、この木は大切な木なんだから」

「こんなもの……ないほうがいいって、パユ言ってた」

　握りしめた薄衣──ヴィテの聖布を示して、ターシャが懸けん命めいに言った。

「パユはいつも、ターを助けてくれる。ターのこと考えてくれる。パパと……ママみたいに」

「ターシャちゃん……」

「でも、パパとママ、帰ってこないから。ターを助けようとして、帰ってこなくなっちゃったから……！　だから、パユはダメ！　ターを助けないで。ターの病気はターがなんとかするの！　いなくなるかも、しれないような……そんなことしないで！」

　自分のために無理をして、結果、悪いほうへ転がるのを恐おそれている。

　ターシャの想おもいが、ミレーナには痛いほどよくわかった。

（病気だからしょうがない、って……ターシャちゃんも、思わないのですね）

　いなくなってしまった両親。

　どれほど理り屈くつで心の整理をつけようとしても、やりきれないのだろう──娘むすめの病気を治す、その目的が死地に向かわせてしまったのだという悔かい恨こん。

　悲しみのやり場すら見つけられない自分を、再び助けようとする者がいる。

　とても頭のいい、やさしい子供に行える、これは精せい一いつ杯ぱいの拒きよ絶ぜつなのだ。

「……ダンジョンを消しても、中和の力まで消えるとは、限らないのです」

　ターシャの想いを支えるように、ミレーナも口を開く。

「むしろなぜ、根っこまで含ふくめた木の全体に及およぶほど大きな迷宮を、すべて満たしてしまえるほどの力が──」

「何やってんの、あんたたち!?」

「ひゃわわわわぁっ!?」

　反射的に悲鳴をあげざるをえなくなる、その声。

　人のかたちをした紅ぐ蓮れんが、通路のまんなかに仁に王おう立ちしていた。

「こらバカ弟で子し！　急げっつったでしょ!?　何をもたもたやってんのよ！」

「あ、す、すみません。ちょっとその、傾けい向こうと対策を──」

「木ぃ吹ふっ飛ばすっつってんでしょ!?　早くしないとまとめて木っ端ぱ微み塵じんにするわよ！」

　待って！　とパユメールが一歩前に出る。

「なんとか木を折らずにすませたいの！　わたしが造ったダンジョンを消せば……！」

「そんなことで、秩序の主神があきらめると思うの!?」

「っ……え」

　のどが詰まったような声をもらすパユメール。

　虚きよをつかれたように立ち尽くす一同に、セリス・フォレストランナーが告げる。

「もう、すぐ近くまで来てるのよッ！」

　同時に、ズンン、と重々しく、ヴィテ・ユグドラシルが揺ゆれた。
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　それに近い話になるだろうとは、ルーイとしても覚かく悟ごしていた。

　何度も何度も、ヴィテ・ユグドラシルが揺れる。

　嫌いやな予感しかしない類たぐいの現象。いつのまにこうまで追い詰められていたのか。

　いや。

（瀬せ戸と際ぎわに立たされてるんだって、気づけなかったやつがマヌケか……！）

　小さくうめいて、ルーイはセリスを振ふり向いた。

　正確には、

「セリス師匠！　いや……【影かげ】ですね!?」

「そうよ。まともにやって行き合えるわけないもの、本物は木の外で待ってるわ」

　法術力を具現化させて、当人そっくりの影かげ武む者しやをつくる。

　おそらく、同時に何体もつくって、迷宮中にばらまいたのだろう。想像すると比ひ較かく的てき笑えるが、そんなひまなど微み塵じんもない。

　確かに、異常すぎる事態だとは感じていた。

（街の中を突つっ切ってきたとき……ほとんど、いや、ぜんぜん誰も慌あわててなかった。建物が歯は抜ぬけになって、あるはずのものがなくて、不安になるしかない状じよう況きようだってのに！）

　間ま違ちがいなく、中和の力の影響──いいや、あれが本来の【秩序の力】なのだろう。

　生界に暮らす下位の生き物たちに、疑問すら抱いだかせない圧あつ倒とう的な力。

　その持ち主が今、すぐ近くまできている。確かに、もっと焦あせるべきだった！

「秩序の神……ユグドラシル、ですか！」

「こないだの魔ま王おうとはわけが違ちがうわよ。ほぼ全開の状態で降臨されたら、国のひとつふたつは消し飛ばされる！　そうなる前に、木を折るしかない！」

　ミシ、と剣けん吞のんな音が響いた。

　セリスの【影】が、小さく舌打ちする。

「存在そのものがでかすぎるわね。世界の壁かべが弾はじけかねない……逆に、ちょっと穴開けてやったほうが、時間稼かせぎになるか……」

「ま、待って！　ユグドラシルが来てるんでしょ!?」

　精一杯の勇気をふるっているのだろう、パユメールが震える声で食い下がった。

「そうよ」

「だったら、きっと……きっと、話せばわかってもらえる！　誰も悪いようにならないように、平和になるようにしてもらえるわ！」

　この期ごに及んで、とルーイは歯がみしたが。

「じゃ、やってみる？」

　あっさりと、セリスは肩をすくめた。

　細いあごを、ほとんど真上に向けて──見えもしない空を眺ながめるかのように、木の天てん井じようの一点を見つめている。

「言っとくけど、わかってはもらえてると思うわよ？　神は魔王や悪あく魔まとは違うから。小細工も、シャレも、妥だ協きようも一いつ切さいない」

「う、うん！　人の街を壊こわしたって、意味ないもの。中和の力を引き上げて、元に戻もどしてもらえるよう説得するわ！」

「……意味。ね」

　まっすぐに右手を掲かかげたセリスが、パチンと指を鳴らす。

　ルーイは、見た。

「え……」

　空が見える。亀き裂れつの走った、真昼の空が。

　ヴィテ・ユグドラシルの木が──その天井が、透すけているわけではない。ダンジョンに変化はなにもなく、しかし、その上空の様子を見せられている。

　セリスが行ったことは、おそらく空に──世界の壁に亀裂を入れることだけだろう。

　充じゆう満まんし、今にもすべてを巻きこんで弾けそうだった力を、逃にげ道をつくってやることでコントロールしたのだ。一時しのぎの、時間稼ぎ。

　そのひび割れから、

　眼めが、

　覗のぞいている。

「あ……わ、っあ……!?」

　杖を取り落としたミレーナが、全身をがたがた震ふるわせている。

　彼女にも──いや。この場の全員、ひいては街にいる者たちにも見えているのだろう。

　秩ちつ序じよの称しよう号ごうの神、主神ユグドラシル。

　あまりにも破格の存在であるそれが、今ひとたびの降臨をうかがっているところを。

「ひ──っ……」

「！　ターシャ……！」

　白目をむき、倒たおれてしまったターシャを、ルーイが受け止めた。

　子供の脳が受け入れるには、なにもかも大きすぎたのだろう。

「……何してんのよ？　さっさとしなさい」

「っ……し……主神、ユグドラシルよッ！」

　圧倒されかけていたパユメールが、セリスに蹴けられて声をあげる。

　青い、眼──人のものとも動物のものともつかないそれが、ゆっくりと動き、パユメールを見下ろした。

「ユ、ユグドラシルよ！　畏おそれながら申し上げます、わたしたちは人の子！　御お力ちからを受けた霊れい木ぼくを祀まつり、奉たてまつって参りました！　こ、この街は……この街は今、秩序の御力に満ち溢あふれております！」

『……おお……』

「神の御み手てによるすばらしきこと、感動に堪たえません！　し、しかしながら、秩序にまつわる中和の御力により、人の営みが崩くずれています！　どうか……どうか御力をお収めいただき、秩序たるにふさわしいお恵めぐみを賜たまわりとうございます！」

　要は、とセリスがいきなり口を挟はさむ。

「あんたの力が邪じや魔まなのよ。水でいいっつってんのに、シャンパンボトルで出すなっつー話。もう充じゆう分ぶんお駄だ賃ちんもらったでしょ？　とっとと神界に帰りなさい！」

「ちょっとちょっとちょっとっ!?」

　上空から目をはなせないまま、さすがに小声でツッコむルーイである。

「何言ってんスか!?　頭だいじょぶスか!?　あれは、あれはやばいですって！」

「だから最初からそう言ってるじゃない」

「ならなんでわざわざ挑ちよう発はつすんですか！　黙だまっててくださいよっ！」

「あれは神よ？」

　どこか他人ひと事ごとのように言うセリスをよそに。

　ぎょろぎょろっ、とユグドラシルの眼が動いた。

　四方八方、あらゆる方向に青い視線を馳はせ──一度まばたきし、再びパユメールを見下ろす。

「ユグドラシル！」

『数が……多い』

「え？」

『人間の、数が多い。秩序によりて、半分に減らす』

　告げられたその言葉の規模は、人間がはかれるものではないように思えた。

　減らす。半分に。

　どちらの意味も捉とらえ損そこねたかのように、パユメールが首を左右に振る。

「そ……な、なにを？　ユグドラシルっ──」

『半分は、我がもとへくるがよい。……おお』

　すい、と神の眼が細められた。

『魔まがおる……』

　ダンジョンの中を、上から下へと突とつ風ぷうが吹き抜ぬける。

　空気がざわめくのを、ルーイは肌はだで感じた。

（なんだ……っ!?）

　勇気を振り絞しぼって、神から視線を外す。

　迷めい宮きゆうのそこここが、ぼこぼこと泡あわ立だっていた。

　ルーイやミレーナたちが倒してきた、突とつ然ぜん変へん異いのモンスター──その残ざん骸がいに、脚あしが生えている。腕うでが生えている。のそりのそりと起き上がってきている。

　身の毛もよだつ光景に、それでもルーイは理解した。

（し……師し匠しようの眠ねむり薬も。俺の仕し掛かけた、魔ま界かいトリモチも！　魔だからか！　秩序の力に溢れた迷宮から、自分で出て行けるようにモンスター化されてたのかよッ！）

　神にとって、魔は目め障ざわり。だから出て行かせる。しかも自らの足で。

　えげつないとしかいえない振る舞まいに、ね、とセリスが呆あきれたように笑った。

「こうなるんだってば。わかってくれてたでしょ？　自分をいちばん上に置いてるわけ」

「ど……どういう、こと……？」

「秩序は人だけのためにない、ってことよ。この世界から見れば、人間はたくさんいすぎるんでしょうね。だから減らす、って言われたの。まぁ当然、いちばん手近にいるあたしたちから、減らしにかかるでしょうね」

　もう一度、パユメールは激しく首を振った。

　理解を拒きよ否ひするように、再び主神を見上げる。

「ユグドラシル！　ここに、ここに精神症しようの子たちがいます！　か、神と悪魔が争っているから、余波を受けて苦しんでいるっ……この子たちだけでも！　人にお慈じ悲ひを！」

『平和を望むか』

「は、はい！」

『魔を討うつ』

　思わずルーイも笑ってしまった。

　なるほど、何も変わらない。神も魔王も、手段は同じだ。

　破は壊かいの力で敵を殴なぐるか、秩序の力で敵を殴るか。

『我が秩序に覆おおわれし世界こそ、真の平和なり』

　やかましい。

「バカ弟で子し！」

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　師がうながし、

　弟子が放った魔ま法ほうが、

　ダンジョンの天井を爆ばく砕さいする。

　ばらばらと落ちてくる大きな破は片へんから、ルーイはターシャをかばいつつ逃げ惑まどった。

　忘れていた。こうなるに決まっている。天井がなくなったわけでもなんでもなく、障害物で無視できないほど神の存在が大きいだけなのだ。

「何させるんですかセリス師匠!?　危ないでしょ！」

「【影かげ】は法術使えないのよ！　あんただってすぐ撃うったじゃない！」

「むかついたんですよ！」

「あたしもよ！　うしろッ！」

「飛龍万ワイバーン炎閃スパークッ！」

　振ふり向きざまに魔法を放つ。

　通路の奥から迫せまってきていたモンスターたちを、無数の炎えん弾だんが滅めつ多た打うちにした。

　爆ばく音おんの中、立ち尽つくすパユメールに、ミレーナが駆かけ寄る。

「パユメール様！　今は……今は！」

「……うん」

　振り向き、パユメールは、ルーイに両手を伸のばした。

　ターシャを受け取り、その金色の髪かみを、やさしくなでつける。

　震える唇くちびるを内側から嚙かんだのだろう。彼女はキッと顔を上げた。

「──逃げましょう！」

「はいです！　早く階段に！」

「いいえ！」

　え、とミレーナが目を丸くする前で。

　ターシャを背負い、立ち上がったパユメールが、右手を迷宮の壁かべにかざす。

「緑クレ感ヴア知ラン神グリ術ーン！　創リア空ライ径ズク潤レヴ列アスッ！」

　なにかのきしむ耳障りな音が、連続して響ひびき渡わたった。

　パユメールの手のひらに緑の光が宿り、小刻みに点てん滅めつを繰くり返している。

　そうね、と呟つぶやきつつ、セリスが眉まゆをひそめた。

「クレヴァス系……俗ぞくに言う迷宮神術。バカ正直に出口まで戻ることはないわ、外まで通じる穴を開ければいい。……けど」

　パユメールの表情がゆがみ、その細い腕が小さく震える。

　明めい滅めつしていた光が──やがて、消えた。

「っくは！　ハア、ハアッ……！　ダメだわ、迷宮が動かない。干かん渉しようを受け付けない！」

「もうほとんど、ユグドラの支配下に置かれてるんでしょうよ。めんどくさいし危険だけど、ダンジョン下りて逃げるしかないわね……」

「わ、わかった！　まかせて、道順はばっちり覚えて──」

　ミレーナッ！　と必要以上の大声で、ルーイがパユメールを遮さえぎる。

　このギリギリの土ど壇たん場ばで、方向音おん痴ちに先頭を行かせてなるものか。

「いいかミレーナ、地図を渡すからな。ここが今いる場所で、ここが出口だ。絶対におまえが先に行くんだぞ、いいな！」

「は、はいです。兄あに様さまはっ？」

「俺はうしろを食い止める！　あと、下にも絶対モンスターいるから──」




　キャギャアアアアアッ！




　聞き覚えのあるその雄お叫たけびに、ルーイは動きを止めた。

　ゆっくりと振り返る──まだまだ群れているモンスターの中心。ひときわ小さいが、破格の存在感をもつ影がある。

　長く伸びた腕。より長く伸びた爪つめ。

　かわいいものかぶさいくなものか、判断しづらいその面相。

　ざくりとダンジョンを斬きり裂さいて、そのぬいぐるみは再び叫さけんだ。

『キャギギャアアアアアアアッ！』

「デ……デビドル……！」

　違ちがうわね、とセリスが冷静に言う。

「あれは、秩ちつ序じよのデビドルくんね」

「いりませんよそんなコメント!?　秩序だからなんだっつーんですか！」

「あたしの命令も聞かないだろうなーってこと。しまったわー、そうよね、魔法素材てんこ盛りだもんねアレ」

　はわわわわ、と案の定ミレーナが青ざめた。

「さ、さっきもちょっと、あんな感じだったのです……！　でも、走り回ってるだけだったですのに！　デ、デビドルくーんっ！」

「ミレーナ、いいから行け！　あいつは俺がなんとかするから！」

「で、でもっ……」

「信じろ！」

　はっと息を吞のみ、ミレーナは頷うなずいた。

　きびすを返し、パユメールとともに走っていく──今さらながら、不安しかない組み合わせである。デビドルがないとなれば、なおのことだ。

　状じよう況きようは、極きわめてシビアといえる。

　だが、かわいい妹弟子のためなら、致いたし方ないだろう。

（それに……たぶんさっきより、今の俺は）

　ルーイは両手を握にぎりしめた。

　その力こそ、いつもと変わりないけれど。

「セリス師匠……デビドルって、どんぐらいまで壊こわしても元通りにできます？」

「基本、頭さえ残ってりゃ大だい丈じよう夫ぶよ」

「そ、そうですか。……じゃあ」

　トントンとかかとを鳴らし、ルーイは自ら駆けだした。

「手て荒あらくいきますっ！」

　道の両りよう脇わきから、モンスターが躍おどりかかってくる。

　振り下ろされる腕だか脚だかをかわして、ルーイは奥へと向かった。

　雑魚ざこはどうでもいい。見たところ、ルーイが全力で逃にげに徹てつしたとして、デビドル以外に追いついてきそうなやつはいなさそうだ。

　ならば早めに、安全を確保するほうがいい。

「はっ！」

　手近なモンスターを蹴けりつけ、ルーイは高々と跳とび上がった。

　右手の指をいっぱいに開き、手のひらを眼下の群れに突つき出す。

　黒クラ崩ンブ壊ルダ魔ーク術ネス。

「牙獄迅光ゲヘナラピードッ！」

　ふくれあがった白光が、居並ぶ敵をまとめて吞みこんだ。

　ジュオ、となにもかもを焼き焦こがす、シンプルな音だけが響く──熱を帯びた床ゆかに着地して、ルーイは己おのが両手を見つめた。

「す……すげえ。できた……！」

　極めて高度な技術と、強きよう靱じんな法術力がなくてはできない、黒くろ魔ま術じゆつの奥おう義ぎ。

　ルーイの師匠である【光こう陰いんの魔ま術じゆつ士】、ロゼルスの得意技わざでもある。

（やっぱ、力が増してる。さっきよりさらに！　中和のユグ力のかドラたまりシルが、近づいてるからか……！）

　憂うれうべき事態だが、この副作用だけはありがたい。

　一度も使えたことのなかった、牙獄迅光ゲヘナラピードすら使えたのだ！

　思わずセリスに笑え顔がおを向けるが、彼女はおもしろくもなさそうに道の奥を指さした。

「かわされてるわよ」

　知っている。

　一体だけ、尋じん常じようではない速度で移動し、ダメージを受けなかった相手──デビドルが、ダンジョンの天てん井じようを走ってきた。

『キギャギャギャギャギャギャ！』

「おまえの声は──」

　ルーイの右手に、法術の光が宿る。

「敵として聞くと怖こえぇーんだよ！」

　赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユ、海ジヤ龍ベリ叉ンサ槍ーペ閃ント。

　一点を貫つらぬく破壊の光をかわしたデビドルが、空中で爪を薙なぎ払はらう。

　地面すれすれまで伏ふせてそれを回かい避ひし、ルーイは同時に足あし払ばらいを放った。

　まさか物理で狙ねらわれるとは思わなかったのだろう、デビドルが着地際ぎわまともにくらう。転がったぬいぐるみに手のひらをかざし、

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　狙い定めた炎で、ルーイはその足を灼やいた。

　ぷへっ、とデビドルが黒い煙けむりを吐はき出す。

　大きく息をつき、しかし自信満々にルーイはセリスを振り向いた。

「今度はやりました！　どうですか!?　俺どうですか、師し匠しようっ──」

『おお……』

　ルーイの背筋に、冷たいものが走る。

　反射的に見上げてしまい──ユグドラシルの眼めと、視線を激げき突とつさせた。

　先ほどより、空の裂け目が広がっているような気がする。

『魔まのものよ……目め障ざわりだ……』

「お、おいコラ!?　俺は魔ま物ものとかじゃねーぞ──」

　ふくれあがったデビドルの体たい軀くを目まの当たりにし、ルーイは口をつぐんだ。

　ぼこぼこと音を立て、布でできているはずのぬいぐるみが肥大化を繰り返す。

　腕うでも、爪も、今までの倍以上の長さに伸び、凶きよう悪あくな青いオーラを宿した。

　どう考えても、ユグドラシルによる力の供給を受けている。

「だから言ったでしょ」

　しゃくに障るしたり顔で、セリスが言った。

「秩序のデビドルくんだ、って」

「逃げます！」

「そうね」

　全力でダンジョンを走り出す。あんなことになるなどと、想定できようものか。

　というか、

「どういうつもりだテメこのユグドラ野や郎ろう!?　悪あく魔まっぽいものが嫌きらいなんだろがよ！　なんでデビドルによけいなことしてやがんだッ！」

　天に向かって吠ほえ猛たけるルーイを、しかしユグドラシルは一いち瞥べつもしない。

　律りち儀ぎに併へい走そうするセリスの【影】が、たぶんだけど、と前置きした。

「魔属性のデビドルくんと、自分ユグドラの意志に反対する人間と。せいぜいつぶし合え、ってことなんじゃない？」

「えげつねえー!?」

「合理性って、えげつないものよ。悪魔は契けい約やく次し第だいでどんなことでもするけど、神は自分の理想しか体現しないの。ある意味、どっちも損得勘かん定じようゼロよね」

　そういうやつらが力を持ってしまうことほど、恐おそろしいものもない。

　背後を警けい戒かいしつつ、ルーイはダンジョンの三階に下りた。

　散発的にモンスターが湧わいて出るが、そのたびに、

「海ジヤ龍ベリ叉ンサ槍ーペ閃ントッ！」

　丁てい寧ねいに撃うち払う。

　視界に入りこんだ敵は、一いつ匹ぴきたりとも逃のがしはしない。

　万が一、挟きよう撃げきに遭あったりしたら大変である。きれいに掃そう除じしておかなくては、外のセリスまでたどり着けないかもしれない。

　自分には、掃除ができる。

「……これでぜんぶか」

　動くものがなくなったことを確かめ、ルーイは走り出した。

　デビドルを警戒しつつ露つゆ払はらいを繰り返し、二階にたどり着く手前でミレーナたちに追いつく。

「ミレーナ！　大丈夫か!?　ケガとかしてないか!?」

「兄様！　はいっ、大丈夫なのです──」

『グゴオオオオオオッ！』

　耳をつんざく咆ほう哮こうに、ルーイは頰ほおの痙けい攣れんを感じた。

　こちらを向いたミレーナの表情が、大きく引きつるのがわかる──振ふり向くと、熊くまと見まがうほどに巨きよ大だい化したぬいぐるみが、階段の入り口につっかえていた。

　その手の爪が一いつ閃せん。

　入り口を切断し、広げて追いかけてくる。

『ガアアアアアッ！』

「どこが！　秩序だッ！」

　さすがにルーイもおののかざるをえない。

　魔ま界かいにでもさまよいこんでしまったのではないか、と思えるほどの重圧。神の力を受けているはずなのに、なぜか魔ま力りよくが増大しているかのように感じる。

　ユグドラシル本体が降臨したなら、この何十倍、何百倍もの規模の『秩序』が実行されるのだろうか。

（そのために、また……世界中に精神症しようが巻き散らかされるのか！）

　平和など、ほど遠い。

「負けるかよ……！」

「はわわわ、あ、兄あに様さまっ……」

「無事を祈いのってろ、ミレーナ！」

　俺のじゃないけどな、とは胸中でうそぶいておく。

　通路に入ったところで身を翻ひるがえし、ルーイは腰こしだめに構えた。

　両足に力をこめて踏ふん張り、前に伸のばした右手のひじを、左手で強く支える。

　細く、長く、息を吐いた。

　煙のにおいの立ちこめる階段から──悪あつ鬼きと化したデビドルが、姿を見せた瞬しゆん間かん。

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ!!」

　渾こん身しんの法術を、至近距きよ離りから撃ちこんだ。

　続いて、もう一発。もう一発。一発。二発。三発。

「うおあああああああ!!」

　力の限り攻こう撃げきを続けること、十数秒。

　荒あらい息をつき、ルーイは右みぎ腕うでをだらりと垂れ下げた。

「ど……っどうだ……！」

　階段の壁かべ──分厚いヴィテ・ユグドラシルの幹をぶち抜ぬき、ハイミレメータの街が望めているほどの連れん撃げき。

　デビドルもズタボロになっていた。

　原形をとどめない変へん貌ぼうを遂とげていたこともあるが──全身くまなく撃ち抜かれ、見る影かげもなくなっている。わずかに残った右腕も、ぴくりともしない。

　しかし、ルーイは見ていた。

　連撃の間、要所の攻撃を何度も受け、弾はじいてしのいでいる様子を。

「また動くな、こいつ……どうしたらいいですかね、師匠？」

「わかんない！」

「いやその即そく答とうはどうなんですか。師匠でしょ。少しは考えてくださいよ」

「んー……わかんない！」

「ほんとに少しだけだよチクショウ……」

　どうしようもないやりとりしかできない二人のもとに、ミレーナが駆かけ寄ってきた。

　動かないデビドルに向かって、マジメな顔で白い杖つえを振り上げる。

「白治癒ヒーラー魔法ホワイト──」

「……は？　ちょ、待ておまえっ──」

「深水アクリ回復撫カバリー！」

　真っ白い光の波は紋もんが、デビドルの巨きよ軀くをやさしく包んだ。

　まさかの回復魔ま法ほう。

　啞あ然ぜんとするしかないルーイの前で、デビドルが大きく身をよじり──そのまま、苦しげに爪つめで床を引っかく。起きてくるのかと思いきや、そうでもない。

　はわわ、とミレーナが杖を抱だきしめた。

「さ、さっきはこれで……動かなくなったのです、けど。だ、ダメみたいなのです……」

「回復魔法で？　な、なんでだ？」

「わからないのです！　わたし、デビドルくんの頭がおかしくなったと思って、ダメもとでかけてみたのです！　そしたら！」

　ぬいぐるみに対する容よう赦しやのない愛がうかがえる。

　はーん、とセリスがユグドラシルの眼を見上げた。

「対アンデッドと似たよーなもんね？　てことは……デビドルや他ほかのモンスターに影えい響きようしてる力は、カテゴリ的にいえば裏神法。表の魔法が効くわけよね」

「ネクロマンシー……！　んなもんに操あやつられんなよデビドル！」

「ちょっと、うちの子悪く言わないで!?　しょうがないじゃない！」

「銀ネク死ロマ霊ンス神シル法バーがしょうがなくなるような製法だったんですか!?」

「…………」

「黙だまるなあー!?」

　とはいえ、弱点がわかったなら、やりようはいくらでもある。

　デビドルに背中を向け、ミレーナに作戦を耳打ちしようとしたとき。

「うあ……っ！」

　短い悲鳴が、それでも確かにルーイの耳に届いた。

　パユメールの声。

「パユ師匠!?」

「ちっ、そうか……！　行きなさい！」

「はい！」

　セリスたちにあとをまかせ、飛ぶように走り出す。ミレーナがデビドルに向かったことで、先頭がパユメールだけになったことに気づかなかった。

　ユグドラシルダンジョン、一階へとたどり着く。

　床ゆかにターシャが投げ出されていた。

　モンスターの不意打ちを受けたのだろう、パユメールがショートソードで応戦しているが──左ひだり肩かたから、おびただしい血が流れている。

（パユ師匠も……ターシャも、敵と距離が近すぎるな）

　飛び道具は使えない。ならば。

「金強化アダマント神法フオース、金ダイ剛ヤモ身ンド弾バレ拳ツトッ！」

　全身を強化し、放たれた矢のように地を駆ける。

　パユメールを追い詰つめていた人ひと形がたモンスターを一蹴けりで吹ふき飛ばし、近くで隙すきをうかがっていた魔ま術じゆつ洗せん濯たく板いたのバケモノを叩たたき割る。

　距離ができたので、迷めい宮きゆうの入り口にたむろしている一群に、右の手のひらを向けた。

「牙獄迅光ゲヘナラピードッ！」

　膨ぼう張ちようする光による爆ばく発はつ。ただの一いち撃げきで、何体もが薙なぎ払はらわれる。

　──いつしか自分が笑っていることに、ルーイは気づいた。

　いや。

（こらえきれなく、なってきた、だけか……。楽しんでるもんな、ずっと）

　戦うことが。

　法術を駆く使しすることが。

　並み居る敵を粉ふん砕さいすることが、楽しい。

　今までにない感覚だった。どの師し匠しようにも、教わったことがなかった。

　難易度の高い法術を扱あつかえても。技術は皆かい伝でんに等しい、とほめられても。

　こんな気持ちには、ならなかったのに──

「い、ったた……！」

　小さなうめき声に、はたと我に返った。

　左肩を押さえたパユメールが、ルーイに向かって気き丈じように笑っている。

「ありがと、ルーイくん……すごいね。さすが、セリスさんの一番弟で子し、っだね……」

「む、無理しないでください、パユ師匠！　もうすぐミレーナが──」

　ルーイは顔色を変えた。

　天てん井じように一匹、モンスターが張りついている。

　蜘蛛くもに似たそれが爪を振りかざし、パユメールめがけて落ちてくる。

　金ダイ剛ヤモ身ンド弾バレ拳ツト──間に合わない。

　暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン──師匠を巻きこむ。

　身代わり覚かく悟ごで飛びこむ、を選せん択たくするしかなくなったとき。

「パユッ！」

　跳とび起きたターシャが、小さな両手でパユメールを突つき飛ばしていた。

　モンスターが爪を振るう。

　ターシャの小さな身体からだを、それは危あやうくかすめて──

　風をはらんで翻る、ヴィテの聖布を引き裂さいた。

（な……っ）

　心臓が止まったようにすら思える。

　凍こおりつきそうになる判断力を、修しゆ行ぎようで叩きこまれた本能が突き動かした。

「暴フア龍フニ一ール赫閃ゲインッ！」

　モンスターと、ヴィテの聖布の残ざん骸がいが、炸さく裂れつする炎ほのおに包まれる。

　それ以上は動けず、蒸発するようにかき消える布切れを、呆ぼう然ぜんと見つめていたが。

「ターシャちゃんっ！」

　傷を負ったときの悲鳴よりも、よほど追い詰められたパユメールの声で、我に返った。

「なんてことっ……ケガは!?　ケガは、ないっ……!?」

「へい、き……パユは」

「ああ、そんな。聖布が、っああ、聖布が！　ヴィテの、聖布……が……！」

「パユ、はやく……逃にげよ。外、はやく……いなくなっちゃ、やだ、パユ」

　行ってください！　とルーイは出入り口を示した。

　ヴィテ・ユグドラシルの迷宮から脱け出る、唯ゆい一いつのルート。

「すぐにミレーナを行かせます！　ターシャは大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「せ、背中にっ……」

「……！　見せてください。応急処置だけ……」

　パユメールの傍かたわらにひざをつき、ターシャの背中に右手をかざす。

　服を裂かれたとき、薄うすく引っかけられたのだろう。ターシャの白い背中が、痛々しく血に染まっていた。

　ぶつぶつと呪じゆ文もんを唱え、ルーイは回復魔法を施ほどこす。

　ミレーナのようにはいかないが、血を止める程度の役には立つはずだ。

「ルーイ……」

　顔を上げるターシャに、無理するな、と首を振ふる。

「すぐ治るからな。大丈夫だ、安心しろ」

「これ……」

「動くなって、楽にして──」

　手のひらにのせられた小さな布切れに、ルーイは言葉を切った。

　白い、白い、それは透すき通るような。

　そよ風にあおられただけで、飛んでいってしまいそうだ。

「着せて、あげなくて……ごめんね」

「……いいさ」

　着ていたら、確かにヘンタイにも見えたことだろう。

　再び気を失ったターシャを、パユメールが抱だき上げる。

　出口へと向かう二人に背を向け、ルーイは胸を張って立った。

　布切れをポケットにしまいこむ。どんなモンスターも、ここは通さない。

「俺一人で、充じゆう分ぶんだ！　なんでもかかってこ──」

「はわわわ～っ！」

　びっくりするほどいつもの調子で、ミレーナが階段を駆け下りてきた。

　カッコつけの途と中ちゆうで固まってしまったルーイ。その目の前までばたばた走ってきて、勢いを止めきれずその場駆け足する。

「あ、兄あに様さま！　あああ兄様、兄様あれ、あ、あれっ……！」

「……落ち着け、ミレーナ。そんだけ走れりゃケガはないな？　何があった？」

　その答えは、轟ごう音おんとともにぶち抜ぬかれた、二階の床が教えてくれた。

　メキバキと、硬かたいヴィテ・ユグドラシルをへし折りそうな勢いで、デビドルと呼んでいいのかどうかわからないモンスターが現れる。

　先ほどまでよりも、さらに大きい。頭が三階に届いてしまいそうだ。

　おまけに、

『ゴハアアアアッ……！』

「なにすんのよなにすんのよなにすんのよっ！　はなせぇーっ！」

　巨きよ大だいな牙きばの並ぶ口が、黒いマントをくわえていた。

　宙づりにされたセリスの【影】が、仔こ犬いぬのようにきゃんきゃんわめいている。

　師匠、とルーイは気の抜ける思いでうめいた。

「また、なにを……。ああなるほど、この隙にやっちまえ、とかそういうことですか？　さすが」

「ちょっ、違ちがうわよ!?　助けなさいよ！　あんた【影】だからってそんな、し、承知しないからね!?」

「ミレーナ、ケガしたターシャが外にいる。応急処置しかできてないから、ちゃんと治してやってくれ。そのあとに……特大の回復魔ま法ほうを頼たのむ」

「こ、このっ、人の話を──ちょ、デビドル!?　デビドルやだ何考えてんの、コラ!?　あたしを誰だれだと思って、や、やめなさいってっ……！」

　ドアのように巨大な舌で、デビドルがくちゃくちゃとセリスの【影かげ】を包んだ。

　そのまま、ごっくんと丸まる吞のみしてしまう──自らを製作した者への気持ちは、神の支配に勝てなかったらしい。

　うーむ、と無情を感じるルーイのそでを、ミレーナが引っ張った。

「あ、兄様。特大のって、じ、時間がかかっちゃうのです……！」

「そのための時間稼かせぎにならないかなぁと、【影】を放置したわけだが……切ないな」

「なのです」

「いいさ。ゆっくり準備してくれ」

「え？」

「ターシャとパユ師匠を、頼んだぞ」

　ミレーナが頷うなずき、ぱたぱたと走り去る。とにもかくにも信じてくれるらしい。

　ルーイも、自らを信じた──いや。

　これは確信だ。

「デビドルおまえは、俺に……傷ひとつつけられない──」




　──何度も、問われたことがある。

　なぜそんなに多くの法術者に師事するのか、と。

　揶や揄ゆしたがる相手には、死にたくないからだと答えた。心ある相手には、これしかできないからだと答えた。

　封精心症シールドハートなんかで、死にたくない。治った例がなくとも、あきらめたくない。

　それは偽いつわらざる本心であり、今も死なないために、生き続けている。

　けれど。なぜ、生きたいと願っているのか。どうして抗あらがい続けるのか。

　本当は。

　世界平和など、どうでもいいのかもしれない──




『──グギャアアアアアアッ！』

　もとはぬいぐるみとは思えない咆ほう哮こうをあげ、デビドルが誘さそいにのってきた。

　ルーイは、歩を進めてすらいない。ただその場で、静かに待ち受ける。

　木くずを蹴け散ちらかし、思いきり殴なぐりかかってくる巨きよ獣じゆうと、

「八王光鱗リアクトロード」

　ルーイの展開した八枚の『翼つばさ』が、正面から激げき突とつした。

　いかにも頼たよりなげな光の盾たてが、デビドルの拳こぶしを軽々と受け止める。

　雄お叫たけびとともに、何度も何度も叩きつけられる攻こう撃げきを──その衝しよう撃げきすら感じさせることなく、重い音だけを響ひびかせて。

（法術力に、支えられれば……物理的なショックも分解できるのか。なんだこれ……なんだこれ。こんな、世界が）

　にじみ出る笑えみを、またこらえられない。

「ははっ……」

　声までこぼしてしまった。楽しい。

　強い。

　強い、ということが。

「こんなに……っ、おいユグドラシル！　どうしたあ!?」

　いまだ空間を超ちよう越えつし、こちらを視みている主神を挑ちよう発はつする。

「こんなもんか!?　なぁ、こんなもんだと、俺もこんなもんまでしか試せないだろうが！　もっと強くしろよ、デビドルを！　いろいろできるんだろ、神なんだから！」

　ユグドラシルが、眼めを細める気配がした。

『……魔まよ』

　そうなのかもしれない。

『キャギャッ！』

　大きく跳び退すさったデビドルが、がぱっと口を開く。

　猛もう烈れつな炎が吐はき出され、鋭するどく回転する八王光鱗リアクトロードに吹き散らされた──いや。範囲が広い上に、威力も尋じん常じようではない。再び神の恩恵を受けたか。

　続いて雷かみなりが。氷結が。風ふう刃じんが。

　なかなかの芸達者ぶりで披ひ露ろうされる攻撃の数々に対し、

「金ヴエ祈スパ禱ーハ神ーミ法ツト、聖燐ブレスク月寵唱オリアン」

　ルーイは、八王光鱗リアクトロードの力を、テルティ直伝の神法で後押しした。

　祈りの白光が『翼』を包みこみ、あらゆる力を底上げする。防御の隙すき間まから吹きつけていた熱風や冷風すらも、すぐに感じなくなった。

「ははははっ……！」

　ルーイは、笑った。いつかの魔ま王おうのときのように、笑うしかなくなったわけではない。

　強さに酔よう。

「兄様っ──」

　どこか遠くに聞こえたその声は、合図というよりトリガーだったのかもしれない。

「黒クラ崩ンブ壊ルダ魔ーク術ネス──牙獄迅光ゲヘナラピード!!」

　ふくれあがった白光が、デビドルの攻撃すべてとぶつかる。

　神の力を相そう殺さいしきった魔ま術じゆつの光が消え去る前に、

「赤デス破トロ壊イド魔ルー法ジユッ！　暴フア龍フニ一ール赫閃ゲイン!!」

　集束する赫かく光こうが、デビドルの右半身を吹ふき飛ばした。

　よろめく巨きよ体たいに向け、ルーイは地を蹴ける。

　八王光鱗リアクトロードを回転させ──いとも簡単に、巨獣の首を斬きり飛ばした。

「ミレーナ！」

「白治癒ヒーラー魔法ホワイト！　慈王アライブ活水撫リーバー！」

　出口で待ち構えていたミレーナが、巨大な魔ま法ほう陣じんを発動させる。

　まばゆいほどに輝かがやく光が、首だけのデビドルを受け止めた。

　やけつくほどのきらめきの中、無骨極きわまりなくゆがめられていたその顔が、圧おし固められるようにして元の大きさへと戻もどってゆく。

『……おお……』

　その光景を目にしたのか、ユグドラシルが声をもらしたような気がした。

　ぽてっ、とミレーナの手の中に、小さくなったデビドルの首が落ちてくる。

　彼女はそれを胸にかき抱いた。

「デビドルくんっ……こんなになって！　すぐに直してもらうのですっ……！」

「ミレーナ、行け！　早く師し匠しようのとこまで！」

　四階より上にいたのだろうモンスターたちが、デビドルの開けた穴から次々に飛び降りてくる。

　ルーイはゆっくりと後ずさりながら、それらを順番に狙ねらい撃うちしていった。

　もう、何も起こらない。

　デビドルは倒たおした。ここからの逆転はない。なにしろ、

「親玉が、空の向こうから見てるだけ、じゃなぁ……！」

　これも神と魔王の個性差だろうか。降臨が完かん了りようしなかったとはいえ、自ら向かってきたジャオンガラルドとは大おお違ちがいだ。

　踏ふみ荒あらされ、ダンスホールの廃はい墟きよのようになってしまったヴィテ・ユグドラシルを、ルーイはもう一度見回した──もう、迷めい宮きゆう神術がどうのという状態でもないが。

　悪くない眺ながめだった。

「兄様ぁーっ！」

「……ああ」

　ミレーナの声に、つま先を外へと向ける。

　まばゆい光の中に、いくつもの人ひと影かげが見えた。全員、無事にしているようだ。

　出口をくぐって、すべて終わらせよう。

　出口をくぐれば。

　すべて──

（終わっ……、……）

　差しこむ光の、その中へ。

　ルーイは、足を踏み出せなかった。

「兄様……？」

　ミレーナがいる。すぐそこに見えている。自分に笑顔を向けている。

　彼女のうしろを遠く囲んで、大勢の人間がいるのもわかった。

　この国の軍隊である。ヴィテ・ユグドラシルに押し寄せて、騒そう々ぞうしくどよめいているようだ。フェイミーとテルティが動いてくれたのだろう。中和の力の影えい響きようを、さすがうまく解いてくれたのか。

　あそこが、自分の居場所だ。

　そうわかっているのに。

「……俺……」

　力が消える。

　ここを出てしまえば、間ま違ちがいなく、この力は消えてしまう。

　ヴィテ・ユグドラシルは吹き飛ばされ、秩ちつ序じよの力はなくなるだろう。

　ヴィテの聖布も、すでに失われた。

（今なら……立てるのに）

　きっと、セリスの隣となりに立てるのに。

　面めん倒どうをかけない。足を引っ張らずにすむ。パートナーにだって、なれるかもしれない。

　戦場で互たがいを守り合い、ともに戦う相棒に──いや。

　生しよう涯がいのパートナーにも、もしかしたら。

「俺、は……」

「兄あに様さま、早く！　兄様っ──」

　ルーイの手を取ろうとしたミレーナが、その口をつぐんだ。

　ルーイがポケットから取り出した、小さな白い布切れ。端はしのほうが少し焦こげている、それはヴィテの聖布の、最後のひとかけ。

　きっともう、つくることはできない。

「俺は……」

　この力ちからがあれば。

「力ちからが──」

「バカ弟で子し!!」

　背筋が伸のびた。

　光の中、かすみもせずに紅ぐ蓮れんが立っている。

　ルーイを見つめて──その圧あつ倒とう的な力で、なにもかも受け止めるかのように、告ぐ。

「惑まどうな!!」

「兄様っ！」

　ミレーナがこちらにのばした両手を、ルーイは反射的に握にぎった。

　そのまま、連れ出される。光の中へ。

　秩序の霊れい木ぼくの、闇やみの中から。

『なぜだ……』

　天空から声が降ってきたが、誰だれもそちらを見なかった。

『なぜ、争いを望む』

「……平和って、なんだ？」

　ぽつりとこぼしたルーイの呟つぶやきが、それでも聞こえたのだろうか。

　神がまた、眼を細める気配がした。

『平和とは、我が手の中に』

「なんで……戦い続けるんだ」

『戦いにより、平和はつくられる』

　そうか、とルーイは布の切れ端を握りこんだ。

　白い、白い、透すき通るようなそれを、風に飛ばされないように力いっぱい。

『おお……我が力の欠片ヴイテを求めるか』

「覚かく悟ごしときなさい」

　青い眼に、紅蓮が左手を掲かかげる。

「平和が戦いでつくられるものなら、あたしはあんたの敵よ。ずっと。ずっとね！　戦い続けてやるわ！」

『愚おろかな──』

「愚かはあんたよ！　人間の力を、侮あなどらないことねッ！」

　布切れを巻いた右手を、ルーイは掲げた。

　セリスの左手をなぞるように、まっすぐに腕うでを伸ばす。

　力が、欲しかった。

「「闇ヴリ龍トラ轟ヴオ焰ルケ閃ーノ!!」」

　龍りゆうのごとく立ちのぼる闇の炎ほのおが、ヴィテ・ユグドラシルを一直線に貫つらぬく。




　ひとつの歴史が、終わりを告げる。

　霊木の断だん末まつ魔まとなる爆ばく発はつが、芸術の都に響き渡わたった。
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　燃えさかる大霊木の消火に、軍隊も民衆も大わらわになっている、その片かた隅すみで。

「ターシャちゃんが……迷宮を広げてるんじゃないか、って。思ってたの……」

　ベンチに横たわったケットシーの髪かみを、ぼろぼろの女性がやさしくなでている。

　その声はやさしく、眠ねむる子供に絵本を読み聞かせる母親のようだ。

「わたしから習った迷宮神術で、いつか……いつか、家族を見つけに行くために。でも、間違ってたね……ターシャちゃんはもっと、ずっと強い子だったんだね」

「…………」

「だから……だから、がんばって。負けないで、ターシャちゃんっ……！」

　ケットシーは、かたく目をつむり──しかしまぶたの下で、両の瞳ひとみがぐるぐると激しく動き回っているのが、見ている者にもよくわかった。

　これは、と傍かたわらの少年がうめく。

「融眼遊症ブレイクスコープ……もう、症しよう状じようが」

「そうね。だけど軽度よ、大だい丈じよう夫ぶ」

　隣に立った紅蓮の女が、霊木の炎を瞳に映しながら言った。
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「呼びかけてれば、すぐ目覚めるわ。もっとも……今後、一人で生きられるようになるには、血を吐くような茨いばらの道を歩かなきゃならないでしょうけど」

「……よく、知ってます」

「つらいわね」

「いえ」

　兄様、と呟く白い少女も、それ以上言葉をつむげない。

　やがて、ケットシーが目を開いた。

　涙なみだ声ごえに近くなっていた女性が、身を起こした彼女を抱だきしめる。

「ターシャちゃん！　よかったっ……気分は!?　痛いところ、ない!?」

「……。パユ……ター、融眼遊症ブレイクスコープ、出てた？」

「っ……、心配、いらないよ」

　詰つまりかけた声を絞しぼり出し、女性が笑え顔がおを見せる。

「ターシャちゃんのことは、わたしが絶対に守るから！　お父さんとお母さんが帰ってくるまで、なんにも心配いらないからね！」

「……夢……見たの」

「夢？」

「ターの、パパとママの、夢」

　女性の顔色が変わった。

　遠く空を見上げて、紅蓮が両目を閉じる。

「パパとママ……いっしょにいた。ターをいい子いい子してくれた」

　とつとつと語るケットシーの声だけが、喧けん噪そうをどこか別世界へと追いやる。

「パパは、ターに……しっかり生きなさいって。ママは、ありがとうって言ってた」

「ターシャ、ちゃん……」

「夢だと、思ったけど。そっか。融眼遊症ブレイクスコープが、出てたなら……あれは。幽ゆう冥めい界かい」

　ケットシーの両目から、涙なみだが溢あふれた。

　再び抱き寄せた女性の胸の中で、ケットシーは首を横に振ふる。

「泣かないよ。ターは泣かない。ぜったい……泣かない！　パパとママは、幽冥界で幸せになってるんだから」

「ごめんね……ターシャちゃん、ごめんね……！」

「死ぬもんか。こんな病気ぐらいで、病気なんかでっ……神の力なんか、なくたって。生きる。ぜったい……ターが、そう決めたんだ、っから……ッ」

　押し殺した嗚お咽えつだけが、しばらく彼らの間を満たした。

　何も言えず、少年はただ、強く両手を握りしめる。

　彼の手の中から、白い布の切れ端が、さらさらと砂のように崩くずれて消え去った。
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　リーベルテ王国の混乱ぶりは、予想をはるか上回るものだった。

　ヴィテ・ユグドラシルを失い、嘆なげく者。怒おこる者。気力を失う者。

　新たな商売になると意気込む者。

　セリス・フォレストランナーに復ふく讐しゆうを誓ちかう者。

　噂うわさ話ばなしに主神のことを知り、最初からあんな木うさんくさいと思ってたんだ、と息巻く者。

　反応こそ様々だったが、誰だれもが国の、街の往ゆく末を案じ、変化を悟さとった。

　大陸最大の霊木を失うという、前ぜん代だい未み聞もんの大事件をもって。

　大陸最大の額の賞金が、セリス・フォレストランナーの首にかけられた。







　という事実など、どこ吹ふく風ではあったが。

　それでもルーイは空を眺ながめていた。

　今日の青さは、またいちだんと、瞳に心に染しみ渡る。

「俺は……なにを……やってるんだ」

　ハイミレメータの街から離はなれること、わずか三分。

　道みち端ばたに座りこんでため息をつき、ときおり蒼そう穹きゆうを眺めているルーイである。

　気分は最低最悪であった。正直、空を見るのも軽くつらい。

「あの眼めを思い出す……ていうか夢に見る。人並みの力でチョーシぶっこいて、挙げ句人間の狭せまさまで露ろ呈ていしたっ……！」

　なぜあのとき、立ち止まってしまったのか。

　なぜあのとき、己おのれを勘かん違ちがいしたのか。

　なぜあのとき、完治する未来を──セリスを、自分を、信じなかったのか。

（焦あせったのは、しょうがない。ありゃ焦る。力が欲しかったのもしょうがない、今だって欲しい。……でも……、あああ、ターシャになんて思われてることかっ……！）

　見事に切ってみせた、神への啖たん呵か。

　あれは本来、自分が果たさなければならないことだった──などと思うのは、またセリスに一いつ喝かつされる邪よこしまな惑いだろうか。

　情けない。やはり情けない。

　しかし。

　往く道が定められたようには、思う。

「……少なくとも。……精神症しようは、治る」

　秩ちつ序じよの神。中和の力。

　今回こそ、なにひとつ得られない結果に終わったが、その効能は確かだったのだ。少なくとも、この世にひとつは、精神症の対策が存在する。

　封精心症シールドハートも、融眼遊症ブレイクスコープも、治る。

　そして。

「そして──」

「兄様ーっ」

　ぱたぱたと、ミレーナが駆かけてきた。

　笑顔である。まるで輝かがやくような。

　その手にあるのは、白はく杖じようと──胴どう体たいの色合いを一新された、ぴかぴかのぬいぐるみ。

「お待たせしましたです！　シルニ砂糖の包み焼き買ってきました。ずっと食べたかったのです、食べながら行きましょうです」

「……おまえ」

「？　はいです」

「まだ、俺に……ついてくるつもりなのか？」

　一いつ瞬しゆん、きょとんとしたミレーナだったが。

　すぐにそのやわらかなほっぺを、ぷくっとふくらませた。

　両手で新ぬいデビぐるみドルを振りかぶり、ぼふぼふ殴なぐりつけてくる。

「なんですか！　なんですか！　わたしが邪じや魔まだと言いますですか！」

「い、いや、んなこと言ってねーだろ痛いてっ!?　待て、今なんか刺さされた！　刺されたんだけどデビドルに！」

「新装備なのです！　耳を握にぎると肩かたからトゲが出ます。デビドルショルダーニードル！」

「何考えてんだあのバカ師し匠しよう!?　普ふ通つうに修理しろよ！　無む駄だに強化すんな！」

　刺された頭をぼりぼりかきつつ、ルーイは舌打ちした。なんともバツが悪い。

「だって、おまえ……俺アレじゃん。今回、ジャオンガラルドのときに輪をかけてひどかったじゃん……幻げん滅めつしたろ。したな。したに決まってんだ……」

「幻滅はしてないのです。ただちょっとショックだったのです」

「ショック？」

「兄あに様さま、わたしがいつか精神症を治すってこと、信じてくれてないのですね」

　ぐっ、とのどになにかが詰まる。

　そのことか。よもやこちらにまで、意志の弱さが災わざわいしていたとは。

　小こ脇わきの紙かみ袋ぶくろを隠かくすように、ミレーナはぷいっとそっぽを向いた。

「絶対治しますって、約束してますのに。何度も何度も言ってますのに」

「うう……いや、その……」

「これはしばらく引きずるのです。シルニ焼きは、わたしだけで食べるのです」

「そ……そうしてくれ……」

「うそなのです。ふたつも食べたら、おでぶになっちゃうのです」

　それに、と彼女はいたずらっぽく笑う。

「兄様は、またどこかに行くんでしょう？」

「……ああ。まーな。また逃にげられたし」

　相変わらず、残されていた手紙。

　前は財さい布ふの中に入っていたが、今回は財布ごと持っていかれていた。

　手紙にはひとこと、『弟で子しに死ぬ権利はない』。

　読んだとき、どうしてか少し、涙が出そうになった。

（師匠……すんません。今回ばかりは、本当に……）

　だが次からは、財布の中身をすべて偽にせ金がねに入れかえておこう。

　手紙を見たミレーナが、やれやれと笑う。

「こんなこと言われたら、追いかけるしかないのです」

「だな。それに、ま……決めたしな」

「はわ？」

　今のこの世が平和かどうか。いつか、神の世に問う。

　ならばそのときまで。

「戦い続けるよ、俺も。俺なりに、ずっとな」

「じゃあ、わたしはついていくしかないのです。ずーっとなのです！」

「よっしゃ。……行くか」

　青い空の向こうに、眼は見えない。

　二人でそっとため息をつき、並んで街かい道どうを歩きはじめた。はいなのです、と渡わたされたシルニ焼きは、甘くて、ふわふわで、少しだけ塩しお辛からかった。

　いつかが、いつかは、わからない。

　その瞬しゆん間かんまで追い続けるだけだ。そして追いついたときに、言えるだろう。

　並んで、戦い続ける。

　それだけを告げたいと、ルーイは思った。





了









　あとがき




　こんにちは、神かみ秋あき昌まさ史ふみです。「食パンに目玉焼き」を意識したのはラピュタから、そんな珍めずらしくもない人間です。

　たぶんラピュタを見る前から、その存在というか、パンに目玉焼きのっけた的な食べ物がある、というのは知ってたと思います。ていうかパン屋さんによっては、思いきり「ラピュタパン」なんて名前で売られてたりしますよね。

　そういうのを目にしてたとは思うんですが、意識したのはラピュタを見て、でした。

　おいしそうでしてねーほんと……。パズーとシータが廃はい坑こうの中で、パンを分け合って食べるんですよね。あのシーンに憧あこがれた人も、きっと少なくないのではと思います。いろんな意味で。シータ超ちようかわいい。パズーめ。

　ダンジョンって聞くと、特にラノベなどお好きな読者の方々は、いろいろな作品やそれに登場する迷めい宮きゆうを思い浮うかべられることではと思いますが。わたしはラピュタの廃坑も浮かびます。目玉焼きのっけたパンとともに。

　というわけで、ダンジョン内の食事シーンは必ひつ須すだわなと思っていました。

　ルーイが今回もズタボロになりつつドケチ師し匠しようを追う、【師匠どもに告ぐ】二巻。お楽しみいただけましたでしょうか。

　迷宮の中を上がったり下がったり、走ったり隠かくれたり、逃にげたり戦ったりします。

　そんな中での食事シーンとなるわけですが、えらいほのぼのと書いてしまいました。そもそも、今回の主しゆ軸じくとなるパユメール師匠が作ってくれるごはん、ミルク粥がゆですからね。

　みるくがゆ。なんかこう、のほほんって感じ。風邪かぜのときとかにすごくよさそう。

　作中に書くタイミングがなかったんですが、パユメールの得意料理でもあるという設定です。迷宮の中だけじゃなく、家でもよくターシャに食べさせてます。

　ダンジョン探たん索さく時には、高カロリー食として粉ミルクを持ち歩いており、料理に使ったり非常用にしたりという背景ですね。イメージ的には、戦後の脱だつ脂し粉乳とかじゃなく（あまりおいしくなかったらしい）赤ちゃん用のそれな感じです。

　製法は知りません。たぶん魔ま術じゆつでしょう。ロゼルスあたりがときどき日ひ雇やといで作ってるかもです。粉ミルク精製、時給千三百五十円。

　でもミルクというと、まぁ、ミレーナですよね。

　なにがどうとは言いませんけれども……ミレーナですよね。

　ミレーナの名前が出たのでついでに、彼女の得意料理は豚ぶた肉にくの煮に込こみです。

　かたまり肉を使ってとろとろに仕上げます。彼女曰いわく「本当はイノシシさんのお肉がいいのです！」とのことなので、旅の途と中ちゆうでイノシシに遭そう遇ぐうすると、がんばって倒たおそうとします。とても危険です。でもおいしそうですね。

　なお、レパートリーの中で煮込みが得意料理になったのは、いちばん上手に作れるからではなく、ルーイがおいしいと言ったから。なんていうか、もう……はい、もう。

　ルーイは普ふ段だん、ざっくばらんな食事ばかりを作りますが、得意料理は鴨かも肉とシーフードの野菜ソース和あえ季節の香こう草そう風味、です。料理の師匠もいるからですが、気取りやがっていけ好かねえ。香草に埋うもれろ。ソースで溺おぼれろ。あと花か粉ふん症しようとかになれ。

　せっかくですので、各師匠たちにも得意料理についてひとこといただいてみます。

セリス「ミレーナちゃんの煮込みはあたし直伝よ？　本家はあたしなの」

ロゼルス「ゆで卵」

ミューリー「え～、刃は物ものなんて持ったことなぁい。仕し掛かけたことはあるけどー」

メロルディ「料理は愛情よ！　ラブ！　アンドラブ！　その愛でもってまずニンニクを細かく叩たたくの！　炒いためてる間に肉のスジを切って塩を全力でもみこみつつスパイスを──」

フェイミー「ルーイに禁止されてる！　火使ってる間に絶対踊おどっちゃって危ないから！」

テルティ「オムレツ作って！」

　まさかのセリスがいちばんまとも疑ぎ惑わく。お疲つかれさまでした。

　そんなこんなで、絶賛お礼タイム。

　一巻に続き、すばらしいイラストを描かいてくださいましたhouほうさん、ありがとうございます！　ターシャのかわいさに一発でやられました。こんなにかわいいのに素っ気ないだなんて、引っかいてくるだなんて……まさにネコ。餌え付づけを試みたいです。

　毎度もろもろご迷めい惑わくをおかけしております担当さん。日ひ頃ごろかまってくださる友人知人諸氏。そしてご購こう読どくくださった読者の皆みな様さま方に、この場を借りて御礼申し上げます。

　またがんばって本を書きますね。

　ではでは。神秋でした。
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